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豊富な図表に加え「語句解説」「考えてみよう」等
を設定し，「授業で→試験前に→現場に出てからも」
活用できる，公認心理師カリキュラム対応テキスト。
公認心理師の業務と職責について事例とともにわか
りやすく紹介する一冊。

下山晴彦／佐藤隆夫／本郷一夫 監修

公認心理師スタンダードテキストシリーズ 1　

公認心理師の職責
下山晴彦／慶野遥香 編著

監修者のことば／編著者まえがき
　第Ⅰ部　公認心理師になるために――職業を知り，自分を知る
第１章　公認心理師とはどのような資格か
　１ 職責ということ
　２ 公認心理師法の成立
　３ 公認心理師は何をするのか
　４ 公認心理師は，何をしなければならないか
　５ 公認心理師になるために知っておくこと
　６ 公認心理師についての理解を深める
第２章　心理支援に必要な技能（コンピテンシー）
　１ 公認心理師のコンピテンシー・モデル
　２ 反省的実践
　３ 科学者 - 実践者モデル
第３章　心理支援の専門職になるために
　１ 心理支援と自己理解
　２ 支援者の動機
　３ 価値観の多様性を理解する
　４ 支援者のメンタルヘルス
　５ 自己理解を深めるための学び
第４章　心理支援の専門職として働くために
　１ 公認心理師としての専門職教育とは
　２ 公認心理師の実践的な学び
　３ 公認心理師の生涯教育
　４ 職業・キャリアとしての心理職の発達
　第Ⅱ部　公認心理師に求められること
　　　　　――専門職としての義務と役割
第５章　公認心理師の法的義務と倫理
　１ 専門家の「責任」とは
　２ 公認心理師の法的義務
　３ 公認心理師の倫理
　４ よりよい支援のために
第６章　支援を必要としている人の視点に立ち，安全を守る
　１ クライアントに応える：業務としての心理支援
　２ クライアントを助ける：リスクアセスメントと危機介入
　３ クライアントを抱え込まない：リファーが必要なとき
　４ リファーするとき
　５ 業務として心理支援を行うということ
第７章　情報の適切な取り扱い
　１ 信頼のうえで収集される情報

　２ 公認心理師業務のなかで取り扱う情報
　３ 秘密保持義務
　４ 適切な情報管理
　５ 事例からみる秘密保持と情報共有
第８章　チームや地域で連携して働く
　１ 公認心理師に求められる「連携｣
　２ 各分野における連携の場と公認心理師の役割
　３ 有効な連携のために
　４ 連携・協働・チームワーク
　５ 多職種連携実践（ＩＰＷ）と多職種連携教育（ＩＰＥ）
　６ 事例にみる連携の課題と対応
　第Ⅲ部　現場を知る
　　　　　――各分野の公認心理師の具体的な業務
第９章　保健医療分野で働く
　１ 保健医療分野における公認心理師の職場
　２ 保健医療分野において求められる役割
　３ 保健医療分野において求められる知識とスキル
第10章　福祉分野で働く
　１ 高齢者福祉領域
　２ 児童福祉領域
　３ 障害児・者福祉領域
第11章　教育分野で働く
　１ 教育分野で求められる心理支援とは
　２ 教育分野の主な心理教育的課題
　３ 教育分野に関わる法律
　４ スクールカウンセラー活用事業の歩みと課題
　５ 多機関連携
第12章　司法・犯罪分野で働く
　１ 司法・犯罪分野の主な機関と公認心理師の役割
　２ 司法・犯罪分野の主な心理社会的課題
　３ 司法・犯罪分野における実践の例
第13章　産業・労働分野で働く
　１ 産業・労働分野とは
　２ 産業・労働分野の実際
　３ 産業・労働分野における実践の例
引用文献・参考文献
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◎ 公認心理師とはどのような専門職で何が求められるのか
　 を事例とともにていねいに解説。５領域の現場を想定し
　 ながら，その業務と職責を学べる一冊
◎ 大きな紙面に豊富な図表と「語句解説」「考えてみよう」
　 「キーワードまとめ」などを盛り込んだテキスト
◎ ブループリント（公認心理師試験出題基準）掲載語句を
　 網羅し，その他重要語句も厳選して紹介



A5判美装/234頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08704-4　2020年5月刊行

公認心理師カリキュラムの必修科目「心理学概論」
に対応した，心理学の歴史・基礎・応用について理
解するためのテキスト。多様な知見を参照しながら
自ら思考し実践を行う心理職として学びつづけてい
くための最初の一冊。

川畑直人／大島 剛／郷式 徹 監修

公認心理師の基本を学ぶテキスト 2

心理学概論
――歴史・基礎・応用

加藤弘通／川田 学 編著
ここが

ポイント
!!

◎ シリーズ（全23巻）の１巻として，他の巻と合わせて読
　 むことでより理解が深まる
◎ 授業の教科書，試験対策として使えるだけでなく，心
　 理職として現実的に働くときに意味を持つ視点や考え
　 方，知識を学べる

心
理
学
概
論

公認心理師の基本を学ぶテキスト 監修者の言葉

序　章　あたらしい心理学のはじまり
　１ 新たな心理職モデルの模索
　２ 本書で取り上げる内容
　３ 心理学概論を学ぶ意義

　第Ⅰ部　心理学の歴史と基礎
第１章　心理学史
　　　　──心の多様なとらえ方の過去から
　　　　　　未来を想像する
　１ 学問としての心理学の位置づけ
　２ 対象と方法の模索
　　 ── 20世紀中盤までの心理学
　３ 大きい文脈からのとらえ直し
　　 ── 20世紀後半の心理学
　４ 未来の心のとらえ方
　コラム１ 日本の心理学
　コラム２ 心理学のオルタナティブ：
　　　　　 ヴント以前の心理学
　コラム３ 戦争と心理学

第２章　生理と神経──心の生物学的基盤
　１ 脳と心の関係
　２ 大脳の機能と障害
　３ 脳内における情報の伝達
　４ 神経伝達物質と心の働き

第３章　知覚と認知
　　　　──適応と学習のために世界を知る
　　　　　　働き
　１ 知覚
　２ 認知
　３ 注意
　コラム 事象関連電位を用いた知覚・認知の
　　　　 研究

第４章　発達と学習──人間の変化をつかむ 
　１ 発達と学習の関係
　２ 学習のモデル

　３ 発達の理論

第５章　言語と思考
　　　　──言葉のしくみとその発達
　１ 言語学の基礎知識
　２ 言語発達の機序
　３ 言語と認知

第６章　記憶と感情
　　　　──記憶が支える人の認知的活動
　１ 記憶のしくみとその機能
　２ 感情をともなう記憶の特性
　３ 記憶を正確に聴き取る

第７章　パーソナリティ
　　　　──その人らしさを考える
　１ パーソナリティとは
　２ パーソナリティの理解
　３ パーソナリティの形成

第８章　社会と人間行動
　　　　──社会，集団，文化の中での人間
　　　　　　について考える
　１ 社会の中での人間行動をとらえる考え方
　２ 対人関係における意識と行動
　３ 個人内過程
　４ 集団および文化が個人に及ぼす影響
　５ 社会心理学の未来

　第Ⅱ部　心理学の応用と公認心理師が
　　　　　活躍する現場
第９章　教育と学校
　　　　──学習と心理適応を支える
　１ 学校における学習
　２ 学校における心理社会的側面
　３ 諸問題への介入
　コラム 創造的問題解決とは

第10章　犯罪と司法──その原因と対応
　１ 犯罪・非行と心理学
　２ 犯罪・非行の原因

　３ 犯罪・非行への対応

第11章　産業と組織
　　　　──職場，仕事，人を理解する
　１ 産業領域における心理職
　２ キャリアと組織行動
　３ 組織の目的と消費者心理
　４ 働く人を支える職場環境

第12章　医療と健康
　　　　──メンタルヘルスを支える知識と
　　　　　　方法
　１ ストレス反応とその影響
　２ 医療現場における他職種との連携・協働
　　 と制度
　３ 活躍が期待される医療現場
　４ ＰＴＳＤに必要な心理的支援

第13章　家族と福祉
　　　　──育ち暮らす場への心理的援助
　１ 集団としての家族
　２ 福祉における家族の諸問題
　３ 育ち暮らす場への心理的援助

第14章　障害とアセスメント
　　　　──支援につなげる理解のために
　１ 障害とは
　２ 心理アセスメントとは
　３ 心理アセスメントの意義と限界

第15章　心理療法──その理論と実践
　１ 心理療法とは
　２ 様々な心理療法
　３ 心理療法において求められる支援者の
　　 態度・倫理

索　引



はしがき
Ⅰ　心理学の理論と方法
　１ 心理学の誕生
　２ ゲシュタルト心理学の主張
　３ 行動主義の主張
　４ 無意識の世界を探る
　５ 心の個人差を測る
　６ 心と脳の関係を探る
　７ 心をどう測るのか
　８ 心理学の実験
　９ 心理学の調査
　10 統計的研究法と事例研究法の違い
Ⅱ　感覚と知覚
　１ ものを感じる仕組み
　２ 視覚系の仕組み
　３ 聴覚系の仕組み
　４ 形を知覚する
　５ 奥行きと大きさを知覚する
　６ 運動と時間を知覚する
　７ 音の知覚
　８ 知覚に及ぼす注意の影響
Ⅲ　記憶と学習
　１ 感覚記憶・短期記憶・長期記憶の違い
　２ エピソード記憶と意味記憶の違い
　３ 潜在記憶と顕在記憶の違い
　４ 自伝的記憶とは
　５ 展望的記憶とは
　６ 記憶と脳の関係
　７ 学習の理論
　８ ｢古典的条件づけ」と
　 　｢オペラント条件づけ｣
　９ 知識の獲得
　10 運動技能の習得
　11 社会的学習
　12 学習の転移の仕組み
Ⅳ　言語と思考
　１ 単語を認知する
　２ 文の意味を理解する
　３ 文章の意味を理解する
　４ 文章を産出する
　５ 言語と脳の関係
　６ 問題解決のための思考
　７ 演繹的推論
　８ 帰納的推論
　９ 確率的推論
　10 創造的思考
Ⅴ　社会的認知
　１ 人の印象形成
　２ 対人判断に影響する要因
　３ 予断がもたらすもの

B5判美装/370頁　定価：3,300円（本体3,000円＋税）
　ISBN 978-4-623-05250-9　2009年2月刊行

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる心理学
無藤 隆／森 敏昭／池上知子／福丸由佳 編

心理学のおもしろさが初めて人にも伝わるように編
集された，今までにないよくわかるテキスト。心理
学の考え方と，心理学の方法とその成果がこの１冊
に詰め込まれている。

　４ 迷信と偏見はいかにして生まれるのか
　５ 人は人の心をどのように理解するのか
　６ 人が態度を変えるとき
　７ 説得のパラドクス
　８ 無意識の心のはたらき
　９ 感情を生起させるもの
　10 人は自分をどう見ているか
Ⅵ　対人関係
　１ 対人魅力を決めるもの
　２ 自尊心と感情の関係
　３ 愛とは何か
　４ 愛・恋愛の個人差
　５ 人が心を開くとき
　６ 自己演出の心理を探る
　７ 表情としぐさが語るもの
　８ 空間行動にみる対人心理
　９ 社会的交換理論からみた対人関係　
　10 対人ストレスと向き合う
Ⅶ　集団と個人
　１ 他者の存在がもたらすもの
　２ 共同作業の心理
　３ 集団討議の功罪
　４ よきリーダーの条件　
　５ 人はなぜ同調するのか
　６ 集団規範とは何か
　７ 少数派が多数派に打ち勝つとき
　８ 集団間の争いはなぜ起きるのか
　９ 内集団ひいきの背景を探る
　10 人が群集心理に陥るとき
Ⅷ　社会と人間
　１ 差別なき社会は実現可能か
　２ 人は人をどこまで信頼できるか
　３ 集団主義文化と個人主義文化を
　　 比較する
　４ 都市的環境と人の幸福
　５ グローバリゼーションは何をもたらすか
　６ うわさと流行の心理
　７ 人と人はいかにしてつながるか
　８ マスメディアのもつ力を知る
　９ ゲームのもたらす影響
　10 インターネットがもたらすもの
Ⅸ　発達
　１ 赤ちゃんの能力
　２ 親と子の愛情
　３ 子どもの性格の違い
　４ 幼児の物事の認識は大人と違うのか
　５ 幼児の友達関係は成り立つのか
　６ 性の成熟が思春期の子どもに与える影響
　７ 青年にとって親しい友の存在とは　
　８ 青年のアイデンティティの成り立ち

　９ 成人期の危機
　10 高齢者を支える人間関係
　11 家族のライフサイクルを考える
Ⅹ　教育心理
　１ 科学的な概念の獲得
　２ 教師の指導の基本
　３ 学級での指導の基本
　４ 子ども同士の人間関係
　５ 適性処遇交互作用
　６ 小学校と中学校の指導の違い
　７ 学力の低い子どもが抱える問題
　８ いじめを防ぐには
　９ 不登校の問題への理解と対応
　10 学力テストは何を測るのか
Ⅺ　感情
　１ 基本的な感情とは
　２ 感情は知的な働きに関与する
　３ 感情の制御はどのように発達するか
　４ 情動の理解はどのように発達するか
　５ 感情の元となる神経伝達物質の働き
　６ 感情とストレス
　７ 感情を表す表情
　８ 感情は記憶をどう支えるか
　９ 対人的な感情とは
　10 共感する
Ⅻ　動機づけ
　１ 生得的な欲求に基づく動機づけ
　２ 内発的動機づけの基本となる有能感
　３ 内発的動機づけと外発的動機づけ
　４ 自己決定感と自律的動機づけ
　５ 達成目標に向かう動機づけ
　６ 学習性無力感
　７ 達成動機づけ
　８ 自己効力感
　９ 統制の位置からとらえた動機づけ　
　10 期待と価値からとらえた動機づけ
ⅩⅢ　性格
　１ 類型論の考え方
　２ 特性論の考え方
　３ ビッグ・ファイブとは
　４ 性格への遺伝の影響
　５ 行動を決めるのは性格か，状況か
　６ 自尊感情は何によって支えられるのか
　７ 抑うつの発生要因
　８ 人と会うのが苦手な人
　９ 性格は一生涯変わらないか
　10 血液型は性格と関連するか
ⅩⅣ　臨床心理学 臨床心理学の構造と
　　アセスメントの実際
　１ 臨床心理学の誕生

　２ 臨床心理の専門性
　３ 臨床心理の実践活動
　４ 心理アセスメント
　５ 面接法
　６ 観察法
　７ 検査法
　８ パーソナリティ検査の特徴と限界
　９ 信用できる心理検査とは
　10 知能検査でわかること
ⅩⅤ　臨床心理学の理論的モデルと
　　介入の技法
　１ フロイトは心をどのようにとらえたか
　２ ユングの考えた心の基本的機能とは
　３ ロジャーズのクライエント中心療法
　４ 認知行動療法の基本的な発想
　５ 家族療法に共通する考え方
　６ もの語る意味
　７ アサーション・トレーニングが目指すのは
　８ 日本独自の心理療法
　９ 子どもの心理療法
　10 人と出会う，自分と出会う　
　11 危機介入とは
ⅩⅥ　発達の障害・精神の障害
　１ DSMによる分類
　２ 知的障害（知的能力障害）の概念
　３ 自閉性障害と脳の機能の関連
　４ ADHDの子どもへの対応
　５ 虐待を受けた子どもたち
　６ 統合失調症の理解と援助
　７ 気分障害の理解と援助
　８ 不安症（不安障害）の理解と援助
　９ 人格性障害（パーソナリティ障害）の
　　 理解と援助
　10 摂食障害の理解と援助
ⅩⅦ　心理臨床の実践の場
　１ 医療現場における臨床心理士の役割
　２ 学校現場における心理臨床の特徴
　３ 福祉の領域における心理臨床家の活動
　４ 職場における心理臨床家の役割
　５ 非行臨床の現場における心理臨床家
　　 の役割
　６ 子育て支援における心理臨床家の役割
　７ 発達障害を持つ人の家族支援
　８ 精神障害を持つ人の家族支援
　９ 臨床心理実践での連携
　10 心理教育的アプローチを活かす
　11 臨床心理学の研究と実践
さくいん

◎ 重要なトピックをそれぞれ見開き２ページ（または４
　 ページ）で解説
◎ 図表を豊富に用いたわかりやすい紙面
◎ 全体を通して心理学の主要な知見と考え方について
　 理解できる

ここが

ポイント
!!
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A5判美装/予250頁　予価：2,750円（本体予価2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-08000-7　2024年2月刊行予定

心理学の各領域における「古典」研究を押さえつつ，
その理論がその後の研究にどのようにつながってい
るかを解説。また各研究が社会や日常生活でどのよ
うに実践・応用されているのかについてもやさしく
解説する。心理学を学ぶ初学者にも最適の書。

◎ 各領域における「古典」とされる最重要研究を押えつつ，そ
　 の後の心理学研究の応用や展開を紹介
◎ 各研究が社会や日常生活でどのように実践・応用され，どの
　 ような可能性をもっているのかについても考える機会を提供
　 する
◎ 心理学の基礎知識の解説に加え，その評価やその後の研究に
　 ついても知ることで，初学者の学ぶ動機づけを高める

中澤 潤／坂本真士 監修

心理学概論アップデート
―― 古典とその後の研究から学ぶ日常にいきる心理学

天谷祐子／小川健二／古川洋和 編著
ここが

ポイント
!!

NOW
PRINTING

監修者まえがき

第１章　心と脳
　Introduction：心を生み出す脳
　Old １ 心理学と脳計測法
　Old ２ 自己と身体イメージ
　Old ３ 社会的な認知機能
　New １ 心理学と脳計測法
　New ２ 自己と身体イメージ
　New ３ 社会的な認知機能

第２章　認　知
　Introduction：何を明らかにするのか
　Old １ マインドをどうとらえるか
　Old ２ 注意
　Old ３ 記憶
　Old ４ 言語と思考
　New １ マインドをどうとらえるか
　New ２ 注意から認知コントロールへ
　New ３ 記　憶
　New ４ 言語と思考

第３章　学　習
　Introduction：学習とは
　Old １ 古典的条件づけ
　Old ２ オペラント条件づけ
　Old ３ 随伴性判断
　New １ 古典的条件づけの発展的広がり
　New ２ オペラント条件づけの発展的広がり
　New ３ 随伴性判断の発展的広がり

第４章　欲　求
　Introduction：日々の生活で抱く様々な欲求
　Old １ 古典的な欲求の分類
　Old ２ 欲求に関連する認知的活動
　Old ３ 嗜癖行動を引き起こすものとは
　New １ 人は“何を”“どのくらい”
　　　　 食べるのか
　New ２ 欲求を調べる，理解する

　New ３ 結果予期に関する研究の紹介

第５章　パーソナリティ
　Introduction：性格の心理学
　Old １ 古典的なパーソナリティの理論
　Old ２ ビッグファイブ
　Old ３ ビッグファイブ以外のパーソナリティ
　　　　 理論
　New １ 現代のパーソナリティの理論
　New ２ ビッグファイブ研究の発展
　New ３ ビッグファイブ以外のパーソナリティ
　　　　 理論

第６章　発　達
　Introduction：ひとの育ち
　Old １ 愛着（アタッチメント：attachment）
　Old ２ 心の理論
　Old ３ アイデンティティ
　New １ 愛着研究の発展的広がり
　New ２ 心の理論研究の発展的広がり
　New ３ アイデンティティ研究の発展的
　　　　 広がり

第７章　社　会
　Introduction
　Old １ 「自己と心理」に関する古典的研究
　Old ２ 「他者と心理」に関する古典的研究
　Old ３ 「集団と心理」に関する古典的研究
　
　New １ 「自己と心理」に関する古典的研究
　　　　 から発展した興味深い研究
　New ２ 「他者と心理」に関する古典的研究
　　　　 から発展した興味深い研究
　New ３ 「集団と心理」に関する古典的研究
　　　　 から発展した興味深い研究

第８章　臨床～精神病理
　Introduction：精神障害の治療や予防に
　　　　　　　寄与する異常心理学研究

　Old １ 抑うつ
　Old ２ 社交不安
　Old ３ 攻撃性
　New １ 抑うつ
　New ２ 社交不安
　New ３ 攻撃性

第９章　臨床～心理療法
　Introduction：心理療法の定義
　Old １ 心理療法によってどのような側面
　　　　 に対する変化をねらうか
　Old ２ 心理療法がねらいとする変化を
　　　　 どのように測定するか
　Old ３ 心理療法の効果を確認するための
　　　　 方法
　New １ 心理療法によってどのような側面
　　　　  への変化をねらうか
　New ２ 心理療法がねらいとする変化を
　　　　 どのように測定するか
　New ３ 心理療法の効果研究

第10章　健康心理学
　Introduction：健康心理学について
　Old １ 健康心理カウンセリング
　Old ２ 健康教育：
　　　　 個人要因・環境要因を重視する
　　　　 モデルによる実践
　Old ３ 楽観主義と自尊感情
　New １ 健康心理カウンセリングにおける
　　　　 ポジティブ心理学の活用
　New ２ 健康教育：
　　　　 より実用的な総合モデルによる実践
　New ３ 楽観主義と自尊感情に関する研究
　　　　 の発展

編著者あとがき
文献一覧

本チラシの情報は2023年9月時点のものです

近　刊



心理学スタンダード
—— 学問する楽しさを知る

サトウタツヤ／北岡明佳／土田宣明 編著

A5判美装/288頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-06788-6　2014年4月刊行

各分野の専門家が，心理学をこれから本格的に学ぶ
読者に向けて幅広い知識（基本的な内容に加え最新
の研究成果も含む）を丁寧に概説したテキスト。「臨床」

「発達」「知覚・認知」「社会」といったオーソドックス
な分野を網羅し , さらに「先端トピック」も紹介する。

はしがき

　第Ⅰ部　臨床心理学　　
１章　心理療法――悩みや問題への対峙
　１ 臨床心理学とは，心理療法とは
　２ 心理療法の考え・態度
　３ 心理療法の非日常性
　４ 心理療法のアプローチ――表現療法
　５ 人生の宝探し
　コラム 投影ドラマ法

２章　行動療法・認知行動療法
　　　――行動と認知の関係性を考える
　１ 行動療法・認知行動療法とは　
　２ 第 1 世代の行動療法
　　 ――条件づけの臨床適用の試み
　３ 第 2 世代の認知行動療法――認知の変容の試み
　４ 第 3 世代の認知行動療法
　　 ――マインドフルネスの試み
　コラム 認知という問題を臨床研究の中で取り扱う

３章　障害・バリアフリー――共生のための
　　　過不足ない支援とは
　１ バリアフリーと心理学
　２ 「車椅子利用者」を対象としたバリアフリーの研究
　３ コミュニケーションのバリアフリー
　　 ――携帯電話をAACの手段として
　コラム 視覚障害者でも（だから？）写メは
　　 　　有効な情報手段

　第Ⅱ部　時間の中の人間発達
４章　子ども・青年期――発達を知ることは
　　　人間を知ること 
　１ 発達心理学における代表的な理論
　２ 身体・運動能力の発達
　３ 知覚・認知の発達
　コラム 心の理論

５章　成人・老年期――喪失と獲得の時期
　１ 生涯にわたる発達
　２ 低下しやすい精神機能
　３ 維持・発展する精神機能
　４ 運動コントロールからみた加齢
　コラム サクセスフル・エイジング

６章　教育と学び――自立的な学びの支援
　１ 子どもの自立的な学びを支援する教育
　２ 効果的な学習支援の遂行
　３ 教科学習に対する支援
　コラム 授業における学校心理士の役割

７章　人間関係――家族・友人・恋人を中心として

　１ 家族関係
　２ 友人関係・恋愛関係
　３ 人間関係の生涯発達
　コラム 結婚生活が長続きしている夫婦の背景に
　　　 　あるもの：コミットメント志向性の視点から

　第Ⅲ部　実験で知る心の機能
８章　生理――脳を知り心を知ろう
　１ 脳はどのように作られるのか
　２ 脳の活動とは何か
　３ 脳は変化をくりかえす
　コラム 脳研究と心理学の関係

９章　感覚・知覚――心の入り口を科学する
　１ 感覚・知覚とは何か
　２ 知覚されるものは何か（恒常性）
　３ 知覚されるものは対象の物理的特性の通りか
　　 （恒常仮定）
　４ 三次元空間を人間はどのように知覚するか
　　 （空間知覚）
　５ 対象を立体物として見る（立体視）
　６ 物理的世界は心理的世界にどのように
　　 変換されるか
　７ 物理的にはないものから知覚を構成する（補完）
　コラム 錯視研究の展開
　
10章　注意・記憶――経験の統合と知識の獲得
　１ 注意を向ける
　２ 感覚的な情報の保持
　３ 短期的な記憶のはたらき
　４ 長期的な記憶のはたらき
　５ 日常的な記憶
　コラム 初頭効果と新近効果

11章　思考・推論――考えることの心理学
　１ なぜ問題が解けないのか
　２ なぜ論理的に考えられないのか
　３ なぜよい決定ができないのか
　コラム 合理的な思考とは

12章　学習（行動・動物）――環境と個体の相互作用
　１ パヴロフの犬――イヌは如何にして唾液
　　 を分泌するようになったか
　２ スキナーのハト――ハトは如何にしてキーを
　　 つつくようになったか
　３ 行動としての感情　
　コラム 私は如何にして心配することをやめ，
　　　　 キンギョに水中パネルを押させたか

　第Ⅳ部　社会・文化と個人の心
13章　パーソナリティ（理論・検査）
　　　――個性をどのように表わすか
　１ パーソナリティの探求
　２ 類型論と特性論
　３ パーソナリティの測定
　コラム 血液型性格判断と遺伝

14章　自己・対人認知――実験による把握
　１ 他者を知る
　２ 自己を知る
　３ 自己を正当化する
　コラム 内的帰属をうながすもの

15章　集団・文化――寛容な社会を作るために
　１ 集団とは
　２ 文化とは
　３ ステレオタイプやカルチャーショック（異文化摩擦）
　　 をこえて

　第Ⅴ部　先端トピック　
16章　環境――行動とともにあるもの
　１ 環境と人間行動の心理学
　２ 空間の認知とナビゲーション
　３ 空間利用の社会性
　４ 生活環境のデザイン
　５ 環境問題へのアプローチ
　コラム 環境心理学の醍醐味

17章　少年司法と心理臨床
　　　――「司法臨床」のアプローチ
　１ 少年司法の枠組み
　２ 少年司法の実践
　　 ――家庭裁判所と家庭裁判所調査官
　３ 少年司法の対象――非行少年
　４ 司法臨床――法と臨床の協働によるアプローチ
　コラム 法と心理の協働：裁判員裁判と
　　　 　供述心理学の新たな試み

18章  健康――心とからだのウェルビーイングを
　　　めざして
　１ 健康と健康心理学
　２ 健康心理学の各領域　
　３ 健康とポジティブ心理学
　コラム ゲームを利用した健康教育「健康増進
　　　　 ゲーム」

索　引

ここが

ポイント
!!

◎ 「臨床」「発達」「知覚・認知」「社会」といったオーソ
 　ドックスな内容に加えて，「先端トピック」も学べる
◎ 大学院入試などにも対応できる

心
理
学
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A5判美装/226頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-05338-4　2009年4月刊行

絶対役立つ教養の心理学
―― 人生を有意義にすごすために

藤田哲也 編著

心理学を専攻しない読者を主に想定し，心理学の基
本的で重要な内容を一通り学ぶ中で，その知見の持
つ意味や，実生活の中でそれがどのように役立つの
かが具体的に分かるように解説。専門的に学ぶ人に
も，心理学の魅力を知ることの出来る入門書。

第０章　はじめに――教養としての心理学が目指すもの
１ 「教養の心理学」が教養として目指すべきもの
２  この本の構成と執筆方針　

第１章　上手に見る・上手に見せる――知覚のしくみ
１ 人間の目の性質を知る
２ 人間の目が世界をとらえるしくみ
３ 視覚の法則性を知る
４ 本章のまとめ

［コラム 1-1］人間の眼球運動の不思議
［コラム 1-2］２種類の混色と「三原色」

第２章　物忘れを克服しよう――記憶のしくみ
１ 人間の記憶の基本的なしくみ
２ 確実に覚えるために：意味づけと分散の効果
３ 行為のし忘れのしくみ
４ 本章のまとめ

［コラム 2-1］無意識的で自動的な記憶～潜在記憶と顕在記憶～
［コラム 2-2］「ついうっかり」はなぜ起こる？ ～アクションスリップ～

第３章　人とのかかわりを楽しもう――対人関係の心理学
１ 他人を理解する第一歩
２ 好きな人との出会いは運命的なもの？
３ 認知の一貫性
４ 相手の気持ちを動かそう！：説得による態度変化
５ 本章のまとめ

［コラム 3-1］血液型と性格
［コラム 3-2］サークル活動と恋愛

第４章　自分でやる気をコントロールしよう――動機づけのメカニズム
１ 動機づけのメカニズムとは
２ 行動から動機づけを変えていこう
３ やる気を引き出すことばがけ

［コラム 4-1］内発的 vs. 外発的 その１ ～あなたのやる気の源はどっち？～
［コラム 4-2］内発的 vs. 外発的 その２ ～報酬がやる気をダメにする？～
［コラム 4-3］内発的 vs. 外発的 その３～やる気を引き出すことばがけ～

第５章　メタファーやアナロジーを使った表現に挑戦しよう
――思考のしくみ

１ メタファーとは
２ メタファーを使った表現に挑戦
３ アナロジーとは
４ 新しい考えを生むアナロジー
５ 本章のまとめ

［コラム 5-1］社会的な場面でのアナロジー

第６章　悩みながら成長しよう――青年期の心理学
１ 「青年」という時期
２ 自分について悩む
３ 対人関係で悩む
４ 本章のまとめ

［コラム 6-1］アイデンティティ地位

第７章　どのような道を歩んできたのか――発達心理学
１ 思考の発達
２ ことばの発達
３ 人との関係づくり
４ 本章のまとめ

［コラム 7-1］子どもをもつときに考えること

第８章　人を支える，人に支えられる――臨床心理学
１ 心の不調をどう理解するか
２ 心の不調にはどういう手立てがあるか
３ 臨床心理学を日常生活に活かすには
４ 支えあいの心理学に向けて

［コラム 8-1］臨床心理学の先駆者たち
［コラム 8-2］内観ワーク
［コラム 8-3］カウンセラーになるには

あとがき／さくいん

ここが

ポイント
!!

◎ 「理論をどのように実践に活かせるのか」がわかる
◎ 各章に「もっと詳しく知りたい人のための文献紹介」
　 つき
◎ 各章が１回の授業で扱うのにちょうどよい内容・ペー
　 ジ数
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ここが

ポイント
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◎ さまざまな領域での心理学的技法を取り上げる
◎ 身近な事例を用いて心理学がいかに活用されている
　 かを解説する
◎ 対人援助職などの実践で役立つ

B5判美装/264頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09266-6　2022年2月刊行

対人援助職などが実践で役立つよう構成した一般教
養科目「心理学」の教科書。さまざまな領域での心
理学的技法を取り上げ，学生が心理学に興味をもて
るように，日常生活でいかに心理学が活用されてい
るかを身近な事例を用いて解説する。

実践につながる 新しい教養の心理学

大浦賢治 編著

はじめに

第１章　脳とこころの関係を探る
　　　　――神経・生理心理学
　１ 脳とこころの関係
　２ 高次脳機能障害とは
　３ 高次脳機能障害の測り方

第２章　こころのしくみ・働きを知る
　　　　――感覚・知覚
　１ 感覚・知覚って何？
　２ だまされる脳――錯覚
　３ 人は誰でも間違える
　　 ――知覚認知とヒューマンエラー

第３章　感情の心理学
　１ 感情――人はなぜ感じるのか
　２ 感情の発達と社会化
　３ 感情の機能と社会生活

第４章　学習と記憶
　　　　Learning & Memory
　１ 学ぶとは（学習 -Learning）
　２ 記憶とは（記憶 -Memory）

第５章　思考
　１ 思考と問題解決
　２ 意思決定・確率判断
　３ 推論

第６章　発達の可能性を探る
　　　　――幼児期から児童期にかけて
　１ 人間と動物の育ちはどう違うのか
　２ 人間の発達に関わる主な理論
　３ 発達心理学はどのように役立つのか

第７章　人はいくつになっても成長する
　　　　――青年期以降の心理的特徴
　１ 自分探しの青年期
　２ ワークライフバランスの成人期
　３ 自己実現の老年期

第８章　障害児・者の心理
　１ 障害って何？
　２ さまざまな障害
　３ 障害とともに
　４ インクルージョン

第９章　パーソナリティ
　１ パーソナリティ
　２ パーソナリティの分類
　３ パーソナリティの測り方
　４ パーソナリティと社会適応

第10章　「家族」について考える
　　　　（家族心理学）
　１ 家族心理学とは
　２ 家族ライフサイクル
　３ 特別な配慮を要する子どもをもつ
　　 家族

第11章　人間関係とこころ
　　　　――社会心理学の視点から
　１ 自分って何？
　２ 一貫したがるこころ
　３ 社会からのみえない影響

第12章　グローバル社会における
　　　　カルチュラル・コンピテンス
　　　　――多文化理解と心理学
　１ 外国語学習と心理学

　２ 異文化理解と心理学
　３ 多文化共生と心理学

第13章　「悩み」を悩むこと・
　　　　支えること（臨床心理学）
　１ 悩みのメカニズム
　２ 悩みに取り組む心理学

第14章　ポジティブ心理学
　１ 幸せとは
　２ ポジティブな特性
　３ ポジティブ心理学の実践

第15章　キャリアの心理学
　１ キャリアとは
　２ 働くこととキャリア
　３ 変化する社会とキャリア
　４ キャリアを支援する

第16章　精神薬理学
　１ シナプス伝達の仕組み
　２ さまざまな向精神薬

演習課題の模範解答
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「医療現場で働くときに役立つ」をキーワードに，
心理学の基本をバランスよく網羅。臨床の視点から
みたコメントや豊富な事例から，より現場でいきる
心理学を体系的に押さえることができる，医療関係
者をめざす人・医療現場で働く人必携の一冊。

基礎から学べる医療現場で役立つ心理学

大川一郎／土田宣明／高見美保 編著

はじめに

　第Ⅰ部　心の働きをつくるもの
第１章　感覚・知覚（環境を認識する）
　1-1 視覚系の構造と働き
　1-2 聴覚系の構造と働き
　1-3 触覚・痛覚系の構造と働き
　1-4 アセスメント
　▼ Column
　　1-1 見ているようで見ていない？
　　     ──変化の見落としの話
　　1-2 触覚でも錯覚は起こる？
　　1-3 「タッチ」の役割

第２章　認知機能（情報を処理する）
　2-1 空間認知
　2-2 記憶
　2-3 前頭葉機能
　2-4 知能
　2-5 認知リハビリテーション
　2-6 アセスメント
　▼ Column
　　2-1 高齢者がラジオを聴くのはよいこと？
　　2-2 同じ計算課題でもミスの多さや
　　     パターンが異なる？
　　2-3 軽度認知障害（MCI）とは？
　　2-4 認知トレーニングの転移効果と持続効果

第３章　学習（行動と環境の関係を知る）
　3-1 学習とは何か
　3-2 古典的条件づけ
　3-3 道具的条件づけ
　3-4 学習の生理的基礎
　3-5 教育・臨床場面への応用
 　▼ Column
　　3-1 ＪＲ福知山線脱線事故の後の対応
　　3-2 医学的な見立てを利用した応用行動
　　     分析⑴
　　3-3 医学的な見立てを利用した応用行動
　　     分析⑵

第４章　感情・情動・動機（人を動かす要因）
　4-1 感情の理論と仕組み
　4-2 基本感情と社会的感情
　4-3 様々な感情
　4-4 アセスメント
　▼ Column
　　4-1 医療の仕事に求められる資源──感情
　　4-2 人に言えない怒りをコントロールする
　　     方法とは？
　　4-3 お父さんはどうして年頃の娘に
　　     嫌われるのか？
　　     ──思春期の心理と親子関係の変化

第５章　パーソナリティ（人はそれぞれ）
　5-1 パーソナリティの諸理論
　5-2 パーソナリティと自己
　5-3 パーソナリティの病理
　5-4 アセスメント
　▼ Column
　　5-1 血液型で人の性格はわかる
　　     のでしょうか？
　　5-2 性同一性について
　　5-3 多重人格は本当にあるのか

第６章　生涯発達（人は生涯発達する）
　6-1 発達理解における生涯発達的な視点
　6-2 乳幼児期
　6-3 児童期・思春期
　6-4 青年期
　6-5 成人期
　6-6 老年期
　▼ Column
　　6-1 「ひきこもり」について
　　6-2 発達障害を見極めるチェックポイント
　　6-3 男性が家庭や育児にかかわる心理的な
　　     意義
　　6-4 発達障害児（者）に対する合理的配慮

　第Ⅱ部　心理臨床・医療の中で役立つ心理学
第７章　人間関係（関係性をつくる要因）
　7-1 人間関係をつくる要因
　7-2 コミュニケーション
　7-3 集団

　7-4 医療領域の中での人間関係
　7-5 アセスメント
　▼ Column
　　7-1 「集団の力」とうまくつきあうために
　　7-2 一人の脳トレよりも，みんなで楽しく
　　     ──社会的関わりの重要性
　　7-3 「困っているのにうまく相談できない」
　　     ──発達障害とグライスの
　　　　     コミュニケーション理論

第８章　健康心理学（心身のウェルビーイング）
　8-1 健康とは何か
　8-2 こころの不調──ストレス
　8-3 心身の健康に向けて
　8-4 医療領域の中での心身の健康
　8-5 アセスメント
　▼ Column
　　8-1 ケアする人のケア
　　     ──まずはセルフケアから
　　8-2 バイオフィードバック
　　8-3 人生を語ることで気持ちの発散を
　　     ──繰り返しの話にも意味がある

第９章　心理的問題への理解と支援
　　　　（実践への展開）
　9-1 医療場面におけるアセスメント
　9-2 心理的問題への理解・対応の基本的考え方
　9-3 心理療法によるアプローチ
　9-4 心理的支援の基本的な技法
　9-5 医療領域における展開
　▼ Column
　　9-1 社会的自立とひきこもり
　　     ──若年者就労の現場より
　　9-2 高次脳機能障害へのケア
　　9-3 地域の子育て支援における多職種連携
　　9-4 発達障害児を養育する保護者に対する
　　     発達支援講座
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◎ 基礎から臨床まで，心理学の基本をバランスよく網
　 羅しながら，医療現場でいかせる内容に比重をおい
　 たテキスト
◎ 豊富な図表に加え，各章がエピソードからはじまる
　 構成で，初学者にも学びやすい
◎ 本文には「臨床の芽」と題した，医療臨床の視点か
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豊富な図表に加え「語句解説」「考えてみよう」等
を設定し，「授業で→試験前に→現場に出てからも」
活用できる，公認心理師カリキュラム対応テキスト。
ブループリント掲載語句を網羅し，臨床心理学の基
本を事例とともに紹介する一冊。

下山晴彦／佐藤隆夫／本郷一夫 監修

公認心理師スタンダードテキストシリーズ 3

臨床心理学概論
下山晴彦／石丸径一郎 編著

監修者のことば
編著者まえがき
　第Ⅰ部　臨床心理学と公認心理師
第１章　公認心理師のための臨床心理学
　１ 臨床心理学を学ぶために
　２ 臨床心理学を定義する
　３ 臨床心理学の専門職教育
　４ 臨床心理学の構造
　５ 公認心理師と臨床心理学
第２章　臨床心理学はどのように役立つか
　１ 公認心理師のための臨床心理実践
　２ 実践活動の構造とプロセス
　３ 心理的アセスメント
　４ ケース・フォーミュレーション
　５ 介入
　６ 問題解決に向けての実践活動
第３章　臨床心理学を学び，公認心理師になる
　１ 公認心理師とは何か
　２ 臨床心理学を学ぶことと公認心理師になること
　３ 公認心理師として学び続ける
　第Ⅱ部　臨床心理学の基本モデル
第４章　臨床心理学の成り立ち
　１ 臨床心理学の歴史を学ぶにあたって
　２ 臨床心理学が成立するまで
　３ 臨床心理学の成立
　４ 日本の臨床心理学の混乱と発展
　５ 臨床心理学の未来に向けて
第５章　実践だけでなく，研究も学ぶ
　１ より良い臨床心理実践をどのように判断するか
　２ 臨床心理学と研究
　３ どうして研究をするのか
第６章　心だけでなく，身体も社会も大切に
　　　　（生物-心理-社会モデル：チームアプローチへ）
　１ 臨床心理学における見立て
　２ 生物 - 心理 - 社会モデルとは
　３ メンタルヘルスのとらえ方
　４ 心理職の見立てからチームアプローチへ
　第Ⅲ部　臨床心理学の方法⑴：心理的アプローチ
第７章　安心できる関係を大切にする
　　　　（人間性アプローチ：クライアント中心療法）
　１ 心理療法における関係性と人間性アプローチ

　２ クライアント中心療法の理論
　３ クライアント中心療法の実践
　４ 事例に基づくクライアント中心療法の理解
　５ クライアント中心療法の適用・限界や習得法
第８章　心の奥深くを探る（精神力動的アプローチ：精神分析学）
　１ 精神分析学のなりたち
　２ 力動的心理療法の各学派
　３ 精神分析の新しいあり方
　４ 精神力動的アプローチの実際
第９章　行動で心の動きをとらえる（行動主義：行動療法）
　１ 「心」を扱うのにどうして「行動」主義なのか
　２ 学習の原理と行動療法
　３ 進化した行動療法
第10章　考え方を変えて気持ちも変える
　　　　（認知モデル：認知行動療法）
　１ 認知行動療法とは
　２ 認知モデルの重要概念
　３ 認知の変容技法
　４ 認知療法・認知行動療法の新しい流れと留意点
　第Ⅳ部　臨床心理学の方法⑵：心理社会的アプローチ
第11章　人間関係のなかで心をとらえる
　　　　（システム論：家族療法・カップルセラピー）
　１ 今，なぜ家族か
　２ システムとしての夫婦・家族
　３ 家族療法の実際
　４ カップル ･ セラピー
第12章　地域のなかで生活を支える
　　　　（コミュニティアプローチ：コミュニティ心理学）
　１ コミュニティで求められる心理援助
　２ 地域に暮らす人の困難を理解する
　３ 地域で暮らす人をいかに支えるか
　４ 社会の変化に向けた働きかけ
第13章　心を構成する社会の物語を理解する
　　　　（社会構成主義：ナラティブ・アプローチ）
　１ 社会問題化する心理的問題
　２ 物語のもつ力
引用文献・参考文献
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◎ 大きな紙面に豊富な図表と「語句解説」「考えてみよ
　 う」「キーワードまとめ」などを盛り込んだ，「授業
　 で→試験前に→現場に出てからも」活用できるテキ
　 スト
◎ ブループリント（公認心理師試験出題基準）掲載語
　 句を網羅し，その他重要語句も厳選して紹介
◎ 事例とともに，臨床心理学の基礎を学べる一冊
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる臨床心理学［改訂新版］

下山晴彦 編

好評の旧版を再構成し，より詳しく，新しく，わか
りやすくした新版。臨床心理学の基本を網羅したテ
キスト。

はじめに

Ⅰ　臨床心理学とは何か ⑴
　　構造と歴史
　１ 臨床心理学の全体構造
　２ カウンセリング，心理療法，
　 　臨床心理学
　３ 臨床心理学の実践活動
　４ 臨床心理学の研究活動
　５ 臨床心理学の専門活動
　６ 世界の臨床心理学の歴史
　７ 日本の臨床心理学の歴史

Ⅱ　臨床心理学とは何か ⑵
　　基本理論
　１ 物語性（ナラティヴ・アプローチ）
　２ 社会構成主義
　３ エンパワーメント
　４ 実証性
　 　（エビデンスベイスト・
　 　アプローチ）
　５ 科学者－実践者モデル
　６ 生物－心理－社会モデル
　７ コラボレーション

Ⅲ　問題を理解する（アセスメント） ⑴
　　目的と方法
　１ アセスメントとは何か
　２ ケース・フォーミュレーション
　３ 初回面接

Ⅳ　問題を理解する（アセスメント） ⑵
　　データの収集技法
　１ 面接法
　２ 観察法
　３ 検査法⑴ 質問紙法
　４ 検査法⑵ 投影法
　５ 検査法⑶ 知能検査法
　６ 検査法⑷ 神経心理学的検査
　７ 検査法⑸ 脳画像

Ⅴ　問題を理解する（アセスメント） ⑶
　　データの分析技法
　１ 応用行動分析

　２ 機能分析
　３ 生態学的アセスメント

Ⅵ　問題を理解する（アセスメント） ⑷
　　異常心理学
　１ 異常心理学とは何か
　２ 精神障害の診断分類
　３ 精神障害と薬物療法
　４ 不安障害
　５ 身体症状症と解離性障害
　６ 摂食障害
　７ 性障害・性同一性障害
　８ パーソナリティ障害
　９ 気分障害
　10 統合失調症

Ⅶ　問題を理解する（アセスメント） ⑸
　　ライフサイクルと心理的問題
　１ 生涯発達の視点
　２ 乳幼児期と心理的問題
　３ 児童期と心理的問題
　４ 思春期と心理的問題
　５ 青年期の心理的問題
　６ 中年期の心理的問題
　７ 老年期の心理的問題
　８ 家族の発達と心理的問題

Ⅷ　問題を理解する（アセスメント） ⑹
　　発達過程で生じる障害や問題
　１ 知的障害
　２ ASD（自閉スペクトラム症／
　　 自閉症スペクトラム障害）
　３ 学習障害（LD）
　４ 注意欠如・多動症／注意欠如・
　　 多動性障害（AD／ HD）
　５ 虐待
　６ 不登校
　７ いじめ
　８ 非行
　９ ひきこもり
　10 自殺

Ⅸ　問題に介入する ⑴理論モデル
　１ 統合的視点

　２ クライエント中心療法
　３ 精神分析
　４ 分析心理学
　５ 行動療法
　６ 認知行動療法
　７ 家族療法
　８ コミュニティ心理学
　９ ナラティヴ・セラピー
　10 動作療法
　11 森田療法
　12 内観療法

Ⅹ　問題に介入する ⑵介入技法 ①
　　個人
　１ 遊戯療法
　２ 箱庭療法
　３ 夢分析
　４ フォーカシング 
　５ 自律訓練法
　６ 曝露法（エクスポージャー）
　７ 系統的脱感作法
　８ 催眠療法
　９ 認知リハビリテーション
　10 アサーション・トレーニング

Ⅺ　問題に介入する⑶介入技法②
　　集団・社会
　１ 集団療法
　２ 危機介入
　３ コンサルテーション
　４ 心理教育
　５ SST

Ⅻ　問題に介入する⑷
　コミュニティにおける相談活動
　１ スクールカウンセリング
　２ 特別支援教育
　３ 教育相談
　４ 学生相談
　５ 被害者相談
　６ 異文化間カウンセリング 
　７ ＥＡＰ
　８ デイケア

　９ ターミナルケア

�　臨床心理学研究
　１ 臨床心理学研究の課題
　２ 質的研究
　３ 量的研究
　４ 質的研究の技法① 事例研究
　５ 質的研究の技法② 
　 　フィールドワーク
　６ 量的研究の技法① 
　 　アナログ研究
　７ 量的研究の技法② 効果研究
　８ 研究の発展① 認知心理学研究
　９ 研究の発展② 神経心理学研究
　10 研究の発展③ 社会心理学研究

�　社会的専門性
　１ 社会の中での臨床心理活動
　２ 臨床心理学関連の組織
　３ 社会的責任① 専門職
　４ 社会的責任② 倫理
　５ 社会的責任③ 関連法規
　６ 職域と社会的連携
　７ 職域① 教育
　８ 職域② 医療・保健
　９ 職域③ 福祉
　10 職域④ 司法・矯正
　11 職域⑤ 産業

�　臨床心理士になるために
　１ 教育と訓練
　２ カリキュラム
　３ 臨床心理士の資格
　４ 援助職とライフサイクル
　５ 事例検討会
　６ スーパービジョン
　７ インターンシップ（現場研修）

さくいん
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◎ 臨床心理学の知見と方法を学べるロングセラーテキス
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◎ 参考文献も充実
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いちばんはじめに読む心理学の本 １

臨床心理学
―― 全体的存在として人間を理解する

伊藤良子 編著

臨床心理学の立場から人を理解し援助するとはどう
いうことかを学んでいく上で，最低限必要な知識や
概念，考え方，構えを身につけるためのテキスト。

はしがき

１章　臨床心理学は何を目指している？
　　　――臨床心理学とは
　１ 「科学であること」と「実践の学であること」
　２ 精神医学と臨床心理学のちがい
　３ 「理解すること」と「援助すること」
　［コラム］遊戯療法の場に生じた偶然

２章　臨床心理学はどのようにして生まれた？
　　　――歴史
　１ 臨床心理学が生まれるまで
　２ アメリカでの臨床心理学の展開
　３ 日本への精神分析の導入
　４ 第二次世界大戦後の臨床心理学
　［コラム］ 「催眠術」と「千里眼事件」

３章　臨床心理学のさまざまな理論は何の
　　　役に立つ？
　　　――理論
　１ 理論と現場
　２ セラピーのプロセスと理論
　３ 主な理論の基本的視点
　４ 理論の共通基盤
　５ 自前の理論を立ち上げること
　［コラム］生命と意識

４章　「症状をもつ」とはどういうこと？
　　　――おもな援助の対象①
　　　　　神経症・うつ病・パーソナリティ障害・
　　　　　統合失調症
　１ 臨床心理学における心理的援助の
　　 対象とは？
　２ 神経症であるとは，どういうこと？
　３ うつ病であるとは，どういうこと？
　４ パーソナリティ障害をもつとは，
　　 どういうこと？
　５ 統合失調症であるとは，どういうこと？
　［コラム］ 薬物療法と心理療法

５章　「発達障害・知的障害をもつ」とは
　　　どういうこと？
　　　――おもな援助の対象②
　　　　　発達障害・知的障害
　１ 知的障害・発達障害の診断と分類

　２ 知的障害をもつとは，どういうこと？
 　　――ダウン症のＡ子さんの場合
　３ 自閉症スペクトラム障害であるとは，
 　　どういうこと？
　［コラム］自閉症スペクトラム障害を抱える子ども
　　　　　  とその家族への支援

６章　人間の心を理解するとはどういうこと？
　　　――アセスメント
　１ 心理アセスメントとは何か？
　２ 見立てることと診断との違い
　３ 心理検査法の多様性
　４ 心理検査の結果をどのようにアセスメン 
　　 に役立てるのか？
　５ その人の全体を理解するということ
　６ 初回面接でクライエントとどのように
 　　かかわり，何を知ろうとするのか？
　７ 心理検査の本質
 　　――心理アセスメントの営み
　［コラム］心理アセスメントと臨床心理士倫理規定

７章　臨床心理学的援助を実践するために
　　　大事なこととは？
　　　――心理療法の実際
　１ 心理療法とは何か？
　２ ある事例から
　３ さまざまな理論の観点からの考察
　４ 理論と実践のあいだ
　［コラム］心理療法がもたらす悪化効果

８章　子どもや青年の生きている世界と，そこで
　　　生じうる心理的な問題・課題とは？
　　　―― 青年期までの発達
　１ 乳幼児期を生きることと，生じうる
 　　心理的な問題・課題
　２ 学童期を生きることと，生じうる
 　　心理的な問題・課題
　３ 青年期を生きることと，生じうる
 　　心理的な問題・課題
　［コラム］心の友

９章　おとなとして生きることと，そこで
　　　生じうる心理的な問題・課題とは？
　　　―― 成人期～老年期の発達
　１ “おとな”のライフサイクル上の位置づけ

　２ 成人前期を生きることと，生じうる
 　　心理的な問題・課題
　３ 中年期を生きることと，生じうる
 　　心理的な問題・課題
　４ 老年期を生きることと，生じうる
 　　心理的な問題・課題
　［コラム］子どもの問題・親の問題

10章　臨床心理実践の専門家になるために
　　　必要なことは？
　　　――専門性と訓練
　１ 「臨床心理士」資格取得のための外的要件
　２ 「こころの専門家」の専門性と訓練
 　　――小説『掟の門』を通して
　３ 「こころの専門家」に求められる態度
 　　――「個別性」の尊重
　［コラム］資格
 　　　　 ――足の裏についた飯粒とシシュポスの
 　　　　　　仕事

11章　幼稚園（保育所）や学校などに臨床
　　　心理の専門家がいることの意味とは？
　　　―― 社会のなかでの実践と連携
　１ 幼稚園におけるカウンセラーの仕事，役割
　２ 他の職種との連携
　３ 心理臨床の基本：クライエント主体
　［コラム］保護者面接

12章　臨床心理学ではどんな研究が
　　　行われている？
　　　――研究
　１ なぜ臨床心理学において研究が
 　　必要なのか？
　２ どんな研究法があるのか？
　３ 「実践」と「科学」を両立させるために
 　　――ひとつの研究例
　［コラム］性格の構造は単純ではない

人名索引／事項索引

ここが

ポイント
!!

◎ １章分が，１回の授業で扱うのにちょうどよい内容・
　 分量
◎ 各章のタイトルにある問いに１つずつ答える内容
◎ 各章にサマリーやコラム，文献案内などが充実
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発展とともに細分化・専門化の進む臨床心理学を学
ぶために，それぞれの分野の第一線の執筆者が集ま
り，自分の専門を初学者に向けて語る実践的テキス
ト。公認心理師の法制化などを踏まえて大幅に改訂
した最新版。

臨床心理学への招待［第２版］

野島一彦 編著

まえがき

１　臨床心理学入門
　1-1 臨床心理学とは
　1-2 臨床心理学小史

２　臨床心理学の対象
　2-1 正常と病理の概念
　2-2 各発達段階における課題と問題
　　2-2-1 乳幼児期
　　2-2-2 児童期
　　2-2-3 青年期
　　2-2-4 成人期
　　2-2-5 老年期

３　臨床心理学的人間理解
　3-1 心理アセスメントとは
　3-2 心理面接によるアセスメント
　3-3 心理テストによるアセスメント
　3-4 行動観察によるアセスメント

４　臨床心理学的援助の方法
　4-1 個人へのアプローチ
　　　（ごく一般的・代表的なもの）
　　4-1-1 環境調整・ガイダンス
　　4-1-2 精神分析療法
　　4-1-3 行動療法
　　4-1-4 認知行動療法
　　4-1-5 クライエント中心療法
　4-2 個人へのアプローチ（やや特殊なもの）
　　4-2-1 遊戯療法

　　4-2-2 芸術療法
　　4-2-3 箱庭療法
　　4-2-4 催眠・自律訓練法
　4-3 個人へのアプローチ（日本で開発されたもの）
　　4-3-1 森田療法
　　4-3-2 内観療法
　　4-3-3 動作法
　4-4 個人へのアプローチ（最近人気のあるもの）
　　4-4-1 フォーカシング
　　4-4-2 ゲシュタルトセラピー
　　4-4-3 イメージ療法
　　4-4-4 人生哲学感情療法（REBTの基礎理論）
　4-5 家族・集団・地域社会へのアプローチ
　　4-5-1 家族療法
　　4-5-2 グループ・アプローチ
　　4-5-3 コミュニティ・アプローチ

５　臨床心理学的実践の領域
　5-1 教育の領域
　5-2 福祉心理臨床の領域
　5-3 司法・矯正の領域
　5-4 医療の領域
　5-5 産業の領域
　5-6 地域社会
　5-7 開業心理臨床の実際

６　臨床心理学の学び方
　6-1 臨床心理学の教育・研修
　6-2 「臨床心理士」への道
　　   ──おもに心理療法家の立場から

文献一覧

ここが

ポイント
!!

◎ 1995年に刊行されたロングセラーを約25年ぶりに大
　 幅に改訂
◎ 公認心理師の法制化や研究・実践の進展などもふまえ
　 改訂
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◎ 教養科目の臨床心理学関係の講義で，教科書として広
　 く使用できる
◎ 臨床心理学の知見が日常生活の中でどのように活かせ
　 るかがわかる
◎ 脳科学等の分野も視野に入れて，最新の研究成果をふ
　 まえている

臨
床
心
理
学
概
論

A5判美装/268頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-07795-3　2016年9月刊行

藤田哲也 監修

絶対役立つ臨床心理学
―― カウンセラーを目指さないあなたにも

串崎真志 編著

日々の学生生活・社会人生活の中で自分自身に役立
つものとして，臨床心理学の基礎的な知見を学ぶた
めのテキスト。第Ⅰ部では心理的障害の理解と支援
について，第Ⅱ部では臨床心理学の理論と方法につ
いて解説する。

第０章　はじめに
　　　　――臨床心理学について学ぶ意味
　１ この本でみなさんに伝えたいこと
　２ 心の不調をどうとらえるか
　コラム 0-1：閾下知覚の実験
　コラム 0-2：きょうだいの生まれ順は競争場面に
　　　　　　  対する好みに影響するか？ 

　第Ⅰ部　心理的障害の理解と支援
第１章　パーソナリティの理解――個人差に注目する
　１ ビッグ・ファイブとは
　２ 心理的障害にはどのようなものがあるか
　３ 傷つきやすさの利点
　コラム 1-1：普通（normal） と普通でない（abnormal）
　　　　　　 の線引き
　コラム 1-2：高い敏感性をもつ人（highly sensitive 
　　　　　　  person） 
　コラム 1-3：神経症傾向のある人は出来事を
　　　　　　  ネガティブに経験しやすい

第２章　うつ病と抑うつ障害――ストレス社会を生きる
　１ 症状・アセスメント
　２ 病因・メカニズム
　３ 治療
　コラム 2-1：うつ病の文化差
　コラム 2-2：双極性障害
　コラム 2-3：子どものうつ病予防プログラム

第３章　不安症――怖れる気持ちとつきあう
　１ 症状・アセスメント
　２ 病因・メカニズム
　３ 治療
　４ 環境と遺伝
　コラム 3-1：社交不安症の文化差
　コラム 3-2：不安症がストレスフルな出来事を
　　　　　　  引き起こす？ 

第４章　統合失調症――普遍的な心の病
　１ 臨床像
　２ 病因・メカニズム
　３ 治療と支援
　コラム 4-1：統合失調症という病名
　コラム 4-2：統合失調症のバウムテスト・風景構成法
　コラム 4-3：病跡学――ゴッホの絵画に表現された
　　　　　　  精神世界

第５章　心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）
　　　　――癒しがたい心の傷
　１ 症状・アセスメント
　２ 神経生理メカニズム

　３ ケアと支援
　コラム 5-1：PTSDのなりやすさの遺伝的素因
　コラム 5-2：レジリエンスと外傷後成長
　コラム 5-3：PTSDにおける遺伝子 - 環境相互作用

第６章　発達障害――自閉症の理解と支援
　１ 特徴・アセスメント
　２ 自閉症スペクトラムの原因
　３ 自閉症スペクトラムの認知的特性
　４ 支援
　コラム 6-1：腸内フローラと自閉症スペクトラム
　コラム 6-2：自閉症スペクトラムの有病率

　第Ⅱ部　臨床心理学の理論と方法
第７章　臨床心理学の理論と方法の歴史
　　　　――心に対するさまざまな考え方
　１ 臨床心理学の誕生
　２ 精神分析
　３ 行動療法から認知行動療法へ
　４ 人間性心理学
　５ 家族療法
　６ その後の心理療法の展開
　コラム 7-1：ヴントとウィットマー
　　　　　　  ――ちょっとフザけた話
　コラム 7-2：ヴントとウィットマー
　　　　　　  ――ちょっとマジメな話

第８章　精神分析――自分を深く見つめる
　１ 自我心理学
　２ 対象関係論
　３ 神経精神分析
　４ 分析心理学
　コラム 8-1 アドラー心理学
　コラム 8-2 ラカン派精神分析
　コラム 8-3 メンタライゼーションとエビデンス研究

第９章　認知行動療法
　　　　――エビデンスにもとづくアプローチ
　１ 認知行動療法とは
　２ 認知行動療法の実際
　３ 認知行動療法の適用
　４ 心理療法の作用機序
　コラム 9-1：認知行動療法の二つのABC分析
　コラム 9-2：新世代の認知行動療法
　コラム 9-3：認知行動療法の多様な実践方法

第10章　人間性心理学――自分らしく生きる
　１ パーソンセンタード・アプローチ
　２ パーソンセンタード・アプローチの展開
　３ フォーカシング指向心理療法

　４ フォーカシングの展開
　コラム 10-1：プレゼンス
　コラム 10-2：フォーカシング・ショートフォーム 
　コラム 10-3：人間性・体験療法の効果研究

第11章　ナラティヴ・アプローチ
　　　　――心とセラピーを問い直す
　１ 物語的認識
　２ ライフストーリー，ナラティヴ，記憶
　３ ナラティヴ・セラピー
　コラム 11-1：クライエントの物語と
　　　　 　　  カウンセリングの方法の適合性
　コラム 11-2：ナラティヴ・ベイスト・メディスン

第12章　神経科学と生理心理学――心の生物学的基礎
　１ 脳のマクロな構造と部位
　２ 感情とそのコントロール
　３ 神経細胞と神経伝達物質
　４ 身体の生理学
　コラム 12-1：皮質
　コラム 12-2：大脳皮質の五つの葉
　コラム 12-3：感情と記憶

第13章　心理アセスメント――専門家による心の見立て 
　１ 心理アセスメント
　２ 心理検査
　３ 心理検査について知っておきたいこと
　コラム 13-1：あなたは自分のことをわかっている？
　コラム 13-2：ロールシャッハ・テストの脳研究
　コラム 13-3：認知症と神経心理学検査

第14章　臨床心理学のための統計学
　　　　――心理検査マニュアルを読むために
　１ 平均と標準偏差が意味するもの
　２ 標準化で何がわかるか
　３ 相関があるとはどういうことか
　４ 推測統計の考え方
　コラム 14-1：心理統計学を学ぶ目的

トピックス〈臨床心理学の現場〉
　①心理職という仕事――さまざまな領域での役割
　②保育・子育て支援
　③教育
　④スクールカウンセリング――未来の社会を支える援助
　⑤コミュニティ支援――傾聴ボランティア
　⑥スポーツ・リハビリテーション――Athlete First
　⑦『ダイニングテーブルのミイラ』

編者あとがき／監修者あとがき／さくいん
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるコミュニティ心理学［第３版］ 

植村勝彦／高畠克子／箕口雅博／原 裕視／久田 満 編

人に関わる多種多様な心理・社会問題を新しい発想
と切り込み方で解決しようとするコミュニティ心理
学を，初学者にわかりやすく解説する入門書。統計
資料等を網羅した第３版。

はじめに

Ⅰ　コミュニティ心理学とは何か
　１ コミュニティの概念
　２ コミュニティ心理学の定義
　３ コミュニティ心理学の理念
　４ コミュニティ心理学と価値
　５ コミュニティ心理学者の役割

Ⅱ　基本的発想
　１ ドーレンウェンドの
　　 「心理社会的ストレス・モデル」
　２ 人と環境の適合
　３ 生態学的発想
　４ 社会環境の重要性
　５ 生活者としての人間
　６ 発達・成長モデル
　７ 予防の重視
　８ エンパワメント
　９ アドボカシー
　10 地域中心主義
　11 社会資源の活用
　12 コラボレーション
　13 サービス提供のあり方
　14 多様性の尊重と代替物の選択
　15 コミュニティ感覚
　16 社会変革

Ⅲ　歴史的背景
　１ 精神保健革命
　２ コミュニティ心理学誕生の背景
　３ ボストン会議
　４ 欧米におけるコミュニティ心理学
　５ わが国におけるコミュニティ心理学

Ⅳ　背景となる理論
　１ 危機理論
　２ ストレス理論
　３ ソーシャルサポート理論
　４ システム論

　５ 行動理論
　６ 原因帰属理論・役割理論
　７ ラベリング理論
　８ ソーシャルネットワーク理論

Ⅴ　介入・援助とその評価
　１ コミュニティへの介入
　２ 危機介入
　３ コンサルテーション
　４ サポート・ネットワーキング
　５ 自助グループ
　６ ブリーフ・アプローチ
　７ フェミニスト・アプローチ
　８ アクション・リサーチ
　９ プログラム評価

Ⅵ　家庭・地域における実践
　１ 子育て支援
　２ 家庭児童相談室
　３ 児童相談所
　４ DV被害者母子支援
　５ DVを防止する法律とその特質
　６ 電話相談・自殺予防
　７ 高齢者の地域ケア
　８ ごみ問題
　９ 近隣騒音
　10 まちづくり

Ⅶ　学校・教育の場における実践
　１ 保育園での実態
　２ 特別支援教育
　３ 教育相談室
　４ 「いじめ」問題
　５ スクール・カウンセリング
　６ フリースクール，フリースペース
　７ 不登校児の親の会
　８ 塾・予備校における援助
　９ 学生相談
　10 学校におけるセクシァル・ハラスメント
　11 教師のバーンアウトと予防活動

Ⅷ　産業・職場における実践
　１ 働く女性のメンタルヘルス
　２ 従業員援助プログラム（EAP）
　３ キャリア支援
　４ リストラ・失業対策
　５ 職場内メンタルヘルス
　６ 勤労者のうつ対策

Ⅸ　医療・保健・福祉の場における実践
　１ 精神障害者とコミュニティ・ケア
　２ 精神障害者の自助（セルフヘルプ）
　　 グループ活動
　３ HIVカウンセリング
　４ 緩和ケアと遺族支援
　５ 精神科リハビリテーションと
　　 多職種との協働
　６ 高齢者介護施設における
　　 多職種チームケア
　７ 「居場所」としてのグループ・アプローチ

Ⅹ　多文化コミュニティを支える実践
　１ 留学生支援
　２ 留学生と地域交流
　３ 外国人労働者に対する援助
　４ 中国・サハリン（樺太）帰国者への
　　 ソーシャルサポート
　５ 海外居住とその家族

Ⅺ　インターネット・コミュニティを
　　支える実践
　１ メール相談
　２ オンライン・グループ

さくいん

ここが

ポイント
!!

◎ 重要なトピックをそれぞれ見開き２ページ（または４
 　ページ）で解説
◎ 全体を通してコミュニティ心理学の主要な知見と考え 
　 方が理解できる
◎最新の知見・統計資料を盛り込んだ改訂版

臨
床
心
理
学
概
論



B5判美装/200頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08614-6　2020年3月刊行

心理学研究法の基本を具体例とともにしっかり学べ
る充実の一冊。豊富な図表に加え「語句解説」「考
えてみよう」等を設定し，「授業で→試験前に→現
場に出てからも」活用できる，公認心理師カリキュ
ラム対応テキスト。ブループリント掲載語句も網羅。

下山晴彦／佐藤隆夫／本郷一夫 監修

公認心理師スタンダードテキストシリーズ 4

心理学研究法
三浦麻子／小島康生／平井 啓 編著

監修のことば／編著者まえがき

第１章　心理学研究法概論　
　１ 公認心理師が研究法を学ぶことの
　　 意義
　２ チームアプローチによる支援と
　　 心理師の役割
　３ 心とは何か
　４ さまざまな研究法
　５ 研究法の扉を開こう

第２章　心理学研究のリサーチ
　　　　デザイン
　１ 研究をするうえで求められる力
　２ 研究とは
　３ 研究デザイン
　４ リサーチ・クエスチョンの立て方

第３章　心理学研究における研究倫理
　１ 研究倫理とリサーチデザイン
　２ 医学系研究における研究倫理
　３ 研究倫理の基本原則
　４ 研究対象者に対する配慮
　５ 研究を行う者としての責務
　６ 研究倫理審査委員会と審査の実際

第４章　実験法⑴：基礎
　１ 実験法とは
　２ 実験法で扱う重要な概念
　３ 実験計画の選定

第５章　実験法⑵：実験の種類と
　　　　具体例
　１ 実験の種類
　２ 従属変数の種類

　３ 実際の研究例
　４ 実験法の注意点

第６章　調査法⑴：基礎
　１ 調査法とは
　２ 調査法の流れ
　３ 調査法における項目と心理尺度
　４ 調査法における研究倫理
　５ 調査法の可能性

第７章　調査法⑵：発展的方法とその
　　　　事例
　１ 発展的な調査法
　２ 調査データの質維持のために
　　 すべきこと
　３ よりよい調査研究のために

第８章　観察法⑴：基礎
　１ 観察法とは
　２ 観察法の誕生と歴史
　３ 観察場面と観察者の立ち位置
　４ 公認心理師にとって観察法を
　　 学ぶことはどのように役立つか
　５ 観察法を心理師の仕事に活かそう

第９章　観察法⑵：支援に活かす実践
　１ 観察法を用いるうえでの心構え
　２ 具体的な観察法
　３ 行動観察の応用：支援場面の実際
　４ 定量化することでは手が届かない
　　 こと：質的方法の紹介
　５ 観察法と他の研究法との併用

第10章　面接法
　１ 面接法とは

　２ 調査面接法の計画
　３ 調査面接法のデータ収集
　４ 調査面接法のデータ分析
　５ 臨床面接法
　６ 面接法の留意点

第11章　介入研究法
　１ 介入研究法とは
　２ サンプルサイズの計算
　３ 介入研究の種類
　４ 介入研究の実際

第12章　バイオマーカーを用いた
　　　　心身医学研究
　１ バイオマーカーとは
　２ バイオマーカーと測定項目
　３ バイオマーカーを用いた研究の
　　 具体例
　４ バイオマーカーを用いた
　　 心身医学研究の意義と今後の展開

第13章　研究成果の公表
　１ 心理学論文の書き方
　２ より良い心理学研究のために
　３ 心理学研究への船出

引用文献・参考文献
「考えてみよう」回答のためのヒント
索　引

ここが

ポイント
!!

◎ 大きな紙面に豊富な図表と「語句解説」「考えてみよ
　 う」「キーワードまとめ」などを盛り込んだ，「授業
　 で→試験前に→現場に出てからも」活用できるテキ
　 スト
◎ ブループリント（公認心理師試験出題基準）掲載語
　 句を網羅し，その他重要語句も厳選して紹介

心
理
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B5判美装/224頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09255-0　2022年3月刊行

「ゼミ〜卒論まで」活用できる心理学系学術論文読
解。実践編では，実際の論文を素材に， 読み方の着目
点と資料のまとめ方を具体的に提示。論文の構造を
理解し，情報をまとめるクセを着けて読む力を身に
着けることで自身が論文を書くことにも役立つ。

心理学論文 解体新書
―― 論文の読み方・まとめ方活用ガイド

近藤龍彰／浅川淳司 編著

はじめに

　第Ⅰ部　理論編
第１章　｢論文を読む」とは
　１ ｢論文を読んでくる」ということの７つの勘違い
　２ 第１章のまとめ

第２章　論文の読み方・まとめ方
　１ 論文の構成（骨格 )
　２ 問題と目的
　３ 方法
　４ 結果
　５ 考察
　６ まとめ・面白かった点・疑問点
　７ 第２章のまとめ

第３章　実験・調査・観察・面接
　１ 実験研究
　２ 調査研究
　３ 観察研究
　４ 面接研究
　５ 第３章のまとめ

　第Ⅱ部　統計編
第４章　心理統計の読み取り方Ⅰ
　１ データの種類
　２ 代表値
　３ 有意
　４ 第４章のまとめ

第５章　心理統計の読み取り方Ⅱ
　１ χ2 検定
　２ t 検定
　３ 分散分析（ANOVA；Analysis of Variance）

　４ 相関分析
　５ 因子分析
　６ 回帰分析
　７ 共分散構造分析
　８ 第５章のまとめ

　第Ⅲ部　実践編
第６章　まとめ方の実際
　１ はじめに
　２ まとめる際の注意点（理論編）
　３ まとめる際の注意点（技術編）
　４ まとめる際の注意点（順番編）
　５ 第６章のまとめ

第７章　実験研究のまとめ方
　論文 1 実験研究のまとめ方①
　論文 2 実験研究のまとめ方②

第８章　調査研究のまとめ方
　論文１ 調査研究のまとめ方①
　論文 2  調査研究のまとめ方②

第９章　観察研究のまとめ方
　論文 1 観察研究のまとめ方①
　論文 2 観察研究のまとめ方②

第10章　面接研究のまとめ方
　論文 1 面接研究のまとめ方①
　論文 2 面接研究のまとめ方②

引用文献
おわりに
索　引

ここが

ポイント
!!
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◎ 論文の読み方・まとめ方のポイントだけでなく，「実
　 験・調査・観察・面接研究」の実際，そして読解に
　 必要となる「統計の読み方」についても紹介
◎ 実践編では，実際の論文を取りあげ，そのまとめ方
　 を具体的に解説
◎ 「論文読んできて！」の課題がこわくなくなる１冊



B5判美装/252頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-03999-9　2004年9月刊行

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる心理統計
山田剛史／村井潤一郎 著

心理統計において特に重要な概念（尺度水準，標本
からの母集団の推測など）や検定法（t 検定，分散
分析など）の計算過程が，平易かつ丁寧に説明され
ており，まったくの初心者でも心理統計を本質的に
理解し，活用できる。

はじめに

プロローグ　よくわからない心理統計
１ よくわからない心理統計
２ よくわかるための心理統計

Ⅰ　なぜ心理学に統計が？
１ 心理学と数字
２ 心理学と記述統計
３ 心理学と推測統計
４ 心理統計の実際

Ⅱ　１つの変数の特徴を記述しよう
１ データとは
２ 尺度水準
３ 尺度水準と変数変換
４ データの図表化
５ 代表値
６ 散布度
７ 標準化
コラム１ 偏差値をめぐって

Ⅲ　２つの変数の関係を記述しよう
１ 散布図
２ 共分散
３ 相関係数
４ 相関係数の性質
コラム２ 回帰効果
５ クロス集計表と連関係数
コラム３ シンプソンのパラドックス

Ⅳ　標本から母集団を推測しよう
１ 母集団と標本
２ 母集団分布を仮定する
３ 正規分布とその性質
４ 標準正規分布
５ 標準正規分布表

６ 標本分布①
７ 標準誤差
８ 標本分布②
９ 推定と推定量
10 不偏性
11 不偏分散
コラム４ テレビの視聴率

Ⅴ　統計的仮説検定って何だろう
１ 統計的仮説検定の考え方
２ 帰無仮説と対立仮説
３ 有意水準
４ 検定結果の報告
５ 両側検定と片側検定
６ 統計的仮説検定における２種類の
　 誤り
７ 統計的仮説検定の手順
８ 標準正規分布を用いた検定（１つの
　 平均値の検定）
９ t分布を用いた検定（１つの平均値
　 の検定）
10 相関係数の検定
11 カイ２乗検定①（適合度の検定）
12 カイ２乗検定②（独立性の検定）
13 まとめ
コラム５ 有意は偉い？

Ⅵ　２つの平均を比べよう（ｔ検定）
１ t 検定による平均値の比較
２ 独立な２群の平均値差に関するt検
　 定①
３ 独立な２群の平均値差に関するt検
　 定②
４ 対応のある t 検定
５ t 検定の前提条件とウェルチの検定
コラム６ t 検定でやってはいけない
　　　　こと

Ⅶ　３つ以上の平均を比べよう
　（分散分析）
１ 「平均」の比較なのに，なぜ「分散」
　 分析？
２ 分散分析の手順（１要因被験者間
　 計画）
３ 多重比較
４ 実験計画
５ １要因被験者内計画
６ ２要因被験者間計画
７ 交互作用
８ ２要因被験者内計画①
９ ２要因被験者内計画②
10 ２要因混合計画
コラム７ 適性処遇交互作用

Ⅷ　心理統計に関するちょっといい話
１ クロス集計表に関する注意点
２ 検定に関する注意点
３ 内的妥当性と外的妥当性
４ 臨床心理学と統計①（１事例実験）
５ 臨床心理学と統計②（メタ分析）
コラム８ 検定力の求め方

エピローグ
さらにステップアップするために
１ 『よくわかる心理統計』を読み終え
　 た後に
２ 読書案内

付録
① 統計手法早見表
② 主な統計的仮説検定の分類

付表
本書でとりあげた文献／さくいん

ここが

ポイント
!!

◎ 重要なトピックをそれぞれ見開き２ページ（または４
　 ページ）で解説
◎ 図表を豊富に用いたわかりやすい紙面
◎ 全体を通して心理統計の主要な知見と考え方が理解で
　 きる

心
理
統
計
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる心理学実験実習 

村上香奈／山崎浩一 編著

心理学の代表的な18の実験・調査等を取り上げ，①
問題・目的，②方法，③結果・考察・引用文献の３
ステップで解説。苦手意識を持たれがちな心理学実
験実習とそのレポート作成についてわかりやすくま
とめたテキスト。

はじめに
本書の構成

Ⅰ　心理学実験実習とは何か
　　――実験実習から何を学ぶのか
　１ 心理学で実験？：
　　 心理学実験実習の意味と価値
　２ 心理学研究の流れ⑴問いをたてる
　３ 心理学研究の流れ⑵文献検索
　４ 心理学研究の流れ⑶方法の選択
　５ 心理学研究の流れ⑷結果の整理と分析
　６ 心理学研究の流れ⑸考察
　コラム１　実験参加者の勧誘における
　　　　　　倫理的配慮
　７ レポートの書き方⑴大前提
　８ レポートの書き方⑵標題
　９ レポートの書き方⑶問題・目的
　10 レポートの書き方⑷方法
　11 レポートの書き方⑸結果
　12 レポートの書き方⑹図表の作り方
　13 レポートの書き方⑺考察
　14 レポートの書き方⑻引用文献
　コラム２　わかりやすい文章の書き方

Ⅱ　心理学実験実習⑴知覚の実験
　１ ミュラー・リヤー錯視⑴問題・目的
　２ ミュラー・リヤー錯視⑵方法
　３ ミュラー・リヤー錯視⑶
　　 結果・考察・引用文献
　４ 触２点閾の測定⑴問題・目的
　５ 触２点閾の測定⑵方法
　６ 触２点閾の測定⑶結果・考察・引用文献
　７ 反応時間の測定⑴問題・目的
　８ 反応時間の測定⑵方法
　９ 反応時間の測定⑶結果・考察・引用文献

Ⅲ　心理学実験実習⑵学習・記憶の実験
　１ 両側性転移⑴問題・目的
　２ 両側性転移⑵方法

　３ 両側性転移⑶結果・考察・引用文献
　４ 偶発学習と自己関連づけ効果⑴
　　 問題・目的
　５ 偶発学習と自己関連づけ効果⑵方法
　６ 偶発学習と自己関連づけ効果⑶
　　 結果・考察・引用文献
　７ 系列位置効果⑴問題・目的
　８ 系列位置効果⑵方法
　９ 系列位置効果⑶結果・考察・引用文献

Ⅳ　心理学実験実習⑶社会・集団の実験
　１ コミュニケーションにおける情報の
　　 変容⑴問題・目的
　２ コミュニケーションにおける情報の
　　 変容⑵方法
　３ コミュニケーションにおける情報の
　　 変容⑶結果・考察・引用文献
　４ パーソナルスペースの測定⑴問題・目的
　５ パーソナルスペースの測定⑵方法
　６ パーソナルスペースの測定⑶
　　 結果・考察・引用文献
　７ 囚人のジレンマ⑴問題・目的
　８ 囚人のジレンマ⑵方法
　９ 囚人のジレンマ⑶結果・考察・引用文献

Ⅴ　心理学実験実習⑷
　　情意・行動の実験や調査
　１ 単純接触効果⑴問題・目的
　２ 単純接触効果⑵方法
　３ 単純接触効果⑶結果・考察・引用文献
　４ 要求水準⑴問題・目的
　５ 要求水準⑵方法
　６ 要求水準⑶結果・考察・引用文献
　７ SD法によるイメージの測定⑴
　　 問題・目的
　８ SD法によるイメージの測定⑵方法
　９ SD法によるイメージの測定⑶
　　 結果・考察・引用文献

Ⅵ　心理学実験実習⑸
　　調査（質問紙法・面接法）・観察
　１ 心理尺度の構成⑴問題・目的
　２ 心理尺度の構成⑵方法
　３ 心理尺度の構成⑶結果・考察・引用文献
　４ ロールプレイ⑴問題・目的
　５ ロールプレイ⑵方法
　６ ロールプレイ⑶結果・考察・引用文献
　７ ジェスチャーのビデオ分析⑴問題・目的
　８ ジェスチャーのビデオ分析⑵方法
　９ ジェスチャーのビデオ分析⑶
　　 結果・考察・引用文献

Ⅶ　心理学実験実習⑹心理検査・知能検査
　１ 質問紙法⑴問題・目的
　２ 質問紙法⑵方法
　３ 質問紙法⑶結果・考察・引用文献
　４ 投影法⑴問題・目的
　５ 投影法⑵方法
　６ 投影法⑶結果・考察・引用文献
　７ WAIS-Ⅲ⑴問題・目的
　８ WAIS-Ⅲ⑵方法
　９ WAIS-Ⅲ⑶結果・考察・引用文献

Ⅷ　心理学実験への挑戦――卒業研究
　１ 卒業研究とは何か
　２ 研究計画のたて方
　３ 新規性・独創性・有用性
　４ 研究発表のしかた・口頭試問

資料編　データをまとめレポートを
　　　　作成するために
　１ こんなレポート，書いていませんか？
　　 ――レポート作成チェックリスト
　２ 各実験で使用する資料

さくいん

ここが

ポイント
!!

心
理
学
実
験

◎ 各実験項目ごとに，レポート執筆の際に役立つ，具体
 　的な書き方の例を掲載
◎ 認定心理士　基礎科目（Ｃ領域）にも対応した１冊
◎ 各項目を２〜６頁でコンパクトに解説した入門書に最
 　適の１冊



A5判美装/224頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08709-9　2021年5月刊行

公認心理師カリキュラムにおける必修科目「知覚・
認知心理学」に対応したテキスト。ヒトが外部の刺
激や状況を情報として取り入れる仕組みとその障
害，ヒトの情報処理の仕組みとその個人差や障害に
ついて解説する。

川畑直人／大島 剛／郷式 徹 監修

公認心理師の基本を学ぶテキスト ７　　　　　　

知覚・認知心理学
――「心」の仕組みの基礎を理解する

萱村俊哉／郷式 徹 編著

公認心理師の基本を学ぶテキスト　監修者の言葉

序　章　知覚・認知心理学の目的と概要
　１ 知覚心理学・認知心理学を学ぶ意味と必要性
　２ 知覚心理学と認知心理学の歴史
　３ 本書の構成

　第Ⅰ部　知覚
第１章　視覚──私たちは何をどう見ているのか
　１ 視覚系の構造
　２ 視知覚の世界
　３ 視覚の特徴

第２章　聴覚──「聞く」はどのように実現されているか
　１ 聴覚系の生物学的基盤
　２ 音の認知
　３ 話し言葉の生成と認知

第３章　体性感覚──私たちの心身を下支えするもの
　１ 体性感覚
　２ 表在感覚
　３ 深部感覚
　４ 体性感覚に関連する感覚
　５ 体性感覚と心理臨床

第４章　味覚・嗅覚──味・ニオイの知覚の仕組みとその特徴
　１ 神経基盤
　２ 知覚の特性
　３ 快不快（好き嫌い）
　４ 障害

第５章　知覚の障害──何がどのようにできないのか
　１ 感覚・知覚の強さの異常と大きさの異常
　２ 失認症
　３ 共感覚

　第Ⅱ部　認知
第６章　記憶の構造と機能──情報の保持と利用
　１ 記憶の構造と機能
　２ ワーキングメモリ
　３ ワーキングメモリの容量の個人差

第７章　長期記憶の分類と機能──私たちを形作る様々な記憶
　１ 記憶の分類①宣言的記憶
　２ 記憶の分類②非宣言的記憶
　３ 記憶の機能（応用的研究紹介）
　コラム　電子書籍やデジタルカメラ，スマートフォンの普及の
　　　　　影響

第８章　思考と推論──どのように前提から結論を導くか
　１ 思考とは何か
　２ 演繹推論
　３ 帰納推論
　４ 確率推論

第９章　問題解決と意思決定──わかる，決める心のしくみ
　１ 問題解決
　２ 判断と意思決定
　３ 日常的思考

第10章　認知の個人差──認知スタイルと実行機能
　１ 認知スタイル
　２ 認知の個人差と発達障害
　３ 実行機能

第11章　認知の障害──注意・記憶・思考の問題
　１ 注意の障害
　２ 記憶の障害
　３ 思考の障害
　コラム１ 軽い意識障害
　コラム２ 「見えないゴリラ」の実験とＡＤＨＤ
　コラム３ ワーキングメモリ・トレーニング
　コラム４ 笠原嘉のうつ病の小精神療法

索　引
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◎ 公認心理師カリキュラムの必修科目「知覚・認知心理
　 学」に対応
◎ シリーズ（全23巻）の１巻として，他の巻と合わせて読
　 むことでより理解が深まる
◎ 授業の教科書，試験対策として使えるだけでなく，心
　 理職として現実的に働くときに意味を持つ視点や考え
　 方，知識を学べる



A5判美装/312頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-05769-6　2011年4月刊行

いちばんはじめに読む心理学の本 5

知覚心理学
―― 心の入り口を科学する

北岡明佳 編著

知覚心理学の基本的な知識や概念，考え方を知るた
めに，いちばんはじめに読む本。人間の知覚の仕組
みを様々な視点から学び，考えていくことができる。
最新の研究成果をふまえながら，初学者に向けてわ
かりやすく解説。

はしがき

１章　恒常性
　１ ある程度刺激が変わっても知覚は一定を保つ：
　　 恒常性
　２ 足りない情報を補って知覚を完成させる：補完
　３ 重なった刺激から３次元の世界を復元する：
　　図地分離
　コラム　ステレオグラムにおける大きさの恒常性
　　　　　と月の錯視

２章　錯視
　１ 対象物の形が本当とは違って見える知覚：
　　幾何学的錯視
　２ 対象物の色や明るさが実際とは異なって見える
　　 知覚：色の錯視と明るさの錯視
　３ 静止画が動いて見える錯視
　４ 本来機能的な知覚がまちがえる知覚：だまし絵
　コラム　写真で作る斜塔錯視

３章　色覚
　１ はじめに
　２ 色を表す座標系
　３ 色を見るための生体メカニズム
　４ 色に対する順応とその残効
　５ 空間的に分布する情報の影響（色同化・対比）
　６ おわりに
　コラム　色覚の多様性について

４章　明るさの知覚
　１ 明るさ知覚の時間特性
　２ 明るさ知覚の空間特性
　３ 暗順応と明順応
　４ 明度知覚（物体表面の明るさ）
　コラム　新しい空間の明るさ感視票 Feu

５章　運動視
　１ 心理学は運動視をどのように研究してきたのか
　２ 脳は動きをどのように捉えるか
　３ 視覚運動情報の統合
　４ 運動視が支える事象の知覚
　コラム　運動視と動画

６章　立体視
　１ 奥行の手がかり
　２ 運動視差

　３ 両眼立体視
　４ ステレオグラム
　５ 特殊な立体視
　６ 立体視と錯視
　７ 立体視と奥行逆転
　８ おわりに
　コラム　立体映像と大きさの知覚

７章　顔の知覚
　１ 顔の認知を説明するモデル
　２ 顔認知の生得性
　３ 目か顔（配置情報）か――顔認知にかかわる情報
　４ 視線の認知への全体処理のかかわり
　５ 顔認知にかんする脳の領域
　６ 顔認知における複雑な側面
　７ 発達初期の顔学習の速さにかかわること
　コラム　ルネッサンス期に生まれた顔のだまし絵

８章　眼球運動
　１ 自分で自在に動かせるタイプの眼球運動
　２ 反射的に動くタイプの眼球運動
　３ つねに生じているタイプの眼球運動
　コラム　ローテク装置で錯視の実験

９章　聴覚
　１ 欠けた音の知覚的補完
　２ 聴覚系の周波数分析
　３ 音の高さ（ピッチ）の知覚
　コラム　脳計測は万能か？

10章　嗅覚
　１ はじめに
　２ 嗅覚のメカニズム
　３ においの強さ
　４ においの快不快
　５ においの記憶
　６ おわりに
　コラム　味な話

11章　多感覚相互作用：五感による世界の認識
　１ 多感覚情報の時間的・空間的統合
　２ 日常的に経験する事象における多感覚統合
　３ 触覚や体性感覚における多感覚知覚
　４ 多感覚知覚の仕組み
　コラム　食品は多感覚で味わう

12章　バーチャルリアリティ
　１ バーチャルリアリティの本質
　２ バーチャルリアリティを支える知覚心理学
　３ バーチャルリアリティと知覚心理学の融合
　４ リアリティの測定と制御
　コラム　脳に直結するインタフェースへ

13章　時間と注意の知覚
　１ 時間と注意の心理学
　２ 時間知覚の特殊性
　３ 時間の長さについての知覚に影響する要因
　４ 知覚の時間的特性
　５ 注意の諸機能
　６ 時間知覚の神経的基礎
　コラム　精神テンポと行動のテンポ

14章　赤ちゃんの知覚
　１ 赤ちゃんと心理学実験
　　――「注視する」という行動
　　 を手がかりに
　２ 選好注視法の成果――視力の事例
　３ 選好注視法による運動視の検討
　４ 選好注視法に関する注意点
　５ 馴化法やその他の方法
　６ ３－４か月児の視知覚には「動き」が大事
　７ 生後５か月頃に獲得されるもの
　　――重なりのある世界
　コラム　乳児の脳研究

15 章　美の知覚
　１ 美の知覚研究の歴史的展開
　２ 美の知覚はどのように研究すればよいか？
　３ 知覚研究から美は理解できるか？
　４ 美を脳の活動から測ることは可能か？
　コラム　美に挑む認知考古学

索　引
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◎ １章分が，１回の授業で扱うのにちょうどよい内容・
 　分量
◎ カラーの口絵もふくめ魅力的な図版を多数掲載
◎ 各章にサマリーやコラム，文献案内などが充実



A5判美装/264頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-05683-5　2010年11月刊行

いちばんはじめに読む心理学の本 4

認知心理学
―― 心のメカニズムを解き明かす

仲 真紀子 編著

認知心理学を学んでいく上で最低限必要な，基本的
な知識や概念，考え方を知るために，いちばんはじ
めに読む入門書。生活している中で当たり前に行っ
ていることの背景には複雑で面白いメカニズムがあ
るということを，本書全体を通じて平易に伝える。

はしがき　
　
１章　私たちは世界をどのように
　　　見ているのか？
　　　――視覚と視環境
　１ 見ることと描くこと
　２ 視覚のメカニズム
　３ 視覚イメージの形成
　４ 環境と色彩
　コラム 明るい夜の風景
　　　　 ――明るい燈下と暗闇を同時に
　　　　　　 描いたゴッホ

２章　私たちはどうやってことばや音楽
　　　を聴き取っているのか？
　　　――聴覚と言語音声と音楽
　１ 聴覚のメカニズム
　　 ――音をとらえる仕組み
　２ 音声はどのように知覚されるのか？
　３ 音楽はどのように知覚されるのか？
　コラム マスキングの仕組みと効用　　

３章　時間の経過はどのようにわかるのか？
　　　――感覚と時間知覚
　１ 感覚・知覚のメカニズム
　２ 時間の認識
　３ 日常行動と時間
　コラム 1 私たちに自由意志は存在するか？
　コラム 2 概日リズム

４章　意識とは何だろうか？
　　　――短期記憶，ワーキングメモリ，
　　　　　自伝的記憶
　１ 意識とは何か？
　２ 内観できない意識的過程
　３ 自伝的記憶と意識・無意識
　コラム 1 スキーマとスクリプト
　コラム 2 記憶の抑圧・回復に関する信
　　　　　念はどこから来るのか

５章　記憶はどのように知識になるのか？
　　　――記憶，知識，学習
　１ 記憶と知識はどのように異なるのか？
　２ 記憶が定着する条件
　３ 個別の記憶からより抽象的な知識へ
　４ 事実や出来事についての記憶とやり
　　 方の記憶
　コラム 顔の記憶の言語的側面と非言語
　　　　 的側面

６章　私たちはどのように
　　　会話しているのか？
　　　――会話，発話，面接法
　1 会話の成り立ちと特徴
　2 発話の理解
　3 事実を聞き出す面接法　　
　コラム　子どもの目撃証言

７章　私たちはどのように文章を読み，
　　　書くのか？
　　　――書くこと，考えること，生きること
　１ リテラシーの習得による認識過程の
　　 変化
　２ 推敲過程におけることばと表象の関係
　３ 書くことによる新しい考えの発見
　コラム 「発話思考法」に成功するコツ
　　　　 ――推敲過程でどんな活動が起
　　　　　　 こるか？

８章　私たちはどのように考えるのか？
　　　――思考と問題解決
　１ 思考とは問題を解決すること
　２ 思考の本質は推論
　３ 適応という観点から見た思考
　コラム ２種類の合理性と思考

９章　モノのデザインは心理学とどのように
　　　関わっているのか？
　　　――使いやすさと認知心理学の関
　　　　　係を探る
　１ モノは使うもの＝道具であり，メディ
　　 アである，ということ
　２ 使いやすさを支えるアフォーダンス，
　　 メンタルモデル，メタファ
　３ モノを使うということは生活を変え
　　 るということ
　４ 良いデザインを考えることは人を観
　　 察し，異文化交流をすること
　コラム やってみよう，ユーザビリティ
　　　　 テスト！

10章　私たちは自分の心をどのように
　　　認知しているのか？
　　　――メタ認知による心の制御
　１ メタ認知の構成要素と機能
　２ メタ認知の発達
　３ メタ認知のモデル　　
　コラム メタ認知を促す学習活動

11章　感情は知的活動にどのような影響
　　　をおよぼすのか？
　　　――感情と認知
　１ 感情とはいったい何だろう？
　２ 感情が認知におよぼすさまざまな影響
　３ 表情を通じた感情のコミュニケーション
　コラム 基礎研究と応用研究

12 章　動物は世界をどのように認識して
　　　 いるのか？
　　　――動物の認知行動
　１ ヒトの脳と動物の脳
　２ 動物はどのように世界を認識するか？
　３ 動物の認知能力を脳科学研究に役立
　　 てる
　コラム 日本人女性の血液中ダイオキシン量

索　引
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◎ 各章のタイトルにかかげた問いにもとづいて丁寧に解
 　説
◎ 第一線で活躍する認知心理学者がそれぞれの専門分野
 　について執筆
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A5判美装/226頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08583-5　2019年4月刊行

公認心理師カリキュラムの科目「学習・言語心理学」
に対応したテキストとして，成長の基盤としての学
習過程と言語獲得の仕組み，およびその障害につい
て解説。学校，家庭，職場，地域社会などの現場で
生かせる基本的な知見を伝える。

川畑直人／大島 剛／郷式 徹 監修

公認心理師の基本を学ぶテキスト 8　　　　　　

学習・言語心理学
　―― 支援のために知る「行動の変化」と「言葉の習得」

郷式 徹／西垣順子 編著

公認心理師の基本を学ぶテキスト 監修者の言葉

序　章　学習・言語心理学の概要と展望
　１ 学習の様々なレベルと言語習得
　２ 学習心理学と言語心理学の歴史
　３ 本書で取り上げる内容

　第Ⅰ部　学習心理学
第１章　古典的条件づけ──刺激と反応の新たな結びつき
　１ 学習とは
　２ 古典的条件づけ（レスポンデント条件づけ）とは
　３ 望ましくない古典的条件づけの形成
　４ 古典的条件づけの臨床的応用
　コラム　ジョセフ・ウォルピ（Wolpe, J.: 1915-1998）

第２章　道具的条件づけ──行動修正のメカニズムと実際
　１ 道具的条件づけ（オペラント条件づけ）とは
　２ 行動の制御
　３ 複雑な行動の形成
　４ 応用行動分析学

第３章　知識・概念の獲得と変容
　　　　──人はどのように世界を知るようになるのか
　１ 知識・概念とは
　２ 素朴概念──子どもの持つ概念
　３ 知識・概念の獲得・変容過程
　コラム　知識や知識獲得についての知識（認識論的信念）

第４章　学習と問題解決──日々の経験から何を学ぶのか
　１ 問題解決とは
　２ 問題解決による学習とその転移
　３ 問題解決を通じて学びの見通しを持つ
　コラム　問題解決をさまたげるもの

第５章　社会や集団での学習──複数名で学ぶとはどういうことか
　１ 社会や集団の中で学ぶとはどういうことか
　２ 協働学習
　３ 協働場面の観察
　コラム　問題解決経験を通じた大学生のインフォーマル学習

第６章　学習の熟達と身体化──言葉では言い表せない知識の獲得
　１ 学習の熟達
　２ 身体化
　３ 熟達者になるには

第７章　学習への動機づけ──内発と外発の統合による自律へ
　１ 内発的動機づけと外発的動機づけ
　２ 自己決定理論のさらなる展開
　３ 認知と感情の両面から支える自律的動機づけ

　第Ⅱ部　言語心理学
第８章　言葉の発生の基盤──言語はどこから来るのか
　１ 言葉（言語）はどのように生まれるか
　２ 言葉を生み出す生物的機構
　３ 言葉を生み出す心理的機能
　４ 言葉を生み出す社会的環境
　コラム　動物の「言葉」

第９章　話し言葉の発達──他者とのかかわりの中で発達する言語
　１ 話し言葉獲得の準備期
　２ 話し言葉の獲得と発達
　３ 話し言葉を支える社会性の発達

第10章　書き言葉の獲得──意味と記号をつなげるために
　１ 就学前後の子どもたちと文字の読み書き
　２ 就学前後の子どもたちと文章理解
　３ 就学前後の子どもたちと文章産出
　コラム　外言からひとり言へ，ひとり言から内言へ

第11章　リテラシーと生涯発達──自己と世界を知りゆくための言葉
　１ リテラシーの水準
　２ リテラシーを問い直す
　３ 生涯発達と書き言葉

第12章　第二言語・外国語の習得──複数の言語を学んで生きる
　１ バイリンガルとは
　２ 第二言語習得に影響を与える要因
　３ ２言語環境で育つ子どもたち

　第Ⅲ部　学習と言語の障害
第13章　学習と言語の障害──教育現場での理解と支援のために
　１ 障害について
　２ 学習の障害とその支援
　３ 言語の障害とその支援
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◎ 公認心理師の必修カリキュラムの科目「学習・言語心理学」
　 に対応
◎ シリーズ（全23巻）の１巻として，他の巻と合わせて読むこ
　 とでより理解が深まる。
◎ 授業の教科書，試験対策として使えるだけでなく，心理職
　 として現実的に働くときに意味を持つ視点や考え方，知識
　 を学べる



はじめに
改訂にあたって

Ⅰ　言語発達の基礎
　１ 導入
　２ 言語発達研究の特徴
　３ 言語発達の理論①理論の概要
　４ 言語発達の理論②現代の文法研究
　５ 言語発達の理論③

　 　生得理論を強く意識した心理学的研究
　６ 言語発達の理論④社会認知理論
　７ 言語発達における文化的影響
　８ 言語創発主義
　９ 言語発達の研究法

Ⅱ　言語発達の概要
　１ 前言語期から初語期のコミュニケーション発達①　
　　 前言語コミュニケーションの発達
　２ 前言語期から初語期のコミュニケーション発達②　
　　 養育者の語りかけの特徴と役割
　３ 前言語期から初語期のコミュニケーション発達③　
　　 言語発達と共同注意
　４ 音韻発達①知覚の発達
　５ 音韻発達②表出の発達
　６ 語彙発達①乳幼児期
　７ 語彙発達②語意味の推測
　８ 語彙発達③児童期
　９ 児童期以降の言語発達
　10 文法発達①統語の発達
　11 文法発達②形態面での発達
　12 語用論的側面から見た言語発達
　13 談話（ディスコース）構造の発達
　14 読み書きの発達
　15 言語発達での差①言語発達での個人差
　16 言語発達での差②

　 　言語発達に及ぼす人口統計学上の要因
　17 バイリンガルの言語発達
　18 第二言語としての日本語の発達
　19 手話の発達

B5判美装/218頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08033-5　2017年4月刊行

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる言語発達［改訂新版］

岩立志津夫／小椋たみ子 編

心理学，生物学，情報処理論など幅広い視点で，古
典的な研究成果から最新のトピックスまでを取り上
げ，言語の発達過程やその障害について初学者にも
わかりやすく解説する。最新の知見を盛り込み，目
次を再構成した12年ぶりの改訂版。

　20 老化と言語発達
　21 心理的問題のコミュニケーションへの
　　 影響（虐待を中心に）
　22 ヒト以外の動物での言語獲得①

　 　昆虫・鳥の「言語」
　23 ヒト以外の動物での言語獲得②

　 　大型類人猿の言語

Ⅲ　言語発達研究の歴史遺産
　１ 研究の結果と理論の変遷：
　　 歴史遺産の意義
　２ チョムスキー以前の言語発達研究
　３ チョムスキーのパラダイムシフトと
　　 なった言語観
　４ 文法研究の言語記述研究
　５ 「派生の複雑度の理論」と「知覚の方略」
　６ 生得論に基づく言語発達研究の遺産
　７ 情報論的アプローチによる言語獲得研究
　　 ：記号処理派とコネクショニストの論争
　８ ロジャー・ブラウン（Roger Brown）と
　　 岡本夏木

Ⅳ　言語発達の生物学的基礎
　１ 二つの生物学：脳科学と進化論
　２ 言語獲得を支える脳の発達
　３ 言語機能の側性化と臨界期
　４ 第二言語獲得と臨界期
　５ ピジン・クレオール研究と生物プログラム

Ⅴ　言語発達の障害の基礎
　１ 言語障害の特徴と現れ方
　２ 言語障害の種類
　３ 言語障害の評価

Ⅵ　言語発達の障害の実際
　１ 特異的言語発達障害
　　 （ＳＬＩ: Specific Language Impairment）
　２ 日本語の特異的言語発達障害（ＳＬＩ）
　３ ダウン症児の言語発達

　４ 発声・構音（音韻）の障害
　５ 聴覚障害と言語発達
　６ 聴覚活用と言語発達
　７ 失語症と言語発達
　８ 自閉症スペクトラム障害児の言語発達
　９ 言語学習障害（ＬＬＤ: Language-based 
　　  Learning Disability）
　10 語用障害：コミュニケーションの
　　 不適切さ

Ⅶ　言語障害の最近のトピックス
　１ 自閉症スペクトラム障害：
　　 古くて新しい言語の字義性問題
　２ 失語症
　３ 語意障害
　４ 文法障害
　５ 補助代替コミュニケーション（ＡＡＣ）

Ⅷ　言語発達研究の最近のトピックス
　１ 脳の形成と可塑性がもたらす言語機能
　２ 身振りと言語発達
　３ 言語と認知
　４ 動詞獲得での統語のかかわり：
　　 項構造の獲得
　５ ワーキングメモリと言語発達
　６ 行動遺伝学からみた言語発達
　７ 認知言語学と言語発達研究
　８ 言語発達でのインプット研究の可能性
　９ 生得論に基づく言語発達研究の現在と
　　 未来
　10 米国の言語発達研究の動向
　11 米国における日本語発達研究
　12 言語発達研究の近未来
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◎ 重要なトピックをそれぞれ見開き２ページ（または４
 　ページ）で解説
◎ 図表を豊富に用いたわかりやすい紙面
◎ 全体を通して言語発達の主要な知見と考え方が理解で
　 きる



A5判美装/216頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08710-5　2020年10月刊行

公認心理師カリキュラムの必修科目「感情・人格心
理学」に対応したテキスト。感情や人格とは何か，
人間の生活においてそれらはどのような働きをする
のか，感情や人格は「自己」とどうかかわるのか等
を解説する。

川畑直人／大島 剛 ／郷式 徹 監修

公認心理師の基本を学ぶテキスト 9　　　　　　

感情・人格心理学
―― 「その人らしさ」をかたちづくるもの

中間玲子 編著

公認心理師の基本を学ぶテキスト  監修者の言葉

序　章　感情とパーソナリティに関する心理学
　１ はじめに
　２ 感情に関する言葉の問題
　３ 人格をめぐる言葉の問題
　４ 本書の構成

　第Ⅰ部　感情心理学
第１章　感情の定義と理論
　　　　――心と身体をつなぐもの
　１ 感情の定義
　２ 感情発生の機序と障害
　３ 感情の理論
　４ 念頭におくべき二つのこと

第２章　感情の生起
　　　　――感情の多様なメカニズム
　１ 感情の脳内メカニズム
　２ 感情の認知メカニズム
　３ 感情と認知に関する包括的理論
　コラム エモーショナル・デザイン

第３章　感情と行動――感情の働きと合理性
　１ 感情の適応的意義
　２ 感情と行動
　３ 感情と社会的行動
　４ 感情の合理性を理解する意義

第４章　感情の失調と制御
　　　　――感情とかしこくつき合うには
　１ 感情制御
　２ 感情の失調
　３ 感情知性の理と応用

　第Ⅱ部　人格心理学
第５章　パーソナリティの定義
　　　　――パーソナリティはどのような
　　　　　　枠組みで考えることができるのか
　１ パーソナリティとは
　２ 類型論
　３ 特性論
　４ 類型と特性の特徴

第６章　パーソナリティの測定
　　　　――自他の多面的な理解のために
　１ パーソナリティ測定の方法
　２ 測定の視点
　３ パーソナリティの測定に際しての留意点
　コラム 顕在的・潜在的自尊感情の不一致
　　　　 と精神的健康

第７章　代表的なパーソナリティ理論
　　　　――パーソナリティはいくつの次元
　　　　　　で表現されるのか
　１ 因子モデル
　２ クロニンジャーのモデル
　３ グレイのモデル
　コラム ダーク・パーソナリティ

第８章　パーソナリティの形成
　　　　――「その人らしさ」はいかに
　　　　　　形づくられるか
　１ 遺伝と環境
　２ パーソナリティの発達
　３ パーソナリティの病理をめぐる理論

第９章　パーソナリティの病理
　　　　――力動的な見方を臨床実践に生かす
　１ 病理的なパーソナリティをとらえる視点
　２ 病理的な人格の特性
　　 ──パーソナリティ障害

　３ 力動論からみたパーソナリティの
　　 構造と病理

　第Ⅲ部　自己と感情とパーソナリティ
第10章　自己と感情
　　　　――私たちの行動を大きく揺さぶる
　　　　　　もの
　１ 自己意識的感情
　２ 自己意識的感情の生起機序
　３ 自己評価の過程

第11章　自己と認知
　　　　――私たちは世界をどうとらえて
　　　　　　いるのか
　１ 認知的枠組みとしての自己
　２ 自己についての様々な認知が行動に
　　 及ぼす影響
　３ 文化と自己

第12章　自己とパーソナリティ
　　　　――健康なパーソナリティとは何か
　１ 健康なパーソナリティとは何か
　２ アイデンティティ
　３ 健康的なパーソナリティをめぐる
　　 多様な視点

第13章　自分らしく生きるために
　　　　――キャリア選択と支援
　１ キャリア選択とは
　２ ジェンダーとキャリア
　３ 自分らしく生きるために
　コラム 隠れたカリキュラム
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◎ 公認心理師カリキュラムの必修科目「感情・人格心理学」に
 　対応
◎ シリーズ（全23巻）の１巻として，他の巻と合わせて読むこ
 　とでより理解が深まる
◎ 授業の教科書，試験対策として使えるだけでなく，心理職
 　として現実的に働くときに意味を持つ視点や考え方，知識
 　を学べる
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるパーソナリティ心理学
吉川眞理 編著

パーソナリティ心理学の基礎を学べるテキスト。全
体を94のトピックで簡潔に解説する。歴史や心理検
査，パーソナリティの形成プロセスなど，心理学を
学ぶ人なら知っておきたい知見を網羅した１冊。

はじめに
Ⅰ　パーソナリティ論の歴史
　１ はじめに：
　　 パーソナリティとキャラクターの比較論
　２ パーソナリティ心理学の始まり：
　　 古代ギリシアの性格論
　３ 素朴な類型論から近代的類型論へ
　４ ユングによる内向／外向理論
　５ ユングの４機能論
　６ 現代に生きている類型論：血液型
　７ オールポートの性格論
　８ 類型論と特性論の対比
　９ 特性論にもとづく心理検査①ＭＰＩ性格検査
　10 特性論にもとづく心理検査②ＹＧ性格検査
　11 性格は何次元構造なのか？
　12 ビッグ・ファイブ理論
Ⅱ　パーソナリティをとらえる心理検査
　１ ビッグ・ファイブ理論にもとづく性格検査
　２ 交流分析理論をもとに作成された質問紙：ＴＥＧ
　３ 実存心理学にもとづく質問紙：ＰＩＬ
　４ 神経生理学的知見にもとづくパーソナリティ
　　 理論をもとに作成された質問紙：ＴＣＩ
　５ 経験的手法によって作成された質問紙：ＭＭＰＩ
　６ 個人固有の性格次元を明らかにするケリーの
　　 レプ・テスト
　７ 質問紙性格検査によって何がわかるのか？
　８ 投映法の原理とその活用
　９ 投映的描画法①バウムテスト
　10 投映的描画法②風景構成法
　11 現代におけるパーソナリティ・アセスメント
　12 パーソナリティ・アセスメントに求められる
　　 人権意識
Ⅲ　パーソナリティの形成のプロセス：乳幼児期
　１ 性格の形成：
　　 遺伝的要因と環境的要因の考え方
　２ 微笑の秘密
　３ 自己感の発生
　４ 愛着の理論
　５ 愛着のスタイルの個人差
　６ 個体としてのパーソナリティ形成：分離・個体化
　７ 人格形成のグランド・プラン
　８ 乳児期のパーソナリティ形成：怒りから悲しみへ
　９ 幼児期前期のパーソナリティ形成：
　　 自己コントロールの成功と失敗

　10 幼児期後期のパーソナリティ形成：
　　 秘密の始まり
Ⅳ　パーソナリティの形成のプロセス：
　　学童期から老年期まで
　１ 学童期のパーソナリティ形成①学びの拡大
　２ 学童期のパーソナリティ形成②
　　 心の世界の拡がり
　３ 思春期のパーソナリティ形成①
　　 自分は何者なのか？の模索
　４ 思春期のパーソナリティ形成②
　　 思春期の危機体験
　５ 思春期のパーソナリティ形成③
　　 自我同一性達成の地位
　６ 思春期のパーソナリティ形成④
　　 大人になるためのイニシエーション
　７ 成人期前期のパーソナリティ形成①
　　 他者と出会う
　８ 成人期前期のパーソナリティ形成②結婚を
　　 イニシエーションの一つとしてとらえる
　９ 成人期後期のパーソナリティ形成①
 　　次世代を育てる営みへ
　10 成人期後期のパーソナリティ形成②
 　　中年期の心の危機
　11 老年期のパーソナリティ形成①
 　　人生をふりかえるとき
　12 老年期のパーソナリティ形成②
 　　老いを生きる
Ⅴ　パーソナリティの深層へのアプローチ
　１ 心のミステリー・ゾーンの発見
　２ 精神分析の誕生
　３ 自由連想法の実際
　４ 精神分析がとらえる不安
　５ 心の防衛機能
　６ 神経症とＰＴＳＤの理解と克服
　７ 幼児性欲理論と性格形成
　８ 分析心理学の出発
　９ 精神分析の展開①英国の対象関係理論
　10 精神分析の展開②米国のネオ・フロイディアン
Ⅵ　パーソナリティの成長に関する理論
　１ フロイトによる生と死の本能論
　２ ユングによる個性化理論
　３ アドラーのパーソナリティ理論
　４ サリヴァンのパーソナリティ理論
　５ ホーナイのパーソナリティ理論
　６ マズローの自己実現理論

　７ ロジャーズの来談者中心療法における
 　　パーソナリティの変容
Ⅶ　人生の危機とパーソナリティ
　１ 人生の危機を乗り越える力：
　　 レジリエンスの観点より
　２ 適応の過程とパーソナリティの成長
　３ 神経症とその克服の意義
　４ 神経症への精神分析的アプローチ
　５ 神経症への分析心理学的アプローチ
　６ ストレッサーとパーソナリティ
　７ ストレス反応とパーソナリティ
　８ ストレス・コーピングとパーソナリティ
　９ 抑うつ状態とその背景
　10 抑うつの薬物療法
　11 抑うつの認知行動療法的アプローチ
　12 抑うつ状態の心理療法
Ⅷ　特徴的なパーソナリティ
　１ 心身症とパーソナリティ
　２ タイプＡパーソナリティ
　３ 自己愛とパーソナリティ
　４ 強迫とパーソナリティ
　５ 演技とパーソナリティ
　６ 嗜癖とパーソナリティ
Ⅸ　パーソナリティに関するジェンダー的アプローチ
　１ ジェンダー：心理・社会的な性別の考え方
　２ 遺伝的性差
　３ 養育における性差
　４ 性役割取得とエディプス・コンプレックス
　５ 自らが選び取るジェンダー・アイデンティティ
　６ 性別違和の理解
　７ 恋愛の深層
　８ 心理的両性具有の可能性
Ⅹ　個人と集団のパーソナリティ論
　１ 集団の心性
　２ 個人と社会の葛藤
　３ 個人が守られる集団
　４ 個性化と日本人
　５ 個として集団を生きる：個性化の課題
　コラム パーソナリティの基盤を測定する
　　　　 心理検査①
　コラム パーソナリティの基盤を測定する
　　　　 心理検査②

人名さくいん／事項さくいん
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◎ 様々な理論や心理検査など，パーソナリティ心理学の
　 主要なトピックを網羅している
◎ 各トピックを２頁または４頁で簡潔に解説している
◎ 公認心理師カリキュラムの必修科目「感情・人格心理
　 学」と「心理的アセスメント」の教科書・参考書とし
　 ても活用できる



A5判美装/246頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-05684-2　2010年4月刊行

はじめて学ぶパーソナリティ心理学
―― 個性をめぐる冒険

小塩真司 著

心理学をはじめて学ぶ人に向けたパーソナリティ心
理学のテキスト。様々な研究成果を通して，私たち
が日常的にもっている素朴な「性格に対する考え方」
を揺さぶり，より多面的に人を捉える見方を示す。

第０章　はじめに
　１ 本書の目的
　２ 人を判断する難しさ
　３ 研究者は間違える
　４ 人々は極端な考えを揺れ動く
　５ 言葉の問題：パーソナリティ，性格，
　　 人格，気質

第１章　個人差をどう考えるか
　　　　――人々の違いを視覚化してみる
　１ 身長で考えてみる
　２ パーソナリティの個人差

第２章　見えないものをどう見るか
　　　　――構成概念という考え方
　１ 直接見えないもの
　２ 直接測定できない場合には
　３ 環境の影響力

第３章　パーソナリティをどうやって
　　　　測るのか
　　　　――基本的な考え方
　１ データのかたち
　２ パーソナリティの測定をどのように
　　 考えればよいのか

第４章　測定できているかを
　　　　どう判断するか
　　　　――信頼性と妥当性
　１ 信頼性と妥当性
　２ 信頼性
　３ 妥当性
　４ 信頼性と妥当性を考えるポイント

第５章　人をどのように分けるのか
　　　　――類型論について考える
　１ 類型論
　２ 古代ギリシア・ローマ時代の類型論
　３ 体格と性格
　４ その他の類型論

第６章　どのような物差しを当てるか
　　　　――特性論の展開
　１ 特性論
　２ パーソナリティ特性の探求
　３ ５つのパーソナリティ特性

第７章　分けることと測ることは違うのか
　　　　――類型と特性を理解する
　１ 尺度水準
　２ 尺度水準と類型・特性

第８章　知性を測ることはできるのか
　　　　――知能検査の歴史
　１ 知能検査の歴史
　２ 知能の数値化と知能の構造
　３ 知能指数と社会

第９章　あなたは人を分類しているか⑴
　　　　――血液型性格判断の歴史
　１ 昭和初期の血液型研究
　２ 血液型性格判断の復活
　３ 「関連があってほしい」と思う気持ち

第10章　あなたは人を分類しているか⑵
　　　　――血液型性格判断の是非
　１ 「当てはまる」と思える理由
　２ 「私は A 型で神経質なのですが，
　　なぜですか？」という反論
　３ 確証バイアスとステレオタイプ
　４ 信じることの是非

第11章　遺伝と環境はパーソナリティに
　　　　どのようにかかわるのか
　　　　――双生児の研究から
　１ 双子に注目する
　２ 遺伝と環境に関する考え方の基本
　３ 遺伝と環境の影響力を推定する
　４ 遺伝と環境についてどう考えるべきか

第12章　赤ちゃんに個人差はあるのか
　　　　――気質とその発達
　１ 乳幼児の個人差
　２ 乳幼児以外の気質理論
　３ 気質とパーソナリティ

第13章　あとがき
　１ 類型的な見方から特性的な見方へ
　２ 特性的に捉える練習
　３ 最後に

人名索引／事項索引
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◎ 血液型性格判断や知能検査など具体例によって分かり
　 やすく解説
◎ 「人を多面的にとらえて理解する」ことの大切さが見え
　 てくる



A5判美装/224頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08711-2　2022年12月刊行

公認心理師カリキュラムにおける必修科目「神経・
生理心理学」に対応したテキスト。脳や神経系の構
造と機能，それらが引き起こす生理学的反応の見方，
そして高次脳機能障害の支援について学ぶ。

◎ 公認心理師カリキュラムの必修科目「神経・生理心理学」
　 に対応
◎ シリーズ（全23巻）の１巻として，他の巻と合わせて読　 
　 むことでより理解が深まる
◎ 授業の教科書，試験対策として使えるだけでなく，心理職
　 として実際に働くときに意味を持つ視点や考え方，知識を
　 学べる

川畑直人／大島 剛／郷式 徹 監修

公認心理師の基本を学ぶテキスト 10　　　　　　

神経・生理心理学
―― 脳から心を理解する

中島恵子／矢島潤平 編著
ここが

ポイント
!!

　コラム２ アロスタティック負荷と
　　　　　 その評価法

　第Ⅲ部　高次脳機能障害と必要な支援
第10章　高次脳機能障害とは
　　　　──神経心理学的症候の理解
　１ 高次脳機能障害とは
　２ 高次脳機能障害をもたらす原因疾患
　３ 高次脳機能障害にはどのような障害が
　　 あるか
　４ 公認心理師の取り組み
　コラム 高次脳機能障害と自動車運転

第11章　脳障害による心身への影響
　　　　──みえない障害を理解するために
　１ 当事者への影響
　２ 家族への影響
　３ まとめ──支援に向けて
　コラム オーセンティック
　　　　 認知リハビリテーションを考える

第12章　神経心理学的アセスメント
　　　　──神経心理学的検査の意義
　１ 神経心理学的検査とは
　２ 脳機能からみる基本的視点
　３ 神経心理学的検査法
　コラム ヒトだけがエピソードを記憶できる

第13章　リハビリテーション
　　　　──高次脳機能障害の回復に向けて
　　　　　　の支援
　１ 脳損傷後に生じる可塑的変化
　２ 高次脳機能障害のリハビリテーション
　３ 地域社会への復帰を目指して

索　　引

公認心理師の基本を学ぶテキスト 監修者の言葉

序　章　神経・生理心理学とは
　１ 神経心理学とは
　２ 生理心理学とは
　３ 本書の構成

　第Ⅰ部　脳神経の構造と機能
第１章　脳の構造と役割
　　　　──脳の各部位の働き
　１ 脳の発達と構造
　２ 終　　脳
　３ 間　　脳
　４ 中脳・後脳・髄脳
　コラム１ 化学物質と脳の発達
　コラム２ ストレスと脳の発達

第２章　神経系──心の生物学的基盤
　１ 中枢神経系
　２ 体性神経
　３ 自律神経
　４ 今後の学びについて
　コラム バイオフィードバック

第３章　神経伝達物質
　　　　──ニューロンの興奮伝導と
　　　　　　シナプス伝達
　１ シナプス間の情報伝達
　２ 主な神経伝達物質
　３ 神経伝達物質の異常が関連する主な疾患
　コラム 恋愛中の脳内では一体どんな変化が
　　　　 起こっている？

第４章　精神疾患と脳
　　　　──主な精神疾患の
　　　　　　医学的メカニズム
　１ 主な精神疾患の概要
　２ 主な精神疾患の脳科学的理解
　３ 精神疾患への医学的アプローチ
　コラム パーソナリティ障害

第５章　ストレス反応をとらえる
　　　　──心と身体のクロストーク
　１ 精神神経内分泌免疫学とストレス
　２ ストレス反応による認知機能への影響
　３ ストレス反応を測定する
　コラム ストレスのよい働き

トピックス　睡　眠

　第Ⅱ部　記憶，感情等の生理学的反応の
　　　　　機序
第６章　生理学的反応を探ることの意味
　　　　──心の変化を生理学的反応から
　　　　　　とらえる
　１ 生理学的反応の理解
　２ 生理学的機能と心身の健康
　３ 生理学的反応の研究
　４ まとめ
　コラム 心理学における動物実験と
　　　　 倫理的配慮

第７章　注意と記憶
　　　　──注意・記憶研究の臨床的意義
　１ 注意と臨床
　２ 記憶と脳神経系
　３ 記憶と臨床
　コラム 注意バイアス修正法

第８章　感情，意識，学習
　　　　──神経・生理心理学的理解と臨床
　１ 感　　情
　２ 意　　識
　３ 学　　習

第９章　神経・生理学的指標の使い方
　　　　──生理データからみえてくるもの
　１ 生命維持に関する指標
　２ 電気的活動の指標
　３ 心臓血管系反応
　コラム１ ｆＭＲＩの紹介

神
経
・
生
理
心
理
学

新　刊
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公認心理師のための基礎から学ぶ神経心理学
―― 理論からアセスメント・介入の実践例まで

松田 修／飯干紀代子／小海宏之 編著

「脳と心理現象（行動）の関係」を扱う神経心理学。
臨床現場における神経心理学的知見の必要性が高ま
る中，本書ではその基本をわかりやすく解説し，検
査や介入など臨床での応用までを丁寧に紹介。心理
士を目指す人，現場の初学者に最適の入門書。

はじめに

序　なぜ神経心理学を学ぶ必要があるのか

　第１部　神経心理学の基礎をおさえる
第Ⅰ章　神経心理学的症状とは
　１ 失語
　２ 失認
　３ 失行
　４ 記憶障害
　５ 注意障害・遂行機能障害
　６ 感情障害・意欲・発動性の障害

第Ⅱ章　脳の構造と働きを知る
　１ 中枢神経系の構造と神経伝達物質
　２ 構造
　３ 機能

第Ⅲ章　神経心理学的症状を引き起こす疾患とは
　１ 頭部外傷
　２ 脳血管障害
　３ 脳炎・代謝異常
　４ 先天性疾患
　５ 変性疾患

　第２部　具体的な実践例から学ぶ
第Ⅳ章　高次脳機能障害を神経心理学の
　　　　視点からみる
　１ 高次脳機能障害とは
　２ 失語のアセスメントと支援

　３ 失認のアセスメントと支援
　４ 失行のアセスメントと支援
　５ 記憶障害のアセスメントと支援
　６ 注意障害・遂行機能障害のアセスメントと支援
　７ 感情障害・意欲・発動性の障害の
　　 アセスメントと支援

第Ⅴ章　発達障害を神経心理学の視点からみる
　１ 発達障害とは
　２ 自閉スペクトラム症のアセスメントと支援
　３ ＡＤＨＤのアセスメントと支援
　４ ＬＤのアセスメントと指導・支援
　５ 発達性協調運動症（ＤＣＤ）のアセスメントと
　　 支援
　６ 知的能力障害のアセスメントと支援

第Ⅵ章　認知症を神経心理学の視点からみる
　１ 認知症とは
　２ アルツハイマー病（ＡＤ）のアセスメントと支援
　３ レビー小体型認知症（ＤＬＢ）のアセスメントと
　　 支援
　４ 前頭側頭葉変性症（ＦＴＬＤ）のアセスメントと
　　 支援
　５ 血管性認知症（ＶＤ）のアセスメントと支援
　６ 軽度認知障害（ＭＣＩ）のアセスメントと支援

終　章　神経心理学を実践・応用するために
　１ 研究法
　２ 報告書の書き方・フィードバックの仕方

さくいん
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◎ 公認心理師や臨床心理士を目指す学生や臨床現場の初
 　学者にとって必要となる神経心理学の基本を厳選し，
 　わかりやすく解説（＊公認心理師カリキュラムの新科
 　目に対応したテキスト）
◎ １冊で基礎理論から検査や介入といった臨床での応用
 　までを丁寧に紹介



B5判美装/236頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる社会心理学
山田一成／北村英哉／結城雅樹 編著

個人・集団・社会――。社会心理学が対象とするこ
れらの領域ごとに必要な基礎知識をしっかりとカバ
ーした入門書。この１冊で社会心理学の基礎がわか
る。

はじめに

Ⅰ　社会的認知

１ 印象形成の 2 過程
２ 自動性とコントロール
３ 対応バイアスと特性推論
４ 責任帰属
５ 素朴な現実主義
６ 自己中心性バイアス
７ 対人認知における期待の確証
８ 態度の理論
９ 社会的認知：展望と読書案内

Ⅱ　社会的影響

１ 態度変化
２ 説得の 2 過程
３ 依頼と説得
４ 勢力と服従
５ 社会的比較
６ 多数派と少数派
７ 社会的スティグマ
８ 社会的影響：展望と読書案内

Ⅲ　対人行動と対人相互作用

１ 自己呈示
２ マインド・リーディングと透明性の錯覚
３ 社会的排除
４ 社会的交換
５ 援助行動　
６ ソーシャル・サポート 
７ 攻撃行動

８ 葛藤解決
９ 対人行動と対人相互作用：展望と読書案内

Ⅳ　個人と集団

１ 集団の生産性
２ リーダーシップ
３ 集団意思決定
４ 内集団ひいきと集団間葛藤
５ 囚人のジレンマ
６ 社会的ジレンマと協力
７ 個人と集団：展望と読書案内

Ⅴ　マスコミュニケーションの影響

１ フレーミング効果
２ 議題設定機能とプライミング
３ 培養理論
４ 沈黙の螺旋
５ 第三者効果
６ ニュースとうわさの伝播
７ 知識ギャップ仮説とデジタルデバイド
８ マスコミュニケーションの影響：展望

と読書案内

Ⅵ　ソーシャルネットワーク

１ 組織のネットワーク構造と地位・役割
の分化

２ ３者閉包と構造的バランス
３ 弱い紐帯の強さと構造的すきま
４ 普及とネットワーク
５ 閾値モデルとクリティカル・マス
６ スモールワールド・ネットワーク
７ 社会関係資本

８ ソーシャルネットワーク：展望と読書
案内

Ⅶ　社会心理学を理解するために

１ 研究を理解するための視点
２ 実証研究の方法
３ 社会心理学の広がり
４ 新しい社会心理学

引用文献
人名さくいん／事項さくいん
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◎ 重要なトピックをそれぞれ見開き２ページ（または４
　 ページ）で解説
◎ 事例を豊富に用いたわかりやすさ
◎ 全体を通して社会心理学の主要な知見と考え方が理解
　 できる



A5判美装/256頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
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藤田哲也 監修

絶対役立つ社会心理学
―― 日常の中の「あるある」と「なるほど」を探す

村井潤一郎 編著

日々の学生生活や社会人生活の中で社会心理学がど
のように役立つのかを実感できるように，日常的な
トピックを取り上げながら，基本的な知見を解説す
る教科書・入門書。私たち自身や私たちをとりまく
世界を見直すための多様な視点を示す。

編者まえがき

第１章　自己・態度――自分自身や物事を理解する心　
　１ 自己認知と自己評価　
　２ 自己表出　
　３ 態度とは　
　４ 態度変容　
　コラム 1-1：自己欺瞞　

第２章　認知・感情――社会でつながる心の仕組み
　１ 人間の認知と感情　
　２ 社会的認知　
　３ 感情の社会的な機能と仕組み　
　４ 感情の活用　
　コラム 2-1：幸せの秘訣　

第３章　対人行動
　　　　――勘定的になるとき，感情的になるとき
　１ 対人行動の仕組み　
　２ 緊急事態における援助　
　３ 人間の攻撃性　
　４ 平和構築に向けた対人行動　
　コラム 3-1：謝罪場面における身体感覚の影響　

第 4 章　対人関係――他者との絆は諸刃の剣　
　１ 対人関係とは　
　２ “We”から“I”へ，“I”から“We”へ
　　 ――自己と対人関係の相互影響　
　３ 他者と支え合う――対人関係のライトサイド　　
　４ 他者と傷つけ合う――対人関係のダークサイド
　コラム 4-1：対人関係研究の新しい流れ　
　コラム 4-2：メディアから始める対人関係研究　

第５章　対人コミュニケーション
　　　　――伝えること・伝わることの再考　　
　１ コミュニケーションとは　
　２ 言葉による対人コミュニケーション・
　　 言葉によらない対人コミュニケーション　
　３ 対人コミュニケーションの実態　
　４ コミュニケーション再考　
　コラム 5-1：コミュニケーションをしないことの
　　　　　　   意義　

第６章　マス・コミュニケーション
　　　　――メディアと社会現象を追う　
　１ マス・コミュニケーションの古典的理論　
　２ テレビドラマの心理学　
　３ スキャンダルの心理学　
　４ ＳＮＳは何を変えたか　
　コラム 6-1：有名人の不倫スキャンダルについて考える
　
第７章　文化――文化で成り立つ健康な心　
　１ 文化とは　
　２ 文化的な自己のあり方　
　３ 文化の機能と先行要因　　
　４ 文化と心の健康　
　コラム 7-1：文化差を研究する心構え　

第８章　環境――環境を知って環境を使う　
　１ 環境と人との関係　
　２ 環境のもつ意味　
　３ 「環境と人との関係」「環境のもつ意味」を
　　 読み取る・調整する　
　４ 環境を使う　
　コラム 8-1：環境の手がかり　

監修者あとがき
さくいん
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◎ 「社会心理学」の講義の教科書として最適
◎ 学生生活・社会人生活の中で活用できるトピックや知
    見を紹介している
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Ｂ5判美装/232頁　定価：2,860円（本体2,600円+税）
ISBN 978-4-623-05577-7　2010年2月刊行

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる家族心理学
柏木惠子 編著

今，家族に何が起こっているのか。晩婚化，非婚化
の進行，離婚の増加，夫婦間ＤＶ，育児不安，虐待，
母子密着，パラサイトからお墓事情まで，家族のさ
まざまな変化を心理学の視点からアプローチ。

はじめに

Ⅰ　家族とは何だろうか？
　１ 今，日本の家族は？
　２ 結婚の魅力は低下した ?!
　３ ｢あなたの家族はだれですか？｣
　４ 家族のイメージ
　５ 人類の家族はどのように誕生したのか
　６ 共食が人類家族誕生の契機
　７ 家族は変化／発達する⑴
　８ 家族の変化／発達⑵
　９ コンパニオン・アニマル
　10 家族の文化的多様性
　11 世界の教科書にみる家族
　12 核家族は家族の典型か
　13 ｢男は仕事／女は家庭」は合理的？
　14 最新の夫婦さまざま
　15 今どきの「食卓の風景｣
　16 お墓事情にみる家族

Ⅱ　恋愛から結婚へ
　１ 変化する結婚の形態
　２ 性の解放・自由化
　３ 恋する男女の心理
　４ ジェンダー化する恋愛
　５ 結婚相手に求める条件
　６ デートDVはなぜ？
　７ 結婚前の発達課題
　８ 進む晩婚化／非婚化

Ⅲ　結婚生活と夫婦関係
　１ 夫と妻は結婚・配偶者に
　　 満足しているか／幸せか
　２ 結婚に伴って生じる家族内ケア
　３ 男性にとっての結婚・女性にとっての
　　 結婚
　４ 家事はどう／だれによって
　　 行われているか
　５ 夫婦間のコミュニケーション
　６ 『話を聞かない男』はなぜ？
　７ 夫は妻をどうみているか

　８ コミュニケーション・スタイルは
　　 生活体験のなかでつくられる
　９ 日米夫婦と日日夫婦
　10 家族のなかで孤独を感じる妻
　11 妻の有職＝［働く母］の家族への影響
　12 夫と妻では結婚に求めるものがちがう
　13 家族のなかでも「自分」は大事
　14 職業時間と家族時間
　15 中年期の危機と夫婦関係
　16 老年期夫婦と役割移行
　17 配偶者がいることの幸福は夫婦で
　　 同じか
　18 中高年夫婦の離婚増の意味

Ⅳ　子育て
　１ 人間はどこまで動物か
　２ 人間の発達と家族
　３ 人類の種の保存＝繁殖＝妊娠／
　　 子産み＆子育てとは？
　４ 本能で育てるか／大脳と体験に
 　　よって育てるか
　５ 赤ちゃんのかわいらしさと
　　 天使の微笑み
　６ 母と子（赤ちゃん）の間のコミュニケーション
　７ ｢個」性の強さと母親
　８ ｢赤ちゃんポスト」の古今東西
　９ 母乳か人工乳か
　10 母親が子どもをイヤになるとき
　11 育児不安の内実
　12 育児不安は日本の特産物
　13 教育ママと子どもへの性別のしつけ
　14 子どもが生まれると夫婦に何が
　　 起きるか
　15 両親間不和と子どもの役割
　17 人類の父親は進化の産物
　18 女性はなぜ仕事を辞めるのか，
 　　辞めるとどうなるか
　19 父親と母親はちがうか
　20 育児不安の第二の要因
　21 ｢働く母」はいるが「働く父」はいない！ 
　　 のはなぜ？

　22 ｢だれが育てるか」から
　　 「どう育てるか」へ
　23 日本の産育政策
　24 東西の養子のし方
　25 子どもはだれと愛着を形成するか
　26 施設で育つ子どもたち
　27 地域子育て支援
　28 ひとり親家庭

Ⅴ　親と子の関係
　１ パラサイトはなぜ？
　２ 親の介護をめぐる家族の葛藤
　３ 祖父母は今
　４ 子は宝か
　５ 子どもの価値にもジェンダー
　６ 今，子どもの命は？
　７ 子どもをもたない生き方
　８ 生殖医療による子の誕生
　９ 養子を育てる同性カップル

Ⅵ　家族の臨床／病理
　１ 家族臨床の概観
　２ ドメスティック・バイオレンス（DV）と
　　 その背景
　３ 家庭内暴力
　４ 親子関係の隠れた病理
　５ 家族カウンセリングとは？
　６ 親教育

Ⅶ　家族のゆくえ
　１ 性の自由化と家族
　２ 家族の共食は今
　３ 問われる家族／夫婦間の衡平性
　４ 少子化のゆくえ
　５ 情報化の進展と家庭
　６ 住居／住居と家族
　７ ワーク・ライフ・バランス
　８ 社会／家族政策
　９ 家族と法律

さくいん
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◎ 家族に関係するいろいろな現象や問題を網羅的に取り
　 あげる
◎ 心理学の勉強や研究を志す方々，保育・看護・介護・
　 福祉などにかかわる方々，必読の書



A5判上製/224頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-05447-3　2009年1月刊行

家族心理学への招待［第２版］
―― 今，日本の家族は？　家族の未来は？

柏木惠子／大野祥子／平山順子 著

現代家族の多様な様相を心理学の目線が捉えた30
章。３人の執筆者が連携した調和のとれたテキスト。

まえがき

Ⅰ　家族とは何か
１ 現代日本の家族
２ 家族の起源・進化・発達
３ 家族の成立　
４ 日本の「近代家族」の歴史
５ 多様な家族

Ⅱ　恋愛・結婚・夫婦
６ 恋愛・パートナー選択
７ 結婚の意味・価値
８ 結婚＝夫婦は幸せか？
９ 家族生活を営むということ
10 家計と夫･妻の心理
11 子育て期の多重役割
12 夫婦のコミュニケーション
13 定年後の夫婦

Ⅲ　子ども・親子の関係
14 人類の親子
15 子どもの価値
16 人口革命
17 “つくる”時代の親と子
18 子育て不安――子育てと自分育ての葛藤
19 育児期家族にとっての夫・父親
20 家庭内暴力
21 母親の就労と親子の絆
22 父親と母親――おとなの発達としての親であること・親をすること
23 親としての発達
24 いろいろな養育のかたち

　25 中年期の親と青年期の子ども
26 老年期の親と中年期の子ども

Ⅳ　「家族」再考
27 家族をとりまく物的環境
28 家族を支える制度・政策
29 今，改めて「家族」とは何か？
30 家族の発達　
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◎ 精選した30のテーマで読みやすい
◎ 現代家族の姿がするどく浮びあがる



A5判美装/212頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09292-5　2022年4月刊行

未だ社会や人々の中に残る「ジェンダー・ステレオ
タイプ」について，社会心理学の様々な領域からア
プローチする。それはどのように作られ，心の中で
どのように働くのか。新時代のジェンダー観探究の
ための一冊。

［新版］ジェンダーの心理学
――「男女」の思いこみを科学する

青野篤子／土肥伊都子／森永康子 著

はじめに――新しい時代に新しいジェンダー観を！
本書の構成

１　「女性」とは？「男性」とは？
　１ セックスとジェンダー
　２ 人の性の多面性・多様性
　３ ジェンダー・ステレオタイプ

２　思いこみをつくり，維持する心のしくみ
　１ ジェンダー・ステレオタイプの形成
　２ 性別カテゴリーに惑わされて
　３ 自己とジェンダー・ステレオタイプ

３　思いこみをつくる社会のしくみ
　１ 性別役割分業社会が思いこみをつくる
　２ 日本的土壌が思いこみをつくる

４　ジェンダー・ステレオタイプによって
　　維持される社会
　１ ステレオタイプが現実をつくる
　２ ステレオタイプと偏見・差別
　３ ジェンダー・ステレオタイプと格差社会

５　心理学とジェンダー・ステレオタイプ
　１ 生物学的性（セックス）を重視する心理学
　２ 性差に注目する心理学
　３ 心理学をつくり変える

６　ジェンダー社会の変容
　　――ステレオタイプといかに向き合うか
　１ 変容しにくいジェンダー・ステレオタイプ
　２ ジェンダー・ステレオタイプの変容
　３ 多様性によりジェンダー社会を変える
　４ 連帯によりジェンダー社会を変える

人名索引
事項索引
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◎ 1999年から続くロングセラーを大幅に改訂した最
　 新版
◎ 人々の意識に潜む「ジェンダー・ステレオタイプ」
　 をあらゆる視点から分析する
◎ 最近の社会でみられるトピックを取り上げた〈コラ
　 ム〉や，国内外の研究をわかりやすく解説する〈研
　 究紹介〉も充実
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B5判美装/200頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08622-1　2019年10月刊行

豊富な図表に加え「語句解説」「考えてみよう」等を設
定 し，「授業で→試験前に→現場に出てからも」活 用
できる，公認心理師カリキュラム対応テキスト。ブ
ループリント掲載語句を網羅し，発達心理学のエッ
センスを盛り込んだ一冊。

下山晴彦／佐藤隆夫／本郷一夫 監修

公認心理師スタンダードテキストシリーズ 12

発達心理学
林 創 編著

監修者のことば／編著者まえがき
　第Ⅰ部　発達心理学の基礎
第１章　公認心理師のための発達心理学
　１ 発達心理学とその理論
　２ 発達を調べるために
　３ 発達心理学の隣接領域
第２章　発達の生物学的基礎
　１ 発達をもたらす要因は何か
　２ 行動遺伝学と発達
　３ エピジェネティクス
　４ 心の発達と進化
　第Ⅱ部　出生前後～児童期までの発達
第３章　感覚と運動の発達
　１ 生まれる前の発達
　２ 新生児期の発達
　３ 乳児期の発達
第４章　アタッチメントの発達
　１ 人生の始まりと土台としての乳児期
　２ アタッチメントの発達
　３ アタッチメントの個人差に絡むさまざまな要因
第５章　認知の発達
　１ 認知発達のグランド・セオリー
　２ ピアジェ理論の再構築：
　　 情報処理理論に基づくアプローチ
　３ グランド・セオリーを超えて：子どもの認知の有能性
第６章　社会性の発達
　１ 社会性とその内容
　２ 社会的認知の発達
　３ 社会的行動の発達
第７章　感情と自己の発達
　１ 感情の発達
　２ 自己の発達
　３ 感情と自己
　４ 社会との関係からみた感情と自己

第８章　遊びと対人関係の発達
　１ 遊びと対人関係の意義
　２ 遊びの発達
　３ 対人関係の発達
　４ 現代の子どもの遊びと対人関係における課題
第９章　言葉と思考をめぐる発達
　１ 身体発育と運動能力の発達
　２ 言葉の発達
　３ 思考の発達
　第Ⅲ部　青年期以降の発達と非定型発達
第10章　青年期
　１ 青年期の心身の発達
　２ アイデンティティ発達の時期としての青年期
　３ 青年期の性と異性関係
　４ 青年期の遷延化
第11章　成人期
　１ 成人期の心身の発達
　２ 生き方の選択とキャリアの発達
　３ 働くということ：職業意識と生き甲斐
　４ 家族形成：夫婦関係と子育て
　５ 多重役割とワーク・ライフ・バランス
第12章　老年期
　１ 老年期の心身の発達
　２ 老年期の心理社会的課題
　３ 老年期の臨床的問題の理解と支援
第13章　定型発達と非定型発達
　１ 神経発達症群／神経発達障害群
　２ その他の発達上の問題
　３ 発達につまずきを抱える人への支援の視点
引用文献・参考文献

「考えてみよう」の回答のためのヒント
索　引
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◎ 大きな紙面に豊富な図表と「語句解説」「考えてみよう」
　 「キーワードまとめ」などを盛り込んだ，「授業で→試験
　 前に→現場に出てからも」活用できるテキスト
◎ ブループリント（公認心理師試験出題基準）掲載語句を
　 網羅し，その他重要語句も厳選して紹介
◎ 基礎理論の修得とともに「臨床的視点」を大切にした構
　 成



いちばんはじめに読む心理学の本 3

発達心理学［第２版］
―― 周りの世界とかかわりながら人はいかに育つか

藤村宣之 編著

人間が他者や社会，文化等の周りの世界と関わりな
がら，乳児期から老年期まで生涯を通じて発達して
いく存在であることを伝える入門書。最新の研究成
果や調査結果等をふまえて９年ぶりに大幅な修正を
加えた改訂版。

はしがき

１章　乳児期①：世界を知りはじめる
　　・生まれつき，何をどこまでわかっているのか？
　　・周りの世界をどのように見ているのか？
　１ 知覚の発達
　２ 認知の発達
　３ 言語の発達
　４ 乳児期の発達のメカニズム
　コラム　おもちゃが斜めに落ちたらおかしい？

２章　乳児期②：人との関係のはじまり
　　・ヒトの赤ちゃんは他者との関係をどのように
　　　築きはじめるのか？
　　・感情の共有はどのようにしてなされるのか？
　１ 乳児が自力では移動できないということの意味
　２ ｢他者とともにいる」とはどのようなこと
　　 なのかを学ぶ
　３ コミュニケーションのはじまり
　コラム　ヒトの個体発達における養育者の役割

３章　幼児期①：今・ここの世界からイメージと
　　　ことばの世界へ
　　・どのように目の前にないものをイメージできるように
　　　なっていくのか？
　　・自分／他人の心の理解とことばの発達や
　　　コミュニケーションはどのように関係するのか？
　１ 表象の獲得としての幼児期の知能・認知の発達
　２ 幼児期前半
　　 ――感覚・知覚からの表象の分離が始まる
　３ 幼児期後半―表象と表象の関係を表象し始める
　４ 不適切な反応に対する抑制能力の発達
　５ 社会的知能の拡大としての表象能力
　コラム　知能と認知スタイル

４章　幼児期②：自己の育ちと他者との関係
　　・自分への気づきはどのように現れるのか？
　　・他者とかかわる中で育つ子どもの自己はどのような
　　　ものか？
　１ 子どもの「意図」の明確化と自分への気づき
　２ 友だちとのかかわりと自己の行動のコントロール
　３ 子どもの「個性」のなりたち
　４ 経験をことばにすることの意味
　５ 自己の発達とコミュニケーションの重要性
　コラム　経験を話すことの意味と親からの働きかけ

５章　児童期①：思考の深まり
　　・子どもの考え方とおとなの考え方はどのように
　　　異なるのか？
　　・勉強がわからなくなりはじめるのはいつか？　
　　　それはなぜか？
　１ 論理的思考のはじまり（小学校低学年：７，８歳）
　２ 具体的事象の概念化と思考の計画性
　　 （小学校中学年：９，10歳）
　３ 現実を超えた思考のはじまり
　　 （小学校高学年：11，12歳）
　４ 児童期における発達と教育のかかわり
　コラム　子どもは商品の値段のしくみを
　　　　　どのように推測するか？

６章　児童期②：集団の中で育まれる社会性
　　・友だちとの関係はどのように変化していくのか？
　　・集団生活の中で何を学んでいくのか？
　１ 集団生活のはじまりと自己概念の発達
　２ 友人関係のひろがり
　３ コミュニケーションを支える他者理解の発達
　４ 道徳性と思いやりの発達
　コラム　年少の子どもは「結果主義」？

７章　青年期①：自分らしさへの気づき
　　・自分らしさにどのように気づいていくのか？
　　・どのように自分の進路を見出していくのか？
　１ 身体の変化と自分への意識
　２ 他の人にはない自分らしさとは？
　３ 進路選び
　　 ――自分らしさを具現化していくひとつの手段
　コラム　自我体験
　　　　　――「私はなぜ私なのか」という問い

８章　青年期②：他者を通して自分を見る
　　・学校での活動を通じて何が変わっていくのか？
　　・問題行動はなぜ生ずるのか？
　１ 臨床事例から見る青年期の特徴
　２ 青年期における人間関係と心の変化
　３ 青年期と問題行動
　コラム　〈荒れる〉学校の「問題行動をしない生徒」
　　　　　が持つ問題

９章　成人期：関係の中でのとまどいと成熟
　　・結婚，出産，子育てといったライフイベントの影響は
　　　どのようなものか？

　　・人生の半ばを過ぎたという実感は，心にどのような
　　　影響を及ぼすのか？
　１ 成人期とはいつか？
　２ 家族を作る
　　 ――生涯の伴侶を見つけ，子を産み育てること
　３ 女性・男性にとっての仕事と家庭
　４ 人生の折り返し地点――自己の問い直し
　コラム　円満な結婚生活を送るには？

10章　老年期：人生の振り返り
　　・私たちはどのように老いてゆくのか？　その老いの
　　　過程で，何を得，何を失ってゆくのか？
　　・高齢者は自らの生をどのように振り返り，
　　　どのように死に臨むのか？
　１ 老い――喪失と適応のプロセス
　２ 現代日本での幸せな老いとは？
　３ 老年期の心理的ケア
　コラム　お墓をどうしますか？

11章　文化と発達
　　・文化によって発達の様相は異なるのか？
　　・世代を超えて何がどのように伝えられるのか？
　１ 発達と文化の関係を探る
　２ 保育・教育を方向づける文化的信念
　３ 学習を支えるコミュニケーション
　４ 実践の中での学習
　コラム　数を重視する日本文化

12章　教育と発達
　　・他者とのかかわりの中で発達はどのように進むのか？
　　・教育によって発達の過程は促進しうるのか？
　１ 保育・授業の中の子どもの観察からの問いかけ
　２ 他者との関係における自己の発達
　　 ――大人―子ども，子ども―子どもの関係に
　　　　 埋め込まれた発達課題
　３ 子どもの概念世界の拡がり・深まりと教育との関係
　　　――最近接発達領域
　４ 精神間機能から精神内機能へ
　　 ――他者との関係の中で進む子どもの学習と発達
　５ ｢教育」と「発達」に関する素朴理論
　　 ――私の中の「教えるとは・育つとは」を問う
　６ 教育は発達の過程を促進するか？
　コラム　もうひとつの社会的相互作用
　　　　　――子どもどうしの教え合い・学び合い

索　引
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◎ 発達心理学概論の教科書として最適
◎ 発達心理学を中心とする諸研究の進展や，国際比較調
　 査，国内外の各種調査等の成果をふまえ，本文や図を
　 新たな内容に改めた
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◎ 重要なトピックをそれぞれ見開き２ページ（または４
　 ページ）で解説
◎ 人の一生における100個のテーマを分かりやすく解
　 説
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる発達心理学［第２版］

無藤 隆／岡本祐子／大坪治彦 編

「親の顔はいつ分かる？」「子離れはいつ起こる？」
「発達は子どもの時で終わり？」　人の一生における
100個のテーマを分かりやすく解説。発達心理学が
取り組んできた研究のすべてがわかる。

はじめに
Ⅰ　胎児期・新生児期
　１ 胎内で聞こえる母親の声
　２ 胎児に害があるアルコール，タバコ
　３ 性の分化
　４ 生まれたときの体重と育ち
　５ 赤ちゃんの性格の違い
　６ 赤ちゃんの最初の微笑み
　７ 生まれたときの視力
　８ 生まれたときにある力
　９ 赤ちゃんの認識する世界
　10 親の顔を見分ける赤ちゃん
Ⅱ　乳児期　
　１ 微笑みと人見知り
　２ 大事に育てたい親子の愛情
　３ 喜怒哀楽を伝える
　４ 言語の芽としての喃語
　５ 親と子のやりとり
　６ 増えていく言葉の数
　７ 大事なスキンシップ
　８ 子どもは親から学ぶ
　９ ハイハイから二足歩行へ
　10 乳児の遊びの意味
Ⅲ　幼児期前期
　１ 親の言葉を真似して覚える言葉
　２ 言葉を覚えはじめるとき
　３ ものを見立てる遊び
　４ 自分に目覚める
　５ 子ども同士で遊ぶ
　６ 困ったことをするようになる
　７ うそをつく
　８ 毛布などを好きになる
　９ 母親とは異なる父親との接触
　10 きょうだいげんか
Ⅳ　幼児期後期
　１ 論理的に考える時期
　２ 数を数える

　３ 子どもの絵
　４ 言葉の上達
　５ 絵本との出会い
　６ ごっこ遊び
　７ 群れて遊ぶ
　８ 保育所，幼稚園で学ぶこと
　９ 自分の気持ちを抑えられる
　10 自分の特徴を友達と比べて理解する
Ⅴ　児童期
　１ 入学前の計算力
　２ 読み書きの力
　３ 学校への適応
　４ グループで遊ぶ
　５ いじめ
　６ テレビの悪影響
　７ 劣等感が生まれる
　８ 先生に恵まれる
　９ 学び方を自分で考える
　10 科学的なものの考え方
Ⅵ　青年期
　１ 友人ができる子，できない子
　２ 性へのめざめ
　３ 自分の身体の変化へのとまどい
　４ 自分の身体の変化を受け入れる
　５ 男の子，女の子の違い
　６ 将来どうやって生きるか
　７ つらい受験勉強
　８ 中学校の部活動の意味
　９ 自分についての悩み
　10 社会の立場について考えられる
Ⅶ　成人初期・中期
　１ どう生きていくべきか
　２ 初恋から始まる
　３ 結婚の喜び　順のくぶし
　４ 子育ての楽しさ　つらさ
　５ 親の愛情
　６ 働く意味　仕事のやりがい
　７ 仕事と家庭を両立させた生き方

　８ 結婚生活が長続きしている夫婦
　９ 離婚の心理的影響
　10 インターネットと新たな関係
Ⅷ　成人後期・老年期
　１ 中年の危機
　２ いつ起こる子離れ
　３ 退職後の人間関係の変化
　４ 祖父母にとっての孫
　５ 高齢者と認知症
　６ 高齢期の健康
　７ 老年の生きがい
　８ 人生を回顧する
　９ 介護の大変さとストレス
　10 死をどう考えているか
Ⅸ　発達を援助する
　１ 虐待はどうして起こる
　２ 不登校はどうして起こる
　３ 子育てのストレスを和らげる援助
　４ 発達の障害
　５ 学校の問題を援助する
　６ 思春期の悩みを援助する
　７ 思春期の食の問題
　８ 生きかたに迷う大学生への援助
　９ 悩みを抱える成人への援助
　10 施設高齢者の適応と生きがいと
Ⅹ　発達を考える際に
　１ 子どものこころの問題
　２ 子どもの性格は変化する
　３ 大人も変わる
　４ 発達と能力
　５ 虐待の連鎖をストップする
　６ 生涯にわたる発達をみる
　７ 社会・文化で違う子どもの発達
　８ 時代と発達
　９ 小さいときの問題とその回復
　10 老年の知恵
さくいん
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◎ 重要なトピックをそれぞれ見開きページで解説
◎ 図表を豊富に用いたわかりやすい紙面
◎ 全体を通して青年心理学の主要な知見と考え方が理解
 　できる
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる青年心理学［第２版］

白井利明 編

青年期にはいま多くの問題が集中している。本書は，
若者たちの心理と行動を，多くの研究に基づいて，
約100個の重要なトピックごとにわかりやすく解説
する。最新の統計データや参考文献を掲載した改訂
版。

はじめに
Ⅰ　青年期と青年心理学
　１ 青年心理学とは何か
　２ 青年期はいつか
　３ 青年期の歴史的誕生
　４ 日本の青年期の歴史
　５ 戦後日本の青年問題
　６ 青年心理学の歴史
　７ 青年期の理論
　８ 青年心理学の方法
　９ データの収集と分析
　10 青年心理学と実践

Ⅱ　青年期の思考と感情
　１ 青年期の思考の特徴
　２ 道徳性
　３ 共感性
　４ 視点取得
　５ 時間的展望
　６ 自尊感情
　７ 怒りと感情制御
　８ 罪悪感と恥
　９ 生きがい
　10 価値観と人生観

Ⅲ　身体とジェンダー
　１ 思春期のからだとこころ
　２ ボディ・イメージ
　３ ジェンダー・アイデンティティ
　４ 性役割
　５ 恋愛
　６ 性行動
　７ 性別分業意識
　８ 青年期のジェンダー教育のポイント

Ⅳ　自己とアイデンティティ
　１ 青年期の自我と自己
　２ 理想自己と現実自己
　３ 自己受容
　４ 自己愛

　５ アイデンティティ
　６ 甘え
　７ 対話的自己
　８ 独立的自己と相互協調的自己
　９ 青年期の自己形成支援のポイント

Ⅴ　家族と友人
　１ 青年期の親子関係の特徴
　２ 現代青年の親子関係は変わったか
　３ 親の養育態度と青年の育ち
　４ 家族システムとコミュニケーション
　５ 青年期の友人関係の特徴
　６ 現代青年の友人関係は変わったか
　７ 自己開示
　８ 孤独感
　９ 青年期の社会的スキル指導のポイント
　10 青年期の集団づくりのポイント

Ⅵ　学校と学習
　１ なぜ学校に行くのか
　２ なぜ勉強するのか
　３ 学校移行
　４ 学業的自己疎外感
　５ 進学競争
　６ 教師・生徒関係
　７ 学校ストレスと対処
　８ 青年期の学習指導のポイント
　９ 青年期の生徒指導のポイント

Ⅶ　進路と職業
　１ 青年期のキャリア発達の特徴
　２ 意思決定
　３ アルバイトとインターンシップ
　４ 就職活動
　５ 進路未決定
　６ 学校から職場への移行
　７ フリーター
　８ 職業観と労働観
　９ 青年期の進路指導のポイント

Ⅷ　社会と政治
　１ 流行とファッション
　２ 電子メールと携帯電話
　３ ボランティア活動
　４ 異文化体験
　５ 疎外感
　６ 居場所
　７ 社会意識
　８ 政治行動
　９ 青年期の社会参加をうながすポイント

Ⅸ　障害と臨床
　１ 不登校
　２ いじめ
　３ 非行
　４ リスク行動（飲酒・喫煙・家出）
　５ 摂食障害
　６ ひきこもり
　７ 無気力
　８ 被虐待児の青年期
　９ 神経性発達障害群と青年期
　10 青年期のカウンセリングのポイント

Ⅹ　大人になること
　１ 大人になるには
　２ 青年期の延長
　３ 結婚
　４ 親になること
　５ 世代間関係
　６ シティズンシップ
　７ 青年の社会的支援のポイント

さくいん
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よくわかる高齢者心理学
佐藤眞一／権藤恭之 編著

本書は，老化や高齢期に関する心理学の基礎的な知
見を，認知情報処理・情動・社会など様々な観点か
ら概説する。99のトピックを各見開き２ページで解
説し，高齢者心理学の重要なテーマを網羅したテキ
ストである。

はじめに

Ⅰ　基礎知識①生物学的側面
　１ 生物の老化
　２ 身体の老化の特徴
　３ 脳の老化の特徴
　４ 感覚器の老化の特徴
　５ おばあさん仮説：
　　 人類はなぜ長生きなのか

Ⅱ　基礎知識②社会的側面
　１ 年齢とはなにか
　２ 少子高齢化とその背景
　３ 社会の中の高齢者
　４ エイジズム
　５ 高齢者のイメージと生活

Ⅲ　基礎理論①社会学的加齢理論
　１ 生涯発達と老い
　２ 活動理論と離脱理論
　３ 継続性理論
　４ プロダクティブエイジング
　５ 医学・社会学的
　　 サクセスフルエイジング

Ⅳ　基礎理論②心理学的加齢理論
　１ 心理学的
　　 サクセスフルエイジング
　２ 選択最適化補償理論
　　 （ＳＯＣ理論） 
　３ 老年的超越理論
　４ 社会情動的選択性理論
　５ 二重コンポーネントモデル

Ⅴ　認知情報処理①理論的側面
　１ 全般的速度低下理論
　２ 抑制機能の低下
　３ 加齢低下が少ない認知機能
　４ 認知加齢の個人差に関する
　　 理論
　５ 認知機能の低下に対する
　　 補償理論

Ⅵ　認知情報処理②注意
　１ 注意の持続と注意の瞬き
　２ 選択的注意
　３ 分配的注意
　４ 課題の切り替え
　５ 日常場面での注意

Ⅶ　認知情報処理③記憶と学習
　１ 記憶のしくみと老化の原因
　２ 短期記憶と作動記憶
　　 （ワーキングメモリ）
　３ 思い出の記憶
　　 （エピソード記憶）
　４ 知識の記憶（意味記憶）
　５ 自伝的記憶
　６ ソースメモリと虚偽の記憶
　７ 展望的記憶
　８ 学習と動機づけ
　９ 忘れない記憶（手続き記憶
　　 とプライミング）

Ⅷ　認知情報処理④
　　高次の情報処理
　１ 意思決定・推論
　２ 知能
　３ 日常知能
　４ 創造性
　５ 知恵

Ⅸ　認知情報処理⑤
　　その他の側面
　１ メタ記憶
　２ 言語能力
　　 （コミュニケーション）
　３ 熟達化
　４ 認知の予備力
　５ 終末低下

Ⅹ　情動・感情①
　　パーソナリティ（性格）
　１ 性格特性：
　　 性格テストによる知見
　２ パーソナリティと幸福感
　３ エリクソンの理論
　４ 性格と健康・長寿

Ⅺ　情動・感情②感情
　１ 感情の経験
　２ 感情の表出
　３ 健康感
　４ 幸福感と人生満足感
　５ 自尊感情と自己効力感

Ⅻ　情動・感情③老いの自覚
　１ 老いの自覚と主観的年齢
　２ ストレスとコーピング
　３ うつ感情
　４ 回想
　５ 回想のタイプと機能
　６ 自伝的記憶とライフストーリー

ⅩⅢ　社会①社会とのかかわり
　１ 引退と退職
　２ ボランティア
　３ 就労と生産性
　４ ライフイベント
　５ 生涯学習

ⅩⅣ　社会②対人関係
　１ ソーシャルネットワーク
　２ 世代間ギャップ
　３ 夫婦関係
　４ 親子関係
　５ 祖父母としての高齢者：
　　 世代性

ⅩⅤ　社会③社会的援助
　１ 社会的援助の枠組み
　２ ソーシャルサポートの
　　 緩衝効果と直接効果
　３ 社会関係
　４ 利他性の発達：
　　 支援提供と幸福感

ⅩⅥ　社会④死と死別
　１ 高齢期の死
　２ 死別
　３ 悲嘆と悲嘆からの回復
　４ エンドオブライフ・ケアと
　　 緩和ケア
　５ 自殺とその背景

ⅩⅦ　社会⑤介護
　１ 介護者の心理
　２ 介護される人の心理
　３ 施設で暮らす高齢者
　４ 施設で暮らす高齢者への
　　 心理的援助
　５ 施設職員の心理的負担と
　　 援助

ⅩⅧ　社会⑥現代的問題
　１ 敬老精神の変化
　２ 情報社会と高齢者
　３ 健康維持と心理的介入
　４ 事故と高齢者
　５ 超高齢期
　６ フレイル（虚弱）と精神的適応

ⅩⅨ　研究と実践
　１ 研究法（横断研究・
　　 縦断研究・その他）
　２ パーソナリティの評価法：
　　 バウムテスト
　３ 認知機能評価法
　４ 臨床場面での実践
　５ 認知的介入

人名索引／事項索引
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◎ 99の基本的なトピックを各見開き２ページでわかりや
　 すく解説
◎ 基礎的な理論や知識から現代社会の問題まで，高齢者
　 心理学の重要なテーマを網羅

発
達
心
理
学



はじめに
Ⅰ　臨床発達心理学とは何か
　１ 発達心理学と臨床との出会い
　２ 育ちにくさと生きづらさ
　３ 身体ということ：個別性と共同性
　４ 歴史ということ：時代と発達
　５ 発達研究と臨床発達心理学
　６ 臨床発達心理学の専門性とは何か：
　　 現状と課題

Ⅱ　発達していくこと
　　―― ライフ・スパンの視点から
　１ 胎生期：人はみな卵から始まって
　２ 周産期：胎外生活への適応
　３ 新生児期：胎外胎児としての出発
　４ 乳児期（1 歳前後まで）：
　　 人の世界，ものの世界の始まり
　５ 幼児期前期（1 〜 3 歳）：
　　 ことばの始まりと表象・イメージの世界
　６ 幼児期後期（3 〜 6 歳）①：
　　 対人関係と自我の育ち
　７ 幼児期後期（3 〜 6 歳）②：
　　 ことばと認知世界の広がり
　８ 学齢期①：
　　 見えるものから見えないものへ
　９ 学齢期②：仲間との学びと教室での学び
　10 学力と発達：低学力という問題
　11 学校の生活と発達：
　　 不登校，いじめ，非行という問題
　12 思春期の身体のメタモルフォーゼ
　13 アイデンティティと発達：
　 　社会に身をおいて自分であるということ
　14 障害がある人たちの進路と社会資源
　15 発達と働くことの意味
　16 人生なかばを生きる
　17 老いと発達

Ⅲ　障害とその周辺
　　――障害を生きるということ
　１ 障害とは何か：診断・治療・支援・受容
　２ 発達の遅れとは何か

B5判美装/264頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-06326-0　2012年6月刊行

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる臨床発達心理学［第4版］

麻生 武／浜田寿美男 編

臨床の現場を理解するには発達の視点が不可欠であ
る。また，臨床の現場においてこそ発達の根本問題
が見えてくる。発達的観点に基づいて人を理解し
支援する「臨床発達心理学」の実際をふまえて紹
介する。

　３ 発達の遅れを生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　４ ダウン症とは何か
　５ ダウン症を生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　６ 姿勢・運動の障害とは何か
　７ 姿勢・運動の障害を生きることの意味，　
　　 そしてそれが問いかけるもの
　８ ことばの障害とは何か
　９ ことばの障害を生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　10 失語症とは何か
　11 失語症を生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　12 発達の問題として視覚障害とは何か
　13 視覚障害を生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　14 発達の問題として聴覚障害とは何か
　15 自閉症とは何か
　16 自閉症を生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　17 アスペルガー症候群とは何か
　18 アスペルガー症候群を生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　19 ADHDとは何か
　20 ADHDを生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　21 学習障害とは何か
　22 学習障害を生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　23 幼児・児童虐待とは何か
　24 幼児・児童虐待を生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　25 不登校とは何か
　26 不登校を生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　27 ひきこもりとは何か
　28 ひきこもりを生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　29 発達の問題として神経症とは何か
　30 神経症を生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの

　31 発達の問題として精神障害とは何か
　32 精神障害を生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの
　33 認知症とは何か
　34 認知症を生きることの意味，
　　 そしてそれが問いかけるもの

Ⅳ　発達臨床の現場
　１ 幼稚園と保育所
　２ 多様な保育ニーズへの対応
　３ 児童館と学童保育
　４ 福祉事務所・家庭児童相談室
　５ 保健所・保健センター
　６ 精神保健福祉センター
　７ 発達支援センター
　８ 療育教室
　９ 特別支援学校
　10 特別支援学級
　11 児童相談所
　12 乳児院・児童養護施設・児童自立支援施設・
　　 母子生活支援施設
　13 少年院・少年鑑別所
　14 知的障害者のための諸制度と社会資源
　15 身体障害者のための諸制度と社会資源
　16 精神障害者のための諸制度と社会資源
　17 高齢者のための諸制度と社会資源

Ⅴ　発達臨床にかかわる人々
　１ 臨床発達心理士
　２ 発達臨床にかかわる医師・保健師
　３ 学校心理士
　４ 臨床心理士
　５ 児童心理司
　６ ソーシャルワーカー
　７ 言語聴覚士
　８ 作業療法士（OT）・理学療法士（PT）
　９ 社会福祉士・介護福祉士
　10 精神保健福祉士
　11 家庭裁判所調査官

コラム／さくいん

ここが
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◎ 重要なトピックをそれぞれ見開き２ページ（または４
　 ページ）で解説
◎ 図表を豊富に用いたわかりやすい紙面
◎ 全体を通して臨床発達心理学の主要な知見と考え方が
 　理解できる

発
達
心
理
学



B5判美装/184頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08623-8　2022年4月刊行

障害者・障害児心理学の基本・重要テーマを豊富な
図表，具体例とともにしっかり学べる一冊。「授業
で→試験前に→現場に出てからも」活用できる，公
認心理師カリキュラム対応テキスト。ブループリン
ト掲載語句も網羅。

下山晴彦／佐藤隆夫／本郷一夫 監修

公認心理師スタンダードテキストシリーズ 13　　

障害者・障害児心理学
本郷一夫／大伴 潔 編著

監修者のことば
編著者まえがき
第１章　障害概念の歴史的変遷と現在の課題
　１ 障害とは何か？
　２ 共生社会の形成に向けて
　３ 障害のある人を支える制度
　４ 現在の課題
第２章　保育・教育現場における障害児への対応
　１ 早期発見と早期支援
　２ 保育・教育場面における支援
　３ 地域における支援
第３章　知的障害（知的能力障害）の理解と支援
　１ 知的障害とは
　２ 療育手帳とアセスメント
　３ 知的障害児者への支援
　４ 知的障害児への学校教育
第４章　自閉スペクトラム症の理解と支援
　１ 自閉スペクトラム症とは
　２ 自閉スペクトラム症と発達障害：
　　 発達障害者支援法について
　３ 自閉スペクトラム症の歴史
　４ 自閉スペクトラム症の主な特徴
　５ 自閉スペクトラム症のその他の特徴
　６ 自閉スペクトラム症への支援
第５章　コミュニケーション障害の理解と支援
　１ コミュニケーション障害とは
　２ コミュニケーション障害への支援の場
　３ 発声・発語領域に関わる障害への対応
　４ 言語領域に関わる障害への対応
　５ コミュニケーション領域に関わる障害への対応
第６章　限局性学習症／注意欠如・多動症の理解と支援
　１ 学習障害（限局性学習症）とは
　２ 注意欠如・多動症（ＡＤＨＤ）とは
第７章　身体障害・運動障害の理解と支援
　１ 身体障害と運動障害
　２ 肢体不自由
　３ 身体障害・運動障害に関する疾患
　４ 内部障害

　５ 身体障害・運動障害のある児者への支援
第８章　視覚障害・聴覚障害の理解と支援
　１ 視覚の仕組みと障害
　２ 視覚障害児者に対する理解と支援
　３ 聴覚の仕組みと障害
　４ 聴覚障害児者に対する理解と支援
第９章　高次脳機能障害の理解と支援
　１ 高次脳機能障害とは
　２ 高次脳機能障害にみられる症状とは
　３ 高次脳機能障害のアセスメント
　４ 高次脳機能障害への支援
　５ 認知リハビリテーション
第10章　発達障害と併存する精神障害の理解と支援
　１ 発達障害と併存する精神障害，発達のなかで生じる
　　 精神障害
　２ 児童・青年期からみられる精神障害の特徴
　３ 成人期の精神障害の特徴
　４ 精神障害への支援
第11章　保護者・きょうだいへの支援
　１ 保護者への支援とは
　２ 保護者への支援のあり方
　３ きょうだいへの支援とは
第12章　障害者の就労支援
　１ 障害者福祉における就労支援
　２ 障害者雇用における就労支援
　３ 発達障害者の就労支援
第13章　成人期以降における障害者の施設・地域での支援
　１ 障害者児に関する社会福祉援助の体制
　２ 精神・発達障害の施設や地域におけるケア
　３ 認知症の施設や地域におけるケア
　４ 多様な対象・課題への支援
引用文献・参考文献
｢考えてみよう」回答のためのヒント
索　引
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◎ 障害者・障害児心理学の基礎を押さえ，関連領域で働く
　 心理職に求められる知識や視点を大切に，重要テーマを
　 網羅して紹介
◎ ブループリント（公認心理師試験出題基準）掲載語句
　 を網羅し，その他重要語句も厳選して紹介



A5判美装/232頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08715-0　2023年9月刊行

公認心理師カリキュラムにおける必修科目「心理的
アセスメント」に対応したテキスト。心理的アセス
メントの目的とその手法について概観し，豊富な事
例から，様々な領域におけるアセスメントの実際と
留意すべきことを学ぶ。

◎ 公認心理師カリキュラムの必修科目「心理的アセスメント」
　 に対応
◎ シリーズ（全23巻）の１巻として，他の巻と合わせて読む
　 ことでより理解が深まる
◎ 授業の教科書，試験対策として使えるだけでなく，心理職
　 として実際に働くときに意味を持つ視点や考え方，知識を
　 学べる

川畑直人／大島 剛／郷式 徹 監修

公認心理師の基本を学ぶテキスト 14　　　　　　

心理的アセスメント
―― 適切な支援のための道しるべ

大島 剛／青柳寛之 編著
ここが

ポイント
!!

　２ 障害（児）者福祉
　　 ──知的障害と発達障害に関して
　３ 関係性のアセスメント
　コラム 自分が知り得たことでなく来談者
　　　　 が知りたいことを伝える

第10章　教育領域の心理的アセスメント
　　　　──子どもの取り組む課題に目を
　　　　　　向ける
　１ 「問題」をどのようにとらえるか
　２ 心理的アセスメントの対象
　３ アセスメントの実際

第11章　司法領域の心理的アセスメント
　　　　──犯罪・非行のメカニズムの解明
　　　　　　と更生支援
　１ 犯罪をした人と非行少年へのアプローチ
　２ 犯罪・非行のアセスメントと支援
　３ 実例に見る犯罪・非行のアセスメント
　コラム１ 受刑者に対する指導プログラム
　コラム２ 犯罪被害者

第12章　産業・労働領域の心理的アセスメント
　　　　──労働者のメンタルヘルス不調の
　　　　　　事例をふまえて
　１ 職場のメンタルヘルスの現状と課題
　２ 産業・労働領域での心理臨床の実際
　３ 産業・労働領域での事例
　４ ストレスチェック制度における
　　 メンタルヘルス対策

第13章　心理支援へのアセスメントの活用
　　　　──公認心理師としての成長
　　　　　　のために
　１ 量的分析と質的分析
　２ 抽象化と具象化
　３ 多職種連携と包括的アセスメント
　４ 検査者へのフィードバック

索　　引

公認心理師の基本を学ぶテキスト 監修者の言葉

序　章　まず理解をすること，そして援助が
　　　　始まる
　１ はじめに
　２ 児童相談所の心理的アセスメント
　３ 心理的アセスメントの 2 つの立場
　４ 各領域における心理的アセスメントの特色
　５ 序章のまとめ
　６ 本書の構成

　第Ⅰ部　心理的アセスメントの目的および
　　　　　観点
第１章　心理的アセスメントの見取り図
　　　　──どこから始め，ゴールをどう
　　　　　　考えるか
　１ 心理的アセスメントとは
　２ 心理的アセスメントの流れ
　３ 心理的アセスメントの面接を行う際の
　　 一般的な着眼点
　４ 心理的アセスメントの倫理

第２章　何を知ろうとするのか
　　　　──心理面接におけるアセスメント
　　　　　　のポイント
　１ 初回面接におけるアセスメントのポイント
　２ 初期の心理面接におけるアセスメントの
　　 ポイント
　３ 個人の問題をシステムとしてとらえる
　　 アセスメントの視点

第３章　どのように知ろうとするのか
　　　　──言語・観察・心理検査による
　　　　　　情報の収集
　１ 面接における情報収集
　２ 心理検査

　第Ⅱ部　心理的アセスメントの方法
第４章　知能検査・発達検査
　　　　──心の知的な部分を知ること
　１ 知能検査
　２ 発達検査

　３ 知能検査と発達検査の相違

第５章　人格検査
　　　　――パーソナリティの多角的な
　　　　　　アセスメントに役立つツール
　１ 人格のアセスメントの潮流
　２ 質問紙法
　３ 投映法
　４ 事例による例示

第６章　症状評価法・診断面接基準
　　　　──公認心理師が知っておきたい
　　　　　　知識とその生かし方
　１ 症状評価法
　２ 診断面接基準
　３ 診断と心理的アセスメント

第７章　神経心理検査・認知機能検査
　　　　──心と脳の関係を探る
　１ 中枢神経系の構造と脳の機能局在
　２ 神経心理学的アセスメントの目的，
　　 方法，留意点および検査の種類
　３ 神経心理学的アセスメントの実際

　第Ⅲ部　各領域における心理的
　　　　　アセスメントの特徴と方法
第８章　医療領域の心理的アセスメント
　　　　──チーム医療に生かし，支援に
　　　　　　つなげる
　１ 医療領域の基礎知識
　２ 医療に必要とされる心理的アセスメント
　３ 様々な医療分野で求められる心理的
　　 アセスメント
　４ 心理検査を用いた心理的アセスメント
　　 の実際

第９章　福祉領域の心理的アセスメント
　　　　──支援を見据えた見立てと理解
　１ 児童福祉
　　 ──子どものアセスメントの特殊性と
 　　　　具体例

心
理
的
ア
セ
ス
メ
ン
ト

新　刊



心
理
学
的
支
援
法

新　刊

B5判美装/186頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08625-2　2023年4月刊行

心理学的支援の基本と代表的な心理療法をしっかり
学び，幅広いニーズに対応できる新テキスト。わか
りやすい解説と豊富な図表で，「授業で→試験前に
→現場に出てからも」活用できるブループリントお
よび公認心理師カリキュラム対応テキスト。

◎ 心理学的支援の基本を押さえ，代表的な心理療法の概念や
　 意義，適応と限界を理解したうえで，コミュニティアプロー
 　チに基づく支援など，幅広いニーズに対応できる支援法の
 　実際を紹介
◎ ブループリント（公認心理師試験出題基準）掲載語句を網
　 羅し，その他重要語句も厳選して紹介

下山晴彦／佐藤隆夫／本郷一夫 監修

公認心理師スタンダードテキストシリーズ 15　　　　　　

心理学的支援法
下山晴彦／森田慎一郎 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
編著者まえがき

第１章　公認心理師の心理学的支援と基本技能としての
　　　　コミュニケーション
　１ 心理学的支援の全体像
　２ 心理学的支援における理論と技法の多様性
　３ 心理学的支援における留意事項
　４ 良好な人間関係構築のためのコミュニケーション
　５ コミュニケーションの発展技法

第２章　心理学的支援における方法の選択と適用の限界
　１ 臨床心理学的支援と要支援者の特性や状況
　２ エビデンスの強さを考慮して手法を選択する
　３ 心理療法の適用の限界

第３章　人間性アプローチに基づく支援：クライエント中心療法
　１ 人間性アプローチの歴史と主要な理論
　２ クライエント中心療法
　３ 人間性アプローチの多様な展開とその特徴

第４章　精神力動理論に基づく支援：精神分析的心理療法
　１ 治療構造の重要性
　２ 精神分析的心理療法の技法
　３ 転移と逆転移をめぐって
　４ 精神分析的心理療法を行うにあたって

第５章　認知行動理論に基づく支援①：行動療法
　１ 行動療法の概要
　２ 行動療法の基礎理論
　３ 行動療法の進め方とケース・フォーミュレーション
　４ 行動療法の技法

第６章　認知行動理論に基づく支援②：認知行動療法
　１ 認知行動療法とは
　２ 認知行動療法の実際
　３ 第３世代の認知行動療法

第７章　システムズ・アプローチに基づく支援：家族療法
　１ システム論と家族療法
　２ 代表的な家族療法理論と鍵概念
　３ 家族療法におけるセラピストの基本的態度と技法
　４ 家族療法の活用

第８章　社会構成主義に基づく支援
　１ 社会構成主義
　２ 解決志向ブリーフセラピー
　３ ナラティヴ・セラピー
　４ 社会構成主義に基づく支援の位置づけ

第９章　集団療法に基づく支援
　１ 集団療法の概観
　２ 集団療法のプロセスとセラピストの役割
　３ さまざまな集団療法

第10章　コミュニティアプローチに基づく支援①：
　　　　コミュニティ心理学
　１ コミュニティ心理学の概要
　２ コミュニティ心理学の基本的概念
　３ コミュニティ心理学的援助の実際
　４ 多様なアプローチによる援助

第11章　コミュニティアプローチに基づく支援②：支援の実際
　１ コミュニティアプローチとは
　２ コミュニティアプローチの例
　３ コミュニティアプローチのこれから

第12章　遊戯療法に基づく支援
　１ 遊戯療法とは何か
　２ 遊戯療法の歴史
　３ 遊戯療法の技法と手続き
　４ 遊戯療法の対象
　５ 遊戯療法の実際

第13章　日本で生まれた心理療法
　１ 日本で生まれた心理療法の特徴
　２ 森田療法
　３ 内観療法
　４ 動作法

引用文献・参考文献
｢考えてみよう」回答のためのヒント
索　　引



ここが

ポイント
!!

健
康
・
医
療
心
理
学

◎ 公認心理師の必修カリキュラムの科目「健康・医療心
 　理学」に対応
◎ シリーズ（全23巻）の１巻として，他の巻と合わせて
　 読むことでより理解が深まる
◎ 授業の教科書，試験対策として使えるだけでなく，心
　 理職として現実的に働くときに意味を持つ視点や考え
　 方，知識を学べる

公認心理師の基本を学ぶテキスト 監修者の言葉

序　章　公認心理師と健康・医療心理学
　１ 健康心理学・医療心理学と公認心理師
　２ 現場のニーズにそったアプローチ
　３ 多層的で動きのあるアセスメント
　４ 本書の構成と各章の紹介
　５ 基礎と実践のための健康・医療心理学

トピックス　ＨＩＶ／ＡＩＤＳにかかわる支援

　第Ⅰ部　健康心理学
第１章　ライフサイクルと心身の健康
　　　　──生物─心理─社会モデルから
　　　　　　みた生涯発達
　１ 健康とは
　２ 人生の前半──誕生と成長
　３ 人生の後半──老いと死
　４ 物語としてのライフサイクル
　　 ──架空事例を通して

第２章　ストレスと心身症
　　　　──心身相関の基礎理解と心理学的
　　　　　　支援
　１ ストレスと心身症
　２ ストレスと関連する性格特性
　３ 心身症・ストレス関連性疾患への
　　 心理学的支援の実際

第３章　ヘルスプロモーションと予防
　　　　──多職種協働によるチーム医療で
　　　　　　行う心理社会的支援
　１ ヘルスプロモーションと病いの予防
　２ 健康行動の理解と支援
　３ 糖尿病をもつ人への心理臨床
　コラム 糖尿病によるつらい気持ち

　第Ⅱ部　医療心理学
第４章　妊娠・出産・育児期のケア
　　　　──家族となっていくことへの支援
　１ 妊娠・出産・育児の支援
　２ 周産期医療の場におけるケア
　３ 子育てを地域で支える

　４ 地域と医療で親子を支える
　コラム 周産期医療における心理専門職の
　　　　 活動

第５章　医療・保健領域における子どもの
　　　　心理発達支援
　　　　──子どもの声を聴き，養育者と
　　　　　　協働し，社会とのつながりを育む
　１ 子どもの心と出会うために
　２ 子どもと家族のアセスメント
　３ 身体疾患・発達障害・心的外傷をもつ
　　 子どもの心理発達支援
　４ アセスメントと支援・連携の実際
　　 ──小児科・児童精神科事例を通して
 　　　　学ぶ

第６章　がん・難病
　　　　──病を抱え，生命と向き合うため
　　　　　　の支援
　１ がん・難病に罹患するということ
　２ 死と向き合うこと
　３ 公認心理師としてがん医療現場で
　　 求められること
　コラム 意思決定支援

第７章　精神科（１）入院治療
　　　　──治療や回復を可能にする環境
　１ 精神科入院治療について公認心理師に
　　 求められる基礎知識
　２ 精神科入院治療とは
　３ 公認心理師に求められるアセスメント
　４ 入院治療における心理学的支援

第８章　精神科（２）精神科診療所・外来
　　　　精神医療
　　　　──身近になった精神科医療と
　　　　　　公認心理師
　１ 精神科診療所・外来精神医療と心理支援
　２ 精神科診療所・外来精神医療における
　　 公認心理師の役割
　３ うつ病の架空事例
　　 ──うつ病から職場復帰への回復過程

第９章　アディクション
　　　　──アルコール依存症と摂食障害の
　　　　　　入院治療を中心に
　１ アディクションとは
　２ アルコール依存症の治療
　３ 摂食障害の入院治療

　第Ⅲ部　保健と災害支援の心理学
第10章　ひきこもり支援
　　　　──家族・多職種・地域との連携
　１ ひきこもりの現状
　２ ひきこもりの要因とアセスメント
　３ ひきこもりの支援と多職種連携

第11章　認知症と高齢者支援
　　　　──高齢者にかかわる際の基本的
　　　　　　知識
　１ 高齢者とは
　２ 認知症とは
　３ 高齢者と認知症患者への支援体制に
　　 ついて

第12章　自殺対策
　　　　──身体救急医療の現場から
　１ 自殺の実際と対策
　２ 医療における実践
　３ 自殺対策において公認心理師に
　　 求められること

第13章　災害支援と支援者のケア
　　　　──中・長期支援を見据えて
　１ 災害とその備え
　２ 災害時における心理学的支援の展開
　３ ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）
　４ 支援者のケア

索　引

A5判美装/248頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08717-4　2022年6月刊行

公認心理師カリキュラムにおける必修科目「健康・
医療心理学」に対応したテキスト。心身の健康を守
るために公認心理師に求められる知見と，医療現場
で必要とされる心理的援助について学ぶ。

川畑直人／大島 剛／郷式 徹 監修

公認心理師の基本を学ぶテキスト 16　　　　　　

健康・医療心理学
―― ウェルビーイングの心理学的支援のために

古賀恵里子／今井たよか  編著



B5判美装/196頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08627-6　2021年5月刊行

福祉心理学の基本と福祉領域で働く心理職に求めら
れる知識や視点を学べる一冊。豊富な図表を用いた
わかりやすい解説で，「授業で→試験前に→現場に
出てからも」活用できる，公認心理師カリキュラム
対応テキスト。ブループリント掲載語句も網羅。

下山晴彦／佐藤隆夫／本郷一夫 監修

公認心理師スタンダードテキストシリーズ 17

福祉心理学
渡部純夫／本郷一夫 編著

監修者のことば
編著者まえがき

第１章　現代社会における福祉をめぐる現状と課題
　１ 福祉心理学とは何か
　２ 現代社会の現状と課題
　３ 共生社会の実現に向けて

第２章　親子のアタッチメン（愛着）関係と支援
　１ アタッチメントの形成
　２ アタッチメントの障害
　３ アタッチメント形成を阻害する要因
　４ アタッチメントの形成への支援
　５ 子育て支援の施策

第３章　児童虐待の理解と支援
　１ 児童を取り巻く虐待の現状
　２ 虐待による発達上の影響
　３ 児童の虐待防止対策と被虐待児への支援

第４章　社会的養護の課題と支援
　１ 社会的養護とは何か
　２ 社会的養護の制度と実施体系
　３ 社会的養護の実際
　４ 社会的養護における心理職の展望

第５章　夫婦間・カップル間暴力への支援
　１ ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）とは
　２ 夫婦再統合に関する事例
　３ 夫婦再統合のための観点

第６章　貧困家庭への支援
　１ 貧困の定義，現状とその影響
　２ 貧困家庭への具体的な支援策
　３ 支援の課題と方向性

第７章　自殺の背景の理解と支援
　１ 自殺の実態と対策の枠組み
　２ 自殺のメカニズムを説明する心理学的理論
　３ 自殺対策における支援

第８章　障害と疾病の理解と支援
　１ 障害者処遇を大きく変えたノーマライゼーション原理
　２ 共生社会の構築に向けて
　３ 障害の分類
　４ 障害者支援の視点

第９章　高齢者の心身機能の特徴
　１ 老年期の心理的適応
　２ 老年期の心理的特徴
　３ 老年期の心理的アプローチ
　４ 高齢者福祉領域における多職種連携

第10章　認知症の理解と支援
　１ 認知症の定義と原因疾患
　２ 認知症の症状とアセスメント
　３ 認知症の人の理解と支援

第11章　介護と高齢者虐待
　１ 高齢者を介護する家族の心理と対応
　２ 介護保険制度と介護サービス
　３ 高齢者虐待の現状と有効な対応

第12章　災害と福祉
　１ 震災と福祉心理学
　２ こころのケアとウェルビーイング
　３ 災害における福祉心理学的援助の考え方

第13章　多職種連携による支援
　１ 福祉心理相談・支援の連携による支援について
　２ 福祉心理相談・支援の事例
　３ 福祉心理相談・支援の多職種連携による支援のまとめ

引用文献・参考文献
｢考えてみよう」回答のためのヒント
索　引
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◎ 福祉心理学とは何かを押さえ，福祉領域で働く心理職に求
 　められる知識や視点を大切に，重要テーマを網羅して紹介
◎ 大きな紙面に豊富な図表と「重要語句解説」「考えてみよう」
 　「キーワードまとめ」などを盛り込んだ
◎ ブループリント（公認心理師試験出題基準）掲載語句を網羅。
　 関連法規の紹介とともに，その他重要語句も厳選して紹介



A5判美装/228頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08718-1　2020年5月刊行

公認心理師カリキュラムの必修科目「福祉心理学」
に対応したテキスト。福祉の様々な分野に携わる心
理職として必要な知見や支援の実際を，豊富な実務
経験をもつ執筆者たちが伝える。現場で働くための
基本を学べる一冊。

川畑直人／大島 剛／郷式 徹 監修

公認心理師の基本を学ぶテキスト 17

福祉心理学
―― 福祉分野での心理職の役割

川畑 隆／笹川宏樹／宮井研治 編著

公認心理師の基本を学ぶテキスト 監修者の言葉
『福祉心理学』の刊行によせて

序　章　福祉領域の概観
　　　　―― 一人ひとりの幸せを少しずつでも
　１ 福祉領域の公認心理師業務　
　２ 福祉領域の各事項を支える法律等の概略
　
第１章　子ども家庭福祉を見渡す
　　　　――子どもと家庭がより健全に
　　　　　　育まれるために
　１ 子ども家庭福祉臨床の実施機関と地域　
　２ 児童虐待防止と家庭支援　
　３ 社会的養護の概要　

第２章　市町村における子ども家庭支援
　　　　――基礎自治体としての子どもと　
　　　　　　家庭の支援
　１ 乳幼児健康診査と発達相談　
　２ 乳幼児期からの通う場と発達等の相談　
　３ 児童虐待防止・家族支援　
　４ 要保護児童対策地域協議会　
　５ 市町村の子ども家庭支援における心理職
　　 の役割　
　コラム ある心理相談員のインタビューから

第３章　児童相談所や婦人相談所等での
　　　　援助業務
　　　　――子ども・女性・家族相談の成り立ち
　１ 児童相談所における相談・チーム
　　 アプローチ
　２ 児童相談所における司法との連携　
　３ 児童虐待防止の取り組みにおける
　　 児童心理司の役割　
　４ ＤＶ（配偶者からの暴力）への支援　

第４章　子どもの入所施設における支援と課題
　　　　――傷ついた子どもとその家族に
　　　　　　寄り添う 
　１ 社会的養護の心理職　
　２ 児童養護施設の心理職　
　３ 児童心理治療施設の心理職　
　４ 乳児院，母子生活支援施設，児童自立支援
　　 施設等の心理職　

第５章　障害児・者の福祉を見渡す
　　　　――多職種連携の一翼を担うために
　１ 障害とは何か，障害を取り巻く課題　
　２ 障害福祉サービスの利用　
　３ 障害の判定等に関する課題　

第６章　知的障害・発達障害・強度行動障害児・
　　　　者への支援
　　　　――社会全体を見渡して，
　　　　　　一人ひとりに向きあう
　１ 療育手帳交付その他のための判定 
　２ 発達障害児・者への支援 
　３ 強度行動障害への取り組み 

第７章　身体障害児・者等への支援
　　　　――ニーズを共有して，生活に
　　　　　　寄り添う
　１ 重症心身障害児への心理支援　
　２ 視覚障害児・者への心理支援　
　３ 聴覚障害児・者への心理支援　

第８章　高齢者の在宅支援と施設利用者の
　　　　支援
　　　　――利用者と支援者を支えるしくみ
　１ 高齢者福祉の概要　
　２ 在宅支援と施設利用者支援　
　３ 介護職場の現状　
　４ 高齢者施設における心理職の役割と課題

第９章　高齢者心理へのアプローチの実際
　　　　――よりよきアセスメントとケアに
　　　　　　向けて　
　１ 認知症等のアセスメントの実際　
　２ 認知症とともにある人へのトータルケア
　３ 回想法その他の非薬物療法の実際　
　４ 高齢者虐待防止のために　
 
第10章　福祉分野でのその他の取り組み
　　　　――福祉のその先を見据えて
　１ 社会的ひきこもり支援　
　２ 生活困窮者の間接支援　
　３ 子どもの貧困　
　４ 児童虐待の予防を目指した地域づくり
 　　――ほほえみプロデュース
　
第11章　心理職業務への自己視点と他者視点
　　　　からの考察
　　　　――心理職の内と外
　１ 臨床心理学の３要素（アセスメント，
　　 トリートメント，コミュニティ・アプロー
　　 チ）に照らした業務の整理　
　２ 他職種から心理職に求めること　

索　引
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◎ 公認心理師の必修カリキュラムの科目「福祉心理学」に対
　 応
◎ シリーズ（全23巻）の１巻として，他の巻と合わせて読むこ
　 とでより理解が深まる
◎ 授業の教科書，試験対策として使えるだけでなく，心理職
　 として現実的に働くときに意味を持つ視点や考え方，知識
　 を学べる



B5判美装/192頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08628-3　2021年5月刊行

教育・学校心理学の基本・重要テーマを豊富な図表，
具体例とともにしっかり学べる一冊。「授業で→試
験前に→現場に出てからも」活用できる，公認心理
師カリキュラム対応テキスト。ブループリント掲載
語句も網羅。

下山晴彦／佐藤隆夫／本郷一夫 監修

公認心理師スタンダードテキストシリーズ 18

教育・学校心理学
小野瀬雅人 編著

監修者のことば
編著者まえがき

第１章　｢教育・学校心理学」のとらえ方
　１ ｢教育・学校心理学」の学問的背景
　２ ｢実践心理学」としての「教育・学校心理学」の特徴

第２章　教育・学校の組織・制度と支援の関係
　１ 教育機関の法律上の位置づけ
　２ 学校の組織と教育関連施設

第３章　学習・授業の課題と支援
　１ 子どもの学業不振とは？
　２ 子どもの学業不振とアセスメントの視点
　３ 子どもへの支援的な授業
　４ 個別的な学習支援のあり方

第４章　学級経営の課題と支援
　１ 学級集団とは
　２ 学校教育の問題と学級集団
　３ 学級集団に起因する問題に対する支援のあり方

第５章　生徒指導の課題と支援
　１ 生徒指導とは何か
　２ 普遍的な課題
　３ 特殊的な課題
　４ スクールカウンセラー（ＳＣ）の職務内容

第６章　キャリア教育の課題と支援
　１ キャリア教育とは何か
　２ 学校段階ごとの課題と支援
　３ キャリア教育における公認心理師への期待

第７章　メンタルヘルス教育の課題と実践
　１ メンタルヘルスとメンタルヘルス教育
　２ メンタルヘルス教育と支援の実践
　３ メンタルヘルス増進に関する学校の取り組み

第８章　健康教育の課題と支援
　１ 学校における健康教育の意義
　２ 子どもたちの健康課題とその対応
　３ 健康教育の展望

第９章　特別支援教育の課題と支援
　１ 障害児・者に関わる法律や取り組み
　２ 障害児・者の心理的特徴と支援
　３ 学校教育における特別支援教育

第10章　教育・学校をめぐる新たな課題と支援
　１ 新たな課題と公認心理師
　２ 学級崩壊
　３ 要求の多い保護者への対応
　４ 子どもの貧困
　５ 児童虐待
　６ その他の課題

第11章　学校・教育システムの連携による支援
　１ 教育機関としての学校
　２ 家庭・学校間の連携
　３ 保護者や地域社会との連携

第12章　多様な職種によるチーム援助
　１ チーム学校における多職種連携
　２ チーム援助の方法
　３ チーム援助のコストパフォーマンスと今後の課題

第13章　教育・学校心理学に基づく公認心理師に求められる
　　　　実践と役割
　１ 教育・学校心理学の実践モデル：
　　 心理教育的援助サービスの枠組み
　２ 教育分野における公認心理師に求められる行為
　３ 教育分野における公認心理師への期待と公認心理師活用の
　　 課題

引用文献・参考文献
「考えてみよう」回答のためのヒント
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◎ 学校，教育現場で働く心理職に求められる知識や視点を大切
　 に，押さえておきたい重要テーマを網羅して紹介
◎ 大きな紙面に豊富な図表と「重要語句解説」「考えてみよう」
　 「キーワードまとめ」などを盛り込んだ，「授業で→試験前に
　 →現場に出てからも」活用できるテキスト
◎ ブループリント（公認心理師試験出題基準）掲載語句を網羅。
　 関連法規の紹介とともに，その他重要語句も厳選して紹介



A5判美装/200頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08607-8　2019年5月刊行

本書では，公認心理師カリキュラムの科目「教育・
学校心理学」に対応したテキストとして，子どもの
学びを支えるために，また，学校での様々な課題に
向き合い対応するために必要な知見を，事例や具体
的方策もまじえてわかりやすく伝える。

川畑直人／大島 剛／郷式 徹 監修

公認心理師の基本を学ぶテキスト 18　　　　　　

教育・学校心理学
―― 子どもの学びを支え，学校の課題に向き合う

水野治久／串崎真志 編著

公認心理師の基本を学ぶテキスト 監修者の言葉

序　章　公認心理師と学校における援助サービス
　１ 公認心理師に期待されること
　２ 学校現場における公認心理師の活躍
　３ コミュニティとしての学校における公認心理師の連携
　　 ──スクールカウンセラーの果たす様々な役割
　４ チームとしての学校（チーム学校）

　第Ⅰ部　教育の諸問題と教育・学校を支える仕組み
第１章　教育の諸問題──多様な子どもをどう支援するか
　１ 学校をめぐる諸問題
　２ 教師と子どもの関係をめぐる諸問題
　３ 学校で多様な子どもをどのように支援するか

第２章　特別支援教育──エビデンスにもとづく計画的な支援と連携
　１ 特別支援教育とは
　２ 特別支援教育を必要とする子どもたち
　３ 支援の視点

　第Ⅱ部　教育心理学
第３章　学びのプロセス──学びの本質を理解しよう
　１ 学力とは
　２ 学習方法
　３ 学業不振の子どもの指導
　コラム 学び・学習・勉強と遊び

トピックス　やる気を高め，維持するために理解すべきこと

第４章　学びの環境
　　　　──個人と環境とのかかわりを捉える社会文化的視点
　１ 個人差に応じた指導
　２ 社会文化的理論
　３ アクティブラーニング

第５章　学校の集団と人間関係
　　　　──みんなが楽しく過ごせる学級を目指して
　１ 友人関係
　２ 学級集団
　３ 教師集団

　第Ⅲ部　学校心理学
第６章　不登校──登校を支える多様な支援
　１ 不登校の現状
　２ 不登校に至った子どもの事例
　３ 再登校を目指す支援
　４ 不登校の予防を目指す支援

第７章　いじめ──子どもたちの心を守るために
　１ いじめの定義
　２ いじめ防止対策推進法と第三者調査委員会
　３ いじめ被害の影響
　４ いじめの予防と介入
　５ いじめ対策における公認心理師の役割
　コラム 発達障害といじめ

第８章　問題行動・学級崩壊・児童虐待への対応
　　　　──スクールカウンセラーと教師・保護者の連携
　１ 児童生徒の問題行動
　２ 学級崩壊
　３ 児童虐待

第９章　スクールカウンセラー
　　　　──スクールカウンセリングの歴史と今後に向けて
　１ スクールカウンセラー黎明期から制度化まで
　２ スクールカウンセラー実践が広がりを見せる展開期
　３ 新たな段階へ
　４ 今後，常勤化に向けて

第10章　チームとしての学校（チーム学校）とスクールカウンセラー
　　　　──心理の専門性を発揮しながら協働するための理論と方法
　１ チームとしての学校（チーム学校）におけるスクールカウンセラー
　２ スクールカウンセラーとしての公認心理師の技法
　３ スクールカウンセラーによる援助の実際

第11章　大学における学生相談
　　　　──大学コミュニティで活躍するカウンセラーを目指して
　１ 大学における学生相談の役割と使命
　２ 学生相談機関のカウンセラーとしての公認心理師の業務と役割
　３ 学生相談実践で直面する問題とその対応
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◎ 公認心理師の必修カリキュラムの科目「教育・学校心理学」
　 に対応
◎ シリーズ（全23巻）の１巻として，他の巻と合わせて読むこ
　 とでより理解が深まる
◎ 授業の教科書，試験対策として使えるだけでなく，心理職と
　 して現実的に働くときに意味を持つ視点や考え方，知識を学 
　 べる
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A5判美装/240頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09544-5　2023年5月刊行

はじめて学ぶ学生にむけて，これまで経験してきた
場面と結びついた身近なテーマを提示。学生自身の
発達や学習の経験を振り返りながら心理学の専門知
識を理解でき，主体的な学びにつなげるように構成
した教育心理学の入門書。

◎ 各章冒頭の，先輩・後輩の「ダイアローグ」から身近なテー
　 マを考える
◎ 平易な記述と図版などで内容をよりわかりやすく解説
◎ 「考えてみよう！」を配置し，各章テーマの理解を深める
◎ 脚注に，用語の補足説明や文献紹介を掲載
◎ 各章の「コラム」や「○○を広く学びたい〜」でさらに関
 　心のあるテーマの学びを発展させる

杉村伸一郎 監修

あなたの経験とつながる教育心理学
三宅英典 編著
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まえがき

第１章　心理学を学べば心が読めるように
　　　　なる？──心理学とは
　１ 心理学ってどんな学問なの？
　　 ──教育心理学とは
　２ 発達ってなんだろう？──発達とは
　３ 教育心理学ってどうやって調べているの？
　　 ──教育心理学の研究方法
　COLUMN 1 心理学はもともと哲学だった !?

第２章　生まれと育ち，どちらが大事なの？
　　　　──発達の基礎
　１ 生まれもった才能ってあるの？
　　 ──遺伝か環境か
　２ 遺伝か環境かの議論を超えて
　　 ──遺伝と環境の相互作用
　３ 身体・運動も心の発達と関連しているの？
　　 ──身体性
　COLUMN 2 生涯発達心理学という考え方

第３章　頭の中で想像し，考えられるのは
　　　　どうして？──イメージの発達
　１ 頭の中のイメージって？
　　 ──イメージの心理学
　２ どのようにしてイメージが生まれるのか？
　　 ──ピアジェ理論
　３ イメージを獲得した後はどのように発達
　　 するのか？──イメージと自己中心性
　４ どのようにしてイメージを自在に操るのか？
　　 ──イメージの操作
　COLUMN 3 子どもはテレビの映像をどう
　　 理解しているのか !?

第４章　いつから言葉を話せるようになった？
　　　　──言語発達
　１ なぜ「りんご」と聞いたらリンゴのこと
　　 だと理解できるの？
　　 ──「言葉がわかる」とは
　２ 話せるようになるには，どんな発達が必要？
　　 ──音を作ったり聞き分けたり
　３ 話せなくても「伝えたい！」……でも
　　 どうやって？──意図を分かち合う
　４ 幼児は中学校の英単語よりもはるかに
　　 多い語彙を身につける──語彙の発達
　５ 児童期以降の言葉の発達
　　 ──話す言葉から書く言葉へ
　COLUMN 4 テレビやビデオで言葉は育つ？

第５章　「気づいたら知っている」のは
　　　　どうして？──概念・素朴概念・
　　　　インフォーマルな学習
　１ 私たちは，なぜ初めてみた犬でも「犬」だ
　　 とわかるの？──概念・知識
　２ いつの間にか身についている知識
　　 ──素朴概念
　３ お風呂で100まで数えることができた？
　　 ──インフォーマルな学習
　４ 小学生になるまでにどんなことを
　　 身につけているの？
　　 ──乳幼児期の学びと認知発達
　COLUMN 5 お手伝いは良いことづくし！

第６章　「人の気持ちがわかる」って
　　　　何だろう？
　　　　──社会性の発達 
　１ 人の「心」はいつからわかるのか？
　　 ──心の理論
　２ 嘘をつくって難しい？──嘘の発達
　３ 善悪をどうやって判断するのか？
　　 ──道徳性の発達
　４ 「思いやり」って何だろう？
　　 ──向社会的行動と共感
　COLUMN 6 「共感」は取扱注意？

第７章　「私って何なんだろう」
　　　　そんな悩みはありませんか？
　　　　──パーソナリティの発達
　１ いつから自分のことがわかる？
　　 ──自己理解の発達
　２ 「どうしてこんなにしんどいの？」　　 
　　 ……その悩み，実は周囲も同じかも
　　 ──青年期のアイデンティティ
　３ 今の「わたし」はどんな状態？
　　 ──アイデンティティ・ステイタス
　４ 過去の「わたし」は何に直面してきた？
　　 そしてこれから先はどうなるの？
　　 ──エリクソンの発達課題
　COLUMN 7 アイデンティティを発達
　　 させる手助け？

第８章　学習＝勉強だと思っていませんか？
　　　　──学習理論
　１ 「学習＝勉強」ではありません！
　　 ──心理学における「学習」の意味
　２ 「パブロフの犬」は心理学？
　　 ──学習の基本的仕組み

　３ 見て学ぶ，周りから学ぶ──社会的学習
　４ 自ら学ぶ──自己調整学習
　COLUMN 8 学習理論を支援に活かす
　　 ──行動分析学のアプローチ

第９章　「やる気」って何だろう？
　　　　本当に必要なの？
　　　　──動機づけと学習行動
　１ やる気って何だろう？──動機づけとは
　２ 動機づけの量の差は行動の違いに
　　 つながる？
　　 ──動機づけは学習行動に影響するか
　３ 動機づけの質の違いは行動の違いに
　　 つながる？
　　 ──自律性や目標の異なる動機づけ
　COLUMN ９ 原因の考え方がやる気を
　　 変える？

第10章　テストだ！　ピンチだ！　覚えなきゃ！
　　　　──記憶のメカニズム
　１ 「覚えること」＝暗記なの？──記憶とは
　２ 授業の最初と最後の話は覚えている！
　　 ──記憶の二重貯蔵モデル
　３ 覚える時のコツ──記憶方略
　４ 頭の中だけで考えるって難しい！
　　 ──ワーキングメモリ
　COLUMN10 「もうすぐテストだ！」
　　 ──どのように勉強しますか？

第11章　「どうしよう……？」と困ったとき
　　　　の私たち
　　　　──問題解決と専門家としての成長
　１ 問題に直面したときの私たち
　　 ──問題解決
　２ 解決までの思考のあり方をとらえる
　　 ──問題解決のプロセス
　３ 問題解決から専門家としての成長へ
　　 ──熟達化
　COLUMN11 あなたは失敗を成功のもと
　　 にできますか？

第12章　学校にはどんな集団があった
　　　　だろう？
　　　　──友人関係や学級内の集団関係
　　　　　　がもたらすもの
　１ 友だちの多い人の特徴って？
　　 ──友情とパーソナリティ

　２ グループにはどんな特徴があるの？
　　 ──集団の構成原理と友人グループ
　３ 学級の雰囲気は大切なの？
　　 ──学級風土と学級の目標構造の効果
　４ 誰かと一緒だとがんばれる？
　　 ──他人との共同の効果
　COLUMN12 学級の人数は少ない方が
　　 いいの？

第13章　よい授業ができる先生になるために 
　　　　──学習指導と教員の資質
　１ よい授業，よい実践って何だろう？
　　 ──指導の基礎となる考え方
　２ 目的をもって授業実践を展開しよう
　　 ──さまざまな授業の形態
　３ よい教員にはどうやったらなれるの？
　　 ──教員のタイプと教員の資質
　COLUMN13 子どもたちと先生の仲の
　　 良さには要注意！
　　 ──学級崩壊につながりやすい教員　
　　　　 のタイプ

第14章　みんな気になる⁉　学校の成績
　　　　──教育評価
　１ 学校の成績は何のためにあるの？
　　 ──教育評価とは
　２ 評価はどうやって決まるの？
　　 ──教育評価の手段：
　　 　　評価方法の基礎知識
　３ テストだけじゃない！　新しい評価の方法
　　 ──教育評価の手段：真正の評価
　　 　　（オーセンティック評価）
　COLUMN14 あなたはどうやって評価する？

第15章　学校に馴染めない……　そんな時
　　　　に起こること──学校適応
　１ 学校に馴染めない・行けない子どもとは
　　 ──適応と不適応
　２ 自分が落ち着きやすい場所って？
　　 ──心の居場所
　３ 誰を頼ったらいいの？──教育相談
　COLUMN15 ギフテッドと呼ばれる子どもたち
　　 （発達障害）

あとがき
索　　引
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる教育心理学［第２版］

中澤 潤 編著

子どもの学びと適応について理解し，子どもを支え
るために必要な知識をわかりやすく解説。教師とし
て専門性を発揮し成長していくための，教育心理学
の基礎を学べる。大幅な加筆修正と新項目も加えた
最新版。

◎ 重要なトピックについて，見開き２ページでわかりやす
　 く解説
◎ 全体を通して教育心理学の主要な知見と考え方が理解
　 できる
◎ 学習指導要領の改訂等に合わせ，加筆・修正を行い，
 　新項目も加えた

B5判美装/232頁　定価：2,860円（本体2,600円+税）
ISBN 978-4-623-09378-6　2022年3月刊行

第２版の刊行にあたって
はじめに

Ⅰ　教育心理学の考え方
　１ 教育心理学：学びと適応を支える
　２ レディネスをふまえる：
　　 成熟論的アプローチ
　３ 経験がもたらす可能性：
　　 行動主義的アプローチ
　４ 認知的葛藤が認識を高める：
　　 構成主義的アプローチ
　５ 知識獲得としての学習：
　　 認知心理学的アプローチ
　６ 発達の最近接領域：
　　 社会文化的アプローチ
　７ 場と結びついた学び：
　　 状況論的アプローチ
　８ 身体と物理的環境の相互作用を
　　 通した学び：生態学的アプローチ

Ⅱ　学びの場とその移行
　１ 学びの連続性：スムーズな移行と接続
　２ 生活の中での学び：家庭での学び
　３ 遊びを通した学び：
　　 幼稚園・保育園・認定こども園での学び
　４ 学びの基本：小学校での学び
　５ 学びの深化：中学校での学び
　６ 進路の選択と自己発見：高校での学び
　７ 学校外での学び：習い事や塾
　８ 主体的な学び：大学での学び
　９ 学校教育の多様な形態：時空の広がり
　10 働くことの学び：仕事の中での学び
　11 学ぶ楽しみ：生涯学習の学び

Ⅲ　学びの理解①学びの意欲
　１ 動機づけ：
　　 どうやってやる気をだせばよいか？
　２ 内発的動機づけ：
　　 興味や楽しさからひきだすやる気
　３ 原因帰属：なぜやる気がでないか？
　４ 学習された無力感：
　　 自分でできるという気持ちの大切さ
　５ 自己効力感：実際にできるのと，
　　 やればできるというのは違う？
　６ 学習目標：やる気を支える目標

Ⅳ　学びの理解②学びのしくみ
　１ 記憶のメカニズム：
　　 どのように覚えるのか？

　２ 知識：物事の知識とやり方の知識
　３ 作業記憶：問題解決の場
　４ メタ認知：自分は分かっているのか？
　５ 実行機能：目標に向かって努力する
　　 ことを支える基盤
　６ 問題解決のモデル：
　　 どのように問題を解くのか？
　７ 領域固有性：学びは一般化できるか？
　８ 熟達化：より速く，よりうまく
　９ ９歳の壁：具体から抽象へ
　10 学習スキル：学びの基礎技法
　11 自己調整学習：自律的な学び
　12 分散認知：学びの共同化

Ⅴ　学びの理解③学びの諸相
　１ リテラシー：文字の獲得
　２ 文章読解：読みと理解
　３ 文章産出：
　　 どのようにして文を書くのか？
　４ 計数：数量の認識と数えること
　５ 初期算数：指を使ったら計算できる？
　６ バグ分析：
　　 考えの間違いを明らかにする
　７ 既有知識と理解：知識に縛られる

Ⅵ　学びの支援①学びの開発と体系化
　１ 授業過程：
　　 授業でどう学んでいるのか？
　２ 授業づくり：何をどう教えるか？
　３ カリキュラム：学びを体系化する
　４ カリキュラムの開発と評価：
　　 教育課程をつくる

Ⅶ　学びの支援②主体的な学びの授業
　１ 発見学習：
　　 自分で答えや解決法を見つける
　２ 有意味受容学習：
　　 既有知識に組み込む
　３ 仮説実験授業：
　　 科学研究のシミュレーション
　４ 協同学習：助け合いで学ぶ
　５ プロジェクト学習：
　　 自分たちの課題を追究する
　６ オープン・エデュケーション：
　　 壁のない教育？

Ⅷ　学びの支援③個に応じた学びの援助
　１ プログラム学習：
　　 個に応じたステップ学習

　２ 完全習得学習：みんなが分かる
　３ 習熟度別学習と小集団学習：
　　 学びへの工夫
　４ ティーム・ティーチング：補い合う指導
　５ 適性処遇交互作用：
　　 個人の特性に応じた教え方
　６ 知能検査：知的な個人差をとらえる
　７ 多重知能理論と情動的知性：
　　 多様な知能を生かす
　８ 非認知能力：
　　 乳幼児期の教育の重要性
 　9 創造性：発想と工夫を育てる

Ⅸ　適応の理解と支援①
　　自立と社会性の学び
　１ 虐待：基本的信頼関係をつくる
　２ 虐待を防ぐ：
　　 親へのサポートと早期発見
　３ 幼児・児童の仲間関係：
　　 友達のできる子，できない子
　４ 生徒の仲間関係：
　　 親からの自立と友達
　５ 性意識と性の受容：男の子・女の子
　６ 部活動：先輩と後輩
　７ 行動の善し悪しと思いやり：
　　 道徳性と向社会的行動
　８ 自我同一性の確立：自分を見つける
　９ キャリア教育：将来を見つける
　10 学級集団とその構造：
　　 集団としての子ども
　11 学級風土：どんなクラス？
　12 教師と子どもの人間関係：
　　 期待に応える子どもたち
　13 学校行事：個人，そして，みんなで
　　 頑張ることによる集団の成長・発達
　14 休日の子ども：
　　 休みをどう過ごしている？
　15 ＳＮＳと子ども：依存と予防

Ⅹ　適応の理解と支援②子どもを支える
　１ いじめ：シグナルに気づく
　２ 不登校：学校がつらい
　３ 摂食障害：やせたい……
　４ 非行：居所のなさ
　５ 学習障害：読めない，計算ができない
　６ 注意欠陥多動性障害：
　　 落ち着きのない子

　７ 自閉スペクトラム症：
　　 コンタクトがとれない
　８ 精神疾患：心の「病」を理解する
　９ 格差と貧困／ヤングケアラー：
　　 社会から子どもを孤立させないために
　10 生徒指導と教育相談：
　　 集団と個人へのかかわり
　11 アセスメントと援助チーム：
　　 援助の手立て
　12 スクールカウンセラー：
　　 悩みを受け止め支える
　13 特別支援教育：教育的支援を必要　
　 　する子どもの成長・発達を援助する
　14 特別支援教育コーディネーター：
　　 関係者をつなぎ，子どもを援助する
　15 インクルージョン：ともに生きる

Ⅺ　適応の理解と支援③
　　学びと適応の評価
　１ 観察：子どもの日常の評価手段
　２ 評価：うまく教えられたか，きちん
　　 と学べたか
　３ テスト：理解をはかるむずかしさ
　４ 学力：身についた力
　５ 関心・意欲の評価：
　　 やる気を測れるか？
　６ ポートフォリオとドキュメンテーション：
　　 成果の累積

ⅩⅡ　教師の成長
　１ 教師の役割：多様な仕事をこなす
　２ 反省的実践家としての教師：
　　 教師という職業
　３ 正統的周辺参加：
　　 エキスパート教師になる
　４ 実践研究：実践を省察する
　５ アクションリサーチ：
　　 働きかけと反応のサイクル
　６ 教師のビリーフ：
　　 教育って？　子どもって？
　７ 教師の認知的枠組み：
　　 子どもを見る視点の多様性
　８ 教師の人間関係：
　　 支え，支えられる中で
　９ 教師の精神衛生：燃え尽きないように
　10 感情労働：
　　 教師の仕事の特殊性を考える

さくいん
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絶対役立つ教育心理学［第２版］
―― 実践の理論，理論を実践

藤田哲也 編著

教育心理学の基本的な理論や知見を現場の実践でど
のように活用できるのかを，徹底的にわかりやすく
解説するテキスト。「教職課程コアカリキュラム」
に対応して，「学級集団づくり」「学習評価」「運動
発達」等についての内容を加えた最新版。

第０章　教育心理学について学ぶ意味
　　　　──本書が意図すること

　１ この本でみなさんに伝えたいこと
　２ 子どもは「伸びる」と信じる：
　　 ピグマリオン効果
　３ 子どもの個人差と向かい合う：
　　 適性処遇交互作用

第１章　学習のメカニズム
　　　　──条件づけとその応用

　１ 心理学における「学習」とは
　２ 「叱る」ことと「誉める」こと
　３ 子どもは教師を観察している

第２章　動機づけの基礎
　　　　──やる気を心理学的に捉える

　１ 動機づけの成り立ち
　２ 学習を妨げる動機づけ

第３章　動機づけの応用
　　　　──やる気を引き出し，持続させるには

　１ 多様な学習者の多様な動機づけを見取る
　２ 適切な学習計画を立てるために
　３ 評価と動機づけ

第４章　記憶の分類
　　　　──人間の記憶の多様性を考える

　１ 人間の記憶はどのように分類されているか
　２ 作動記憶における情報の「保持」と「処理」
　３ 手続記憶の獲得は学習者自身の実演で

第５章　記憶の理論を活かす
　　　　──効果的な「覚え方＝思い出し方」

　１ 「文脈」を利用する
　２ 情報を豊富にし，関連付ける
　３ どの記憶を使うかで，教え方を工夫する

第６章　学習方略
　　　　──子どもの自律的な学習を目指して

　１ 学習方略のタイプ
　２ 学習方略の使用を支える要因
　３ 学習方略の熟達

第７章　メタ認知と学習観
　　　　──学習を振り返り，コントロールする意義

　１ メタ認知と学習
　２ 学習観

第８章　発達の理論──発達を見つめる枠組み

　１ 教育心理学における発達
　２ ピアジェの認知発達の理論

第９章　乳・幼児期の発達──心の芽生え

　１ 育児の生物学的基盤と乳・幼児期の経験
　２ ことばの発達
　３ 領域固有な知能の発達と統合
　４ 教師や親にとって発達について
　　 知ることの意義

第10章　社会性・道徳性の発達
　　　　──社会への適応

　１ 仲間関係を通じて養われる社会性
　２ 道徳性の発達
　３ 学級集団における行動や
　　 発生しやすい問題

第11章　学級集団づくり
　　　　── 一人ひとりの変化成長のために

　１ 教育目標と望ましい学級集団
　２ 望ましい学級集団づくりの考え方と方法
　３ 学級集団づくりの実践例

第12章　読解力の発達と教育
　　　　──ことばを使いこなすために

　１ 人間はどのように文章を読解しているのか：
 　　読解プロセスとその発達
　２ 読解プロセスのモニタリングとコントロール
　３ 物知りの強み
　４ ことばを育む教育

第13章　青年期の発達──自己の形成

　１ 青年期に訪れるさまざまな変化
　２ アイデンティティの形成
　３ アイデンティティをめぐる問題
　４ キャリア形成との関連：まとめにかえて

第14章　「障害」の理解
　　　　──障害をもった人たちと，どう向き合うか

　１ 「障害」を理解する
　２ 障害をもつ子どもの教育を考える
　３ 教育現場で子どもたちを理解する

第15章　学習評価
　　　　──誰が何のために評価するのか

　１ さまざまな「評価」の役割と意義
　２ 誰が評価をおこなうか
　３ 自己評価をもっと活用しよう

初版あとがき／第２版あとがき
さくいん

〔コラム目次〕
　ほめられるとやる気をなくす？
　教師の責任
　テストの形式によって学習方略が変わる
　ピアジェの偉大さ
　発達の最近接領域という考え方
　運動発達
　書く力を育てる

ここが

ポイント
!!

◎ 「理論をどのように実践に活かせるのか」がわかる
◎ 各章が１回の授業で扱うのにちょうどよい内容・ペー
 　ジ数
◎ 「教職課程コアカリキュラム」に対応して内容を加筆
◎ 新しい章やコラムを設けて質量ともにパワーアップし
 　た
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子どもの社会性と心理・社会的適応を理解するため
の基礎的知識および，発達の道筋の特徴について学
ぶ。さらに学習指導，測定と評価等，具体例を示し
ながら，教師として必要な最新の動向・知見をわか
りやすく解説する。

吉田武男 監修

MINERVAはじめて学ぶ教職 5

教育心理学
濱口佳和 編著

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　教育心理学の基礎知識
第１章　教育心理学とは何か
　１ 心理学とは何か
　２ 現代心理学の歴史
　３ 現代の教育心理学の展開
　４ 教育心理学の方法

第２章　発達とは何か
　１ 発達という概念 
　２ 発達の規定要因①――遺伝的要因
　３ 発達の規定要因②
　　 ――環境的要因とその働き
　４ 遺伝・環境論争
　５ 行動遺伝学の知見

　第Ⅱ部　発達の道筋への理解
第３章　胎生期から乳児期の発達
　１ 胎生期の発達
　２ 乳児期の身体・運動能力の発達
　３ 乳児期の感覚能力の発達
　４ 乳児期の言語の発達 

第４章　幼児期の発達
　１ 運動の発達 
　２ 感情の発達 
　３ 認知と言語の発達 
　４ アタッチメントの発達
　５ 社会性の発達 

第５章　児童期の発達
　１ 身体・運動能力の発達
　２ 認知の発達
　３ 社会性の発達
　４ 仲間関係と社会的行動の発達
　５ 自己概念の発達

第６章　青年期の発達
　１ 身体の発達
　２ 認知能力の発達
　３ アイデンティティ・自己意識の発達
　４ 人間関係の発達

　第Ⅲ部　学習指導の理論と方法
第７章　学習のメカニズム
　１ 行動主義と学習
　２ 古典的（レスポンデント）条件づけ
　３ オペラント（道具的）条件づけ
　４ 学習の認知説

第８章　記憶と問題解決
　１ 学習を支える記憶
　２ 記憶の方略
　３ 一般的問題解決
　４ 数学的問題解決

第９章　動機づけと学習意欲
　１ 動機づけと欲求
　２ 学習意欲（学習動機づけ）
　３ 自律的動機づけ
　４ 達成場面における“目標”とは
　５ 原因帰属
　６ 知能観と学習意欲
　　 ――子どもを無気力にしないために

第10章　教授法と教育評価
　１ 教授法①
　　 ――個の学習に焦点を当てた理論・
　　　　 技法
　２ 教授法②
　　 ――集団における学習過程に焦点を
　　　　  当てた技法
　３ 教授の効果に影響を与える要因
　４ 教育評価

第11章　知能と創造性
　１ 知能とは何か
　２ 知能の測定
　３ 知能と学力
　４ 創造性とは何か

第12章　学級集団 
　１ 学級とは何か
　２ 教師と子どもの関係
　３ 学級運営と学級のアセスメント
　４ 学級運営と活動

第13章　パーソナリティと性格検査
　１ パーソナリティとは何か
　２ パーソナリティの諸理論
　３ パーソナリティの測定

　第Ⅳ部　支援のための教育心理学
第14章　問題行動と心理的支援
　１ 問題行動とは何か
　２ さまざまな問題行動
　３ 問題行動の理解と対応
　　 ――心理的アプローチ
　４ 問題を「予防する」という視点

第15章　神経発達障害と特別支援教育
　１ 神経発達障害とは何か
　２ 知的能力障害
　　 （知的発達症／知的発達障害） 
　３ 自閉スペクトラム症／
　　 自閉症スペクトラム障害
　４ 注意欠如・多動症／
　　 注意欠如・多動性障害
　５ 限局性学習症／限局性学習障害
　６ 教育的ニーズに合った特別支援教育 

索　引

ここが

ポイント
!!

◎ 教職科目「幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の
　 過程」に対応
◎ 図表を豊富に掲載
◎ 最新の動向・知見を踏まえたスタンダードなテキスト
◎ 教職志望の学生，心理学を専攻する学生，学校現場の教
　 員に必携の書
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ISBN 978-4-623-08187-5　2019年3月刊行

コアカリキュラムに則り，授業を実施できるよう 11
章に分けて解説。今日の教育現場における児童理解・
学習支援の実践のための基礎から専門的な知識まで
様々な観点で詳説する，教職をめざす学生から研究
者まで必読の一冊。

原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座 教職教育編 4

教育心理学
神藤貴昭／橋本憲尚 編著

はじめに

第１章　発達の捉え方
　１ 発達とは
　２ 知的発達
　３ 社会性の発達

第２章　パーソナリティの形成
　１ パーソナリティとは何か
　２ 類型論
　３ 特性論
　４ 精神分析論からみるパーソナリティ
　５ パーソナリティの測定

第３章　実践活動における学習
　１ 経験から学ぶということ
　２ 野外活動における学び
　３ 芸道における学び

第４章　知性の捉え方と学力観
　１ 教育改革と新しい学力観
　２ 知能研究の流れ
　３ 新しい知性の捉え方

第５章　学習の基礎としての情報処理
　１ 処理される情報の型
　２ 情報処理の方略
　３ 処理された情報の貯蔵庫
　４ 効果的な学習のための情報処理の工夫

第６章　教科学習における理解と指導
　１ 教科学習の認知基盤
　２ 読みの指導
　３ 算数・数学の指導
　４ 科学的概念の獲得と指導

第７章　動機づけ
　１ 内発的動機づけと外発的動機づけ
　２ 認知と動機づけ
　３ 環境と動機づけ
　４ 動機づけを高める教育実践

第８章　自己調整学習
　１ 自己調整学習とは何か
　２ 自己調整学習を支える心理的要素
　３ 自己調整学習者を育成する授業
　４ 他者との関わりで育つ自己調整学習の力

第９章　教育評価の意義と方法
　１ 教育評価の意義と働き
　２ 客観テストと集団準拠評価
　３ 目標準拠評価
　４ パフォーマンスに基づく評価

第10章　仲間関係・学級集団
　１ 仲間関係の様相と発達
　２ 学校，地域，インターネットにおける仲間関係
　３ 代表的な学級集団の理解法
　４ 仲間関係の諸問題
　５ よりよい仲間関係を育てる教育

第11章　教師と児童生徒のコミュニケーション
　１ 児童生徒のコミュニケーション能力
　２ 学校における対人関係
　３ 教師が学級に及ぼす影響力
　４ 教師のコミュニケーション能力と学級運営
　５ 児童生徒のコミュニケーション能力を育てる環境

人名索引
事項索引

ここが

ポイント
!!

◎ 新学習指導要領に対応した最新の内容
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 〈教職教育編〉は小学校・中学校の教員をめざす学生
　 のための入門テキスト
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教育心理学
田爪宏二 編著

「主体的，対話的により深く」学べる教職課程シリー
ズ第２巻。ディスカッション課題やワーク，ノート
ページを豊富に設けた演習形式で，教育心理学の基
礎理論から教育実践への応用までをやさしく解説。
教員採用試験対策にも対応したテキスト。

はじめに

第１講　教育心理学とは
　１ 教育心理学とは
　２ 教育心理学の研究方法
　３ 心理テストから考える教師像
　４ 本講のまとめ
　【知っておくと役立つ話】 心理テストを信じる？
　　　──性格と心理テスト

第２講　心身の発達①
　　　　発達の基礎的な理論と乳幼児期の発達
　１ 発達の基礎理論
　２ 小学校入学までの乳幼児期の発達
　３ それぞれの歴史をもった子どもといかに
　　 向き合うか
　【知っておくと役立つ話】 実行機能ってなんだろう？

第３講　心身の発達②児童期
　１ 児童期とは
　２ 児童期における思考，情動の発達
　３ 児童期における対人関係
　４ 児童期の課題
　【知っておくと役立つ話】 メンタライゼーション
　　　「自己や他者を適切に理解する」って
　　　どういうこと？？

第４講　心身の発達③青年期以降
　１ 青年期における身体発達
　２ 青年期における対人関係の発達
　３ 青年期の発達主題：
　　 アイデンティティの統合
　４ 成人期以降の発達
　【知っておくと役立つ話】 「青年期」の誕生

第５講　学びのメカニズム①学習と知識獲得
　１ 学習とは？
　２ 学習理論の系譜
　３ 学習による知識の獲得
　【知っておくと役立つ話】 応用行動分析学（ABA）

第６講　学びのメカニズム②
　　　　認知的情報処理と記憶
　１ 認知的情報処理
　２ 記憶のメカニズム
　３ 認知的情報処理，記憶の理論と教育
　【知っておくと役立つ話】 潜在記憶とプライミング効果

第７講　学びのメカニズム③
　　　　動機づけと学習
　１ 動機づけ研究の概要と理論
　２ 期待×価値理論
　３ 達成目標理論
　４ 自己決定理論
　５ 自己調整学習と動機づけ
　６ 学習の水準とエンゲージメント
　【知っておくと役立つ話】 学習意欲を高める
　　　動機づけ調整方略

第８講　教育心理学と教育実践①
　　　　認知発達と学習支援
　１ 認知心理学とは何か
　２ 認知心理学に基づく学習
　３ 授業づくりへの視点
　【知っておくと役立つ話】  脳トレプログラムは
　　　効果があるか？

第９講　教育心理学と教育実践②
　　　　学級集団と学習支援
　１ 学級集団とは
　２ 学級集団における教師の影響
　３ 児童・生徒同士の対人関係
　４ 学級集団と学習の形態
　５ 集団で学ぶ意味
　【知っておくと役立つ話】 権威への服従

第10講　教育心理学と教育実践③
　　　　個性や個人差と学習支援
　１ 個性，個人差とは
　２ 性格の個性と個人差
　３ 認知の個性と個人差
　４ 個性や個人差を生かした学習支援
　【知っておくと役立つ話】 教師の「思考スタイル」

第11講　教育心理学と教育実践④教育評価
　１ 教育評価
　２ 教育評価の方法
　３ 知能の評価
　４ 教育評価における注意点
　【知っておくと役立つ話】 偏差値について

第12講　特別な支援と教育心理学①
　　　　障害の基本的理解と学校教育における
　　　　配慮
　１ 文部科学省の調査統計
　２ 知的障害

　３ 注意欠如・多動性障害（ADHD）
　４ 自閉症スペクトラム障害（ASD）
　５ 学習障害（LD）
　６ 保護者と協働
　【知っておくと役立つ話】 ペアレント・トレーニング
　　　とペアレント・プログラム

第13講　特別な支援と教育心理学②
　　　　困難さを抱える子どもへの教育的支援
　１ 対人関係の支援
　２ 動機づけの支援
　３ 注意の問題への支援
　４ ワーキングメモリの個人差と支援
　５ 認知処理の個人差と支援
　６ 移行期の支援
　７ 個別の指導計画
　【知っておくと役立つ話】 発達障害と不登校

第14講　子どもの情緒・適応の理解と
　　　　心理的支援
　１ 児童期〜青年期の社会性の発達や適応の
　　 特徴における課題
　２ 児童・生徒を取り巻くさまざまな社会的
　　 問題
　３ 児童・生徒の間で生じている問題
　４ 児童・生徒の社会性の発達と適応に
　　 関する基礎理論
　【知っておくと役立つ話】 「チームとしての学校」で
　　　支える学校教育とは？
　　　――それぞれの立場で子ども理解を
　　　　　 深め，チームで問題解決を目指す

第15講　学校教育を取り巻く諸問題と
　　　　教育心理学
　１ 学びをめぐる現代的課題
　２ 発達をめぐる現代的課題
　３ 学校教育をめぐる心理臨床的課題
　４ 教師をめぐる現代的課題
　５ 本講のさいごに
　【知っておくと役立つ話】 ソーシャル・キャピタル
　　　とセルフ・コンパッション

復習問題の解答
索　引

ここが

ポイント
!!

◎ 簡潔でやさしくわかりやすい講義形式の教職教材
◎ 豊富な図解資料と簡潔な解説
◎ アクティブラーニングを意識した「演習コーナー」
◎ 復習と発展学習で理解を深める構成
◎ 教員採用試験を視野に入れた「理解度チェック問題集」
◎ 「語句説明」，「重要語句」，「人名解説」など豊富に掲載
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学校における諸問題と対応の仕方をケースごとに解
説する。旧版の簡潔でわかりやすい講義形式はその
ままに，各種データを更新し，諸制度の改変や 12
年ぶりに改訂された「生徒指導提要」に対応した。
教職をめざす初学者に最適の教科書。

◎ 生徒指導提要改訂を踏まえた内容
◎ 教育現場の事例による「ディスカッション課題」で
　 アクティブラーニング形式の学習が行える
◎ 先生の発言や板書を書き込める「ノートテイキング
　 ページ」で理解を深める
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教育相談［第２版］
森田健宏／吉田佐治子 編著

ここが

ポイント
!!

本チラシの情報は2023年9月時点のものです

第１講　教育相談とは
　１ 教育相談の必要性と意義
　２ 教育相談に携わるさまざまな立場と
　　 役割
　３ 教育相談の段階的な取り組み
　４ 教育相談が必要な機会と手段
　５ 教育相談における課題解決にあたって
　　 の留意点

第２講　カウンセリングの理論
　１ カウンセリングとは，どのようなものか？
　２ カウンセリングに関する各種理論
　３ 教師がカウンセリングに携わるには

第３講　カウンセリングの技法
　１ 教育相談の実践とカウンセリング技法
　２ 非言語的コミュニケーション技法
　３ 質問の技法
　４ 反映技法
　５ その他のカウンセリング技法

第４講　学校における諸課題とその対応①
　　　　いじめ
　１ いじめの現状
　２ いじめの集団要因
　３ いじめ加害者の理解と対応
　４ いじめ被害者の理解と予防教育

第５講　学校における諸課題とその対応②
　　　　不登校
　１ 不登校の現状
　２ 不登校に関する生徒指導の重層的支援
　３ 不登校の支援

第６講　学校における諸課題とその対応③
　　　　虐待，自殺，いのちの教育への対応
　１ 児童虐待とその対応

　２ 子どもの自殺とその対応
　３ いのちの教育

第７講　学校における諸課題とその対応④
　　　　少年非行への対応
　１ 少年法の改正と生徒指導観の変化
　２ 少年非行はなぜ起きるのか
　３ 少年法と少年事件の手続き
　４ 子どもの人権の視点から見た少年非行
　５ 学校における非行対応の留意点

第８講　学校における諸課題とその対応⑤
　　　　発達障害への対応
　１ 学習面や行動面の困難さと発達障害
　２ 発達障害に関する理解
　３ さまざまな発達障害の特徴
　４ 発達障害のある子どもへの対応
　５ 学校における組織的な対応

第９講　学校における諸課題とその対応⑥
　　　　心の病への対応
　１ 児童期に生じやすい心の病
　２ 青年期に生じやすい心の病
　３ ストレスの理解
　４ 児童期〜青年期に多くみられる
　　 心の病気

第10講　校内連携・専門機関や地域との連携
　１ 「チーム学校」と連携について
　２ コンサルテーション
　３ 専門機関や家庭・地域との連携
　４ 情報共有と個人情報保護
　５ 教師個人が行うよりよい連携づくり
　６ システム理論からみる機関連携

第11講　教育相談におけるアセスメント①
　　　　行動観察法・面接法
　１ アセスメントとは
　２ 行動観察法
　３ 面接法
　４ 方法論としての面接法
　５ 行動観察や面接で子どもの何を
　　 見取るのか

第12講　教育相談におけるアセスメント②
　　　　心理検査法の理解
　１ 心理検査とはどのようなものか
　２ 心理検査の種類
　３ 心理検査を実施する前に行っておく
　　 べきこと
　４ 環境の調整
　５ 検査結果のフィードバックと活用の
　　 留意点

第13講　家庭の理解と保護者への支援
　１ 子どもと家庭
　２ 保護者への対応

第14講　キャリア教育と進路相談
　１ キャリア教育
　２ キャリアパスポート
　３ 進路相談

第15講　講義のまとめ
　　　　――これからの教育相談
　１ さらなる課題
　２ 教師のメンタルヘルス
　３ 教育相談が目指すもの

NOW
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教育相談
高柳真人／前田基成／服部 環／吉田武男 編著

本書では課題を有する子どもの適応支援という側面
と，すべての子どもの成長・発達につながる個性化，
社会化という開発的側面を取り上げる。教育相談を
学ぶうえで，大切な考え方や進め方に関する理解を
深めるための最新テキスト。

監修者のことば
はじめに

　第Ⅰ部　教育相談の基礎
第１章　教育相談の理解
　１ 教育相談とは
　２ 教育相談の種類
　３ 教育相談の担い手
　４ 教育相談を支える心理学
　５ 教育相談の意義
　コラム① 「嫌われる勇気」と教育相談

第２章　教育相談の基礎理論
　１ 教育相談に生かせる臨床心理学の理論
　２ 精神分析理論
　３ 行動療法・認知行動療法の理論
　４ 人間性中心療法・人間性心理学
　コラム② 隣の芝生

第３章　教育相談の方法
　１ 傾聴技法
　２ 面接のモデルと技法の学び方
　３ 具体的場面の相談
　コラム③ 映画を見て感じたこと，
　　　　　 気づいたこと

　第Ⅱ部　子どもや子ども世界の理解
第４章　子どもの発達段階とその課題
　１ 子どもの発達をめぐる考え方
　２ 乳幼児期の発達と課題
　３ 児童期の発達と課題
　４ 青年期の発達と課題
　コラム④ 遊びと発達

第５章　子ども理解の意義と方法
　１ 子ども理解とは
　２ 子ども理解の方法
　３ 子ども理解力を高める
　コラム⑤ 「となりのトトロ」のメイとさつき

第６章　アセスメントの実際
　１ 心理検査の種類

　２ 心理検査の標準化
　３ 検査結果の表示方法
　４ 知能の構造――知能観の変遷
　５ 知能検査の実際
　　 ――日本版WISC-IVと日本版KABC-II
　コラム⑥ Big Five尺度を体験する

　第Ⅲ部　子どもの抱える困難さへの対応
第７章　反社会的行動の理解と対応
　１ 反社会的行動とは
　２ 反社会的行動の背景
　３ 各反社会的行動の理解と対応
　４ 反社会的行動を未然に防ぐためには
　コラム⑦ ヤンキー文化の魅力

第８章　非社会的行動の理解と対応
　１ 非社会的行動の理解
　２ 非社会的行動の問題性
　３ 非社会的行動への対応
　４ 非社会的行動の周辺
　コラム⑧ 非社会性の内側

第９章　特別な支援を必要とする子どもの
　　　　理解と対応
　１ 特別な支援を必要とする子どもとは
　　 どんな子どもたちか
　２ 発達障害のある子どもの特徴
　３ 特別な支援を必要とする子どもの理解
　　 の方法
　４ 特別な支援を必要とする子どもへの支援
　５ 特別な支援を必要とする子どもの
　　 保護者への対応
　コラム⑨ 「障害」をめぐる用語の動向

第10章　教育相談に生かせる
　　　　カウンセリングの理論
　１ 行動療法とは
　２ 学習理論
　３ 行動療法の実際
　４ 論理療法の実際
　コラム⑩ 心の「問題」よりも精神的に
　　　　　 支える

　第Ⅳ部　教育相談の展開
第11章　チームで行う教育相談
　１ 「チームで行う教育相談」を学ぶ前に
　２ チームで行う教育相談の進め方
　３ チームで行う教育相談の課題
　コラム⑪ 困難を抱える教師を支えるもの

第12章　育てる教育相談
　１ 育てる教育相談――意義と必要性
　２ 育てる技法――スクール（学校）・
　　 コーチングとヘルピング
　３ 構成的グループエンカウンター
　　 ――授業の活用
　４ 心理教育の活用
　　 ――授業・カウンセリング
　５ 心理的アセスメントの活用
　　 ――個別・集団
　６ 育てる教育相談
　　 ――展開上の留意点と意義
　コラム⑫ 心理教育的なたよりの発行例

第13章　教師の成長と教育相談
　１ 教師の成長
　２ 教師のストレス
　３ カウンセリングマインド
　４ 教師の成長と教育相談
　コラム⑬ 教師の一言

第14章　学校教育と教育相談
　１ 教育相談にかかわる臨床心理学への
　　 批判的言説
　２ 日本の学校教育の諸相
　３ 日本の学校教育における教育相談
　コラム⑭ 思考停止を予防する雑考の
　　　　　 すすめ

巻末資料
索　引

ここが

ポイント
!!

教
育
相
談

◎ 最新の教職課程コアカリキュラム「教育相談（カウン
 　セリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び
 　方法」に準拠
◎ 教職を目指す学生および現職の教師に必携のテキスト



A5判美装/240頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08195-0　2019年5月刊行

原 清治／春日井敏之／篠原正典／森田真樹 監修

新しい教職教育講座 教職教育編 12

教育相談
春日井敏之／渡邉照美 編著

コアカリキュラムの目標に則り幅広く解説する。教
育相談はどのような困難や課題に対応しようとする
のか。具体例をもとに指導の礎となる考え方や専門
知識が身につくようにわかりやすく解説した。教職
を目指す学生必読の一冊。

はじめに

第１章　教育相談の歴史と変遷
　１ 教育相談への歴史的視点
　２ 教育相談とカウンセリングの誕生
　３ 戦前・戦中の日本における職業指導としての「教育相談」
　４ 戦後日本の教育相談とその展開

第２章　子どもの生きづらさと教育相談
　１ 教育相談が対応する児童生徒の困難や課題
　２ 子どもの生きづらさ
　３ 成長にともなう生きづらさ
　４ 生きづらさに関わりのある指標
　５ 不登校への対応にみる生きづらさ

第３章　教育相談とカウンセリング
　１ 教師に求められる臨床的視点とは
　２ ｢聴く」ということ，「待つ」ということ
　３ スクールカウンセラー――導入から現在まで
　４ ＳＣとスクールソーシャルワーカー

第４章　教育相談と生徒指導
　１ ｢生徒指導」とは
　２ ｢問題行動」とは何か
　３ 積極的生徒指導としての教育相談
　４ 指導と受容の融合
　５ チーム支援体制の確立

第５章　教育相談とチーム支援
　１ 教育相談から考えるチーム支援のあり方
　２ 事例でみるチーム支援の働き
　３ 教育相談による児童生徒最優先のチーム支援

第６章　教育相談とピア・サポートの可能性
　１ 教育相談におけるピア・サポートの可能性
　２ ピア・サポートの歴史と動向
　３ 学校におけるピア・サポート
　４ ピア・サポートプログラムの構造
　５ ２次支援・３次支援の必要な児童生徒にとってのピア・サポート

第７章　教育相談における認知行動療法の可能性
　１ 人間の４つの機能
　２ 認知機能からのアプローチ

第８章　教育相談と学級づくり
　１ 学校教育の目標と教育相談
　２ 学級づくりの目的と教育相談

　３ 生徒指導と教育相談
　４ 子どもへの関わりの基盤としてのアセスメント
　５ いまの時代に求められること
　６ 学級の様態とリーダーシップ
　７ 学級づくりを導く理論
　８ 発達の包括的支援

第９章　教育相談と問題行動への指導・支援
　１ 子どもの問題行動とは何か
　２ 問題行動と教育相談
　３ いじめ・暴力と教育相談
　４ 共存的他者としての教師像

第10章　教育相談とインクルーシブ教育
　１ 特別な支援を必要とする子ども
　２ 特別支援教育
　３ 発達障害
　４ インクルーシブ教育
　５ インクルーシブ教育と連携

第11章　なぜ保護者との向き合い方に悩むのか，どう自信をつけていくか
　１ 連絡帳事件
　２ 好きでなった教師だけど……悩む
　３ ヘリコプター・ペアレント
　４ ｢指摘・お尋ね」「要望」「苦情」そして「イチャモン（無理難題要求）」
　５ 教師は理屈，保護者は思い――怒りのこぶしの源には？
　６ 注意！ 対応が難しいケースもある
　７ 保護者は怖い !?――向き合うことでつながれる部分がある
　８ ｢40分の１」と「１分の１」の違い
　９ 教師になることを目指したこころざしを胸に
　10 対話をしよう

第12章　教育相談の担い手である教師が子どもを支える仕組み
　１ チーム学校時代の教師の役割
　２ チームによる子どもの援助
　３ 教師の連携を疎外するもの――なぜ連携がうまくいかないのか
　４ チームで子どもを支えるためには

第13章　教育相談とリスクマネジメント
　１ 学校教育におけるリスクマネジメント
　２ 学校教育における教育相談と政策動向
　３ 子どもとの出会いと学級担任――学校教育相談の構造に触れて
　４ 具体的な問題事象・状況へのリスクマネジメントと教育相談

索　引
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◎ 新学習指導要領に対応した最新の内容
◎ コアカリキュラムにも準拠
◎ 〈教職教育編〉は初等・中等教育までを取り上げる
◎ 多くの事例や図表を使ってわかりやすく解説
◎ 実際に教育相談に携わってきた経験ゆたかな執筆陣に
　 よる実践的な内容
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B5判美装/212頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08629-0　2024年2月刊行

基本から新しい知見までを解説し，司法・犯罪領域
で働く心理職に求められる知識や視点をしっかり学
ぶ。豊富な図表に加え「語句解説」「考えてみよう」
等を設定，「授業で→試験前に→現場に出てからも」
活用できる。ブループリント掲載語句も網羅した。

◎ 司法・犯罪心理学の基本から新しい知見までをわかり
　 やすく提供する
◎ ブループリント（公認心理師試験出題基準）掲載語句
　 を網羅。さらに関連法規の紹介に加え，その他重要語
　 句も厳選し紹介

下山晴彦／佐藤隆夫／本郷一夫 監修

公認心理師スタンダードテキストシリーズ 19　

司法・犯罪心理学
原田隆之 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
はじめに

第１章　犯罪心理学の誕生と社会学的犯罪論
　１ 犯罪行動研究の基本的枠組み
　２ 初期の犯罪心理学研究
　３ 社会学的犯罪理論の展開

第２章　新しい犯罪心理学
　１ 犯罪心理学の進歩
　２ 新しい犯罪心理学の潮流
　３ 活動の倫理

第３章　犯罪原因論とリスクファクター
　１ 犯罪原因論の系譜
　２ リスクファクター（リスク因子）と保護因子からみた
　　 非行・犯罪
　３ リスク因子アプローチと原因論・臨床実践の未来

第４章　少年非行
　１ 少年非行の現状
　２ 少年司法機関
　３ 少年司法機関で働く心理職

第５章　刑事司法
　１ 刑事司法とは何か
　２ 刑事司法に関連する組織の機能と人々
　３ わが国の刑事司法の現状
　４ 刑事司法の最近のトピック

第６章　アセスメント
　１ 非行・犯罪のアセスメント
　２ リスクアセスメント
　３ わが国の現状とリスクアセスメントのこれから

第７章　精神障害
　１ 責任能力と医療観察制度
　２ 精神障害と犯罪
　３ さまざまな精神障害

第８章　犯罪・司法臨床と認知行動療法
　１ 認知行動療法の理論と技法
　２ 認知行動療法の手続きと応用
　３ 動機づけ面接法の理論と実践

第９章　施設内処遇
　１ 施設内処遇の目的
　２ 非行少年や犯罪者を収容する施設の種類
　３ 収容処遇施設の機能
　４ 各施設で行われている処遇の特徴

第10章　社会内処遇
　１ 社会内処遇と心理学
　２ 社会内処遇の制度
　３ 社会内処遇での心理支援
　４ 社会内処遇での連携
　５ 犯罪・非行の予防
　６ 社会内処遇での心理学の重要性

第11章　捜査と裁判
　１ 捜査と心理学の関わり
　２ 被疑者の取調べと司法面接
　３ 精神鑑定と心理学鑑定

第12章　犯罪被害者支援
　１ 犯罪被害者支援の歴史
　２ 犯罪被害者のおかれる状況，心理および必要な支援
　３ 犯罪被害者等基本法
　４ 様々な機関での支援と制度
　５ 心理面接

第13章　家事事件
　１ 家事事件の概要と離婚をめぐる手続
　２ 離婚時の親子の心理と支援の現状
　３ 面会交流（親子交流）

引用文献・参考文献
｢考えてみよう」回答のためのヒント
索　　引

近　刊



A5判美装/232頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08719-8　2020年11月刊行

公認心理師カリキュラムの必修科目「司法・犯罪心
理学」に対応したテキスト。理論的・統計的・法制
的側面からみる基礎的知識，各専門機関の役割と心
理職の実務，今日的な課題や実践などを紹介する。

川畑直人／大島 剛／郷式 徹 監修

公認心理師の基本を学ぶテキスト 19

司法・犯罪心理学
―― 社会と個人の安全と共生をめざす

門本 泉 編著

公認心理師の基本を学ぶテキスト 監修者の言葉

序　章　司法・犯罪心理学の実践を学ぶ
　１ 司法・犯罪心理学が扱うもの
　２ 本書の目的と構成
　３ 司法・犯罪心理学の可能性
　コラム 条約と司法・犯罪心理学

　第Ⅰ部　概論
第１章　犯罪とは？
　　　　──犯罪・非行理論を概観する
　１ 犯罪とは？
　２ 古典派
　３ 実証主義
　４ 緊張理論
　５ 統制理論
　６ 学習理論
　７ ラベリング理論
　８ ライフコース理論
　９ 犯罪理論と司法・犯罪心理学の実践

トピックス１　反社会性パーソナリティ障害や
　　　　　　　サイコパスの心理アセスメント

第２章　犯罪・非行の実態
　　　　──日本の犯罪・非行の状況を知る
　１ 犯罪・非行をどのようにしてとらえるか
　２ 犯罪の類型と発生状況
　３ 犯罪者特性と犯罪の動向
　コラム 世界的に見ても安全で清廉な日本

第３章　日本の刑事政策
　　　　──犯罪・非行を起こした人は
　　　　　　どうなるのか？
　１ 成人による刑事事件の流れ
　２ 非行少年に関する手続きの流れ
　３ 新規立法の動向
　コラム 修復的司法（Restorative Justice）

トピックス２　司法精神鑑定

　第Ⅱ部　司法・犯罪心理学の現場
　　　　　──心理的援助はどこで行われるか
第４章　警察の中での心理学・心理職
　　　　──専門性を活かすために
　１ 刑事司法，そして社会の中での警察の
　　 役割とその特徴

　２ 警察での心理職と関連領域
　３ 心理学の専門性を警察の職域で
　　 活かすために
　コラム 都道府県警察本部と大学研究者との
　　　　 共同研究

第５章　家庭裁判所
　　　　──少年と家庭の将来を見据えた
　　　　　　司法的解決を目指して
　１ 家庭裁判所と家庭裁判所調査官
　２ 少年事件における家庭裁判所調査官の
　　 活動の実際
　３ 家事事件における家庭裁判所調査官の
 　　活動の実際
　コラム 裁判員裁判と少年事件

第６章　矯正──施設内処遇から社会復帰へ
　１ 少年矯正
　２ 成人矯正
　３ 矯正における心理支援の特徴
　コラム 被害者等通知制度

トピックス３　加害者臨床で重要視していること
　　　　　　　──精神科医の立場から

第７章　更生保護
　　　　──地域社会における指導と支援
　１ 更生保護とは
　２ 指導と支援の実際
　３ 更生保護における課題
　４ 今後の展望
　コラム 医療観察制度

第８章　児童福祉
　　　　──少年非行と児童虐待が交錯する
　　　　　　臨床の最前線
　１ 児童福祉と犯罪心理学
　２ 児童相談所の心理職
　３ 児童福祉施設の心理職

トピックス４　逸脱の医療化と生物学的モデル

　第Ⅲ部　司法・犯罪心理学の今日的課題と
　　　　　実践
第９章　犯罪者と犯罪性のアセスメント
　　　　──再犯の可能性を予測する
　１ 刑事施設における受刑者のアセスメント
　　 ──法的根拠と実際の業務

　２ 再犯予測と処遇選択
　３ 日本の犯罪・非行領域におけるリスク
　　 アセスメントの実践
　４ まとめと課題
　コラム１ ＲＮＲモデル以外の理論や枠組
　コラム２ 諸外国で用いられている
　　　　　 リスクアセスメントツール

第10章　行動変容
　　　　──嗜癖・依存への心理学的アプローチ
　１ 行動変容の心理学的アプローチ
　２ 司法・犯罪分野における嗜癖・依存の問題
　３ 嗜癖・依存への心理学的アプローチの実践
　コラム 否認や抵抗への心理学的アプローチ

第11章　司法面接
　　　　　──司法場面における子どもへの
　　　　　　　面接と多職種の協働
　１ 司法場面における子どもへの面接
　２ 司法面接とは
　３ 捜査・司法手続きにおける供述弱者への
　　 包括的支援を目指して
　コラム いじめの加害・被害確認への司法
　　　　 面接の活用

トピックス５　離婚における傷つき

第12章　犯罪被害者支援と援助者の二次的
　　　　外傷性ストレス
　　　　──犯罪被害者等の現状と実践的
　　　　　　アプローチ
　１ 犯罪被害者支援の概要
　２ 犯罪被害者等への支援の実際
　３ 援助者の二次的外傷性ストレス
　コラム 刑法改正について
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◎ 公認心理師カリキュラムの必修科目「司法・犯罪心理学」
　 に対応
◎ シリーズ（全23巻）の１巻として，他の巻と合わせて読むこ
　 とでより理解が深まる
◎ 授業の教科書，試験対策として使えるだけでなく，心理職
　 として現実的に働くときに意味を持つ視点や考え方，知識
　 を学べる



A5判美装/232頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08720-4　2020年4月刊行

公認心理師カリキュラムの必修科目「産業・組織心
理学」に対応したテキスト。諸理論の内容と意義，
理論を実践的に用いる考え方，臨床場面での活動や
そのための技術・態度を理解することを目指す。

川畑直人／大島 剛／郷式 徹 監修

公認心理師の基本を学ぶテキスト 20

産業・組織心理学
―― 個人と組織の心理学的支援のために

加藤容子／三宅美樹 編著

公認心理師の基本を学ぶテキスト 監修者の言葉
序　章　産業・組織心理学を学ぶ意義
　１ 産業・組織心理学とは
　２ 産業・組織心理学をとりまく現状
　３ 本書の概要
　第Ⅰ部　産業・組織を理解する
第１章　組織とは──組織の運営 ･ 管理と組織 - 個人の
　　　　心理学的アセスメント
　１ 組織とは
　２ 組織の運営と管理
　３ 組織 - 個人の心理学的アセスメント
第２章　組織における労働契約・法規
　　　　──産業・労働分野の基本となる法とは
　１ 労働契約とコンプライアンス
　２ 産業・労働分野における安全衛生管理の制度と専門職
　３ 産業・労働分野における法律
　第Ⅱ部　産業・組織における人を理解する
第３章　キャリア──働く人々を理解・支援するための
　　　　理論と概念
　１ キャリアとは
　２ キャリア発達
　３ キャリア開発
第４章　ワーク・モティベーションと組織コミットメント
　　　　──個のパフォーマンスを支えるもの
　１ ワーク・モティベーション
　２ 組織コミットメント
第５章　リーダーシップ──集団活動への効果的な影響力の
　　　　ために
　１ リーダーシップとは
　２ リーダーシップ研究の変遷と理論
　３ 組織で求められるリーダーシップとその開発
第６章　職場の人間関係
　　　　──人と人とをつなげて組織を支えるもの
　１ グループ・ダイナミックス
　２ コミュニケーション
　３ チームワーク
第７章　職業性ストレスとメンタルヘルス──働く人のストレス
　　　　との付き合い方を理解する
　１ ストレスとは
　２ 職場のストレス要因とメンタルヘルスの問題

　３ ストレスの予防とマネジメント
第８章　作業と安全衛生──生産活動にかかわる人を支える
　１ 作業研究（作業能率）と作業に関する健康管理
　２ 労働災害とその対策
　３ 安全衛生マネジメント
　第Ⅲ部　産業・労働分野の心理学的支援を考える
第９章　産業・組織心理臨床の実際──「働くこと」を心理学的に
　　　　支援するための活動
　１ 事業場内相談室
　２ ＥＡＰ
　３ メンタルヘルスケアを推進するための教育研修・情報提供
　４ 連携と協働
　５ 緊急支援と危機介入
第10章　産業精神保健──産業・労働分野における公認心理師の
　　　　立場とその役割
　１ 健康管理としての産業保健
　２ 産業精神保健の実際
　３ 職場における心の健康づくりの推進
第11章　ストレスチェック制度
　　　　──メンタルヘルス不調の未然防止のために
　１ ストレスチェックについて
　２ 個人への対応
　３ 職場への対応
　コラム 産業現場で必要とされるプレゼンテーション能力
　コラム 職場環境改善活動の実際
第12章　多様性に配慮した支援
　　　　──あらゆる人がいきいきと働くために
　１ 働き方改革と両立支援
　２ 職場復帰支援
　３ 障害者の就労支援
　４ ハラスメント相談
　コラム 障害者の雇用継続を支援する新たな取り組み：
　　　　 Webを用いた定着支援システム
第13章　組織開発──学びと変容のプロセス
　１ 組織開発とは
　２ 組織開発の理論
　３ 組織開発の方法
　コラム 日本における組織開発の試み：
　　　　　「組織心理コンサルテーション」
索　引
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◎ 公認心理師の必修カリキュラムの科目「産業・組織心理学」
 　に対応
◎ シリーズ（全23巻）の１巻として，他の巻と合わせて読むこ
 　とでより理解が深まる
◎ 授業の教科書，試験対策として使えるだけでなく，心理職
 　として現実的に働くときに意味を持つ視点や考え方，知識
 　を学べる



はじめに

Ⅰ　産業・組織心理学の歴史とテーマ
１ 産業・組織心理学の意義とテーマ
２ 組織とは何か
３ 組織観の歴史的変遷
コラム１ 科学的管理法
コラム２ ホーソン研究
コラム３ オープン・システム・アプローチ
４ 組織と個人の関係
５ 組織行動
６ 人的資源管理論
７ 働く人々の安全と健康
８ 消費者行動とマーケティング

Ⅱ　ワーク・モティベーション
１ 内容理論と過程理論：動機と動機づけ

の違い
２ 動機の種類
３ 内発的動機づけ
４ 達成動機づけ
５ 期待理論
６ 目標設定理論
７ 公正理論
８ 職務満足感
９ コミットメント

Ⅲ　採用と面接
１ 採用選考
２ 適性の考え方
３ 採用選抜の理論
４ 採用選考の設計
５ 適性テスト
６ 適性テストの信頼性と妥当性
７ 採用面接
８ 面接の信頼性と妥当性
９ 面接の効用と課題

Ⅳ　人事評価
１ 人的資源管理
２ 人事評価
３ 絶対評価・相対評価
４ 昇進・昇格

５ 報酬制度
６ 360度多面評価
７ アセスメント・センター
８ コンピテンシー

Ⅴ　キャリア発達
１ キャリアとは
２ キャリア発達理論
３ ホランドの六角形モデル
４ シャインの組織内キャリア発達段階
コラム４ ライフ・キャリアの虹
コラム５ キャリア・アンカー
５ クランボルツの計画された偶発性
６ ブリッジズのトランジッション論
７ 人材育成
８ メンター・プロステージ関係と垂直的

交換関係
９ キャリア・ストレス
10 キャリア・カウンセリング

Ⅵ　職場のコミュニケーションと人間
関係

１ 職場集団の特性
２ 職場集団の発達論
３ 職場の規範と社会化
コラム６ 職場規範の測定法
４ 職場のチームワーク
５ 職場のコミュニケーション
６ 職場のナレッジ・マネジメント
７ 会議による意思決定過程の特性
８ 職場の人間関係の特徴
９ 職場で起こる対人葛藤：その原因と影響
10 対人葛藤への対処

Ⅶ　リーダーシップ
１ リーダーシップの概念と研究の歴史的

変遷
２ 特性アプローチ
３ 行動アプローチ
コラム７ 二重要因論：
　　　　 PM理論とマネジリアル・
　　　　 グリッド理論
４ コンティンジェンシー・アプローチ

５ 認知論的アプローチ
６ 組織変革とリーダーシップ
コラム８ 交流理論

Ⅷ　消費者行動とマーケティング
１ 消費者の購買意思決定モデル
２ 消費者のブランド選択
３ 心理的財布理論
４ 近視眼的な価値判断：
　 現在志向バイアス
５ 購買様式の類型
６ くちコミの影響
７ 購買後の商品評価
８ 悪質商法：振り込め詐欺を考える

Ⅸ　仕事の能率と安全
１ 作業負担と作業負荷
２ ヒューマン・エラー
３ ルール違反と意図的な不安全行動
４ 事故発生モデル
５ 事故防止のためのさまざまな取り組み
６ 組織事故と安全文化
７ ヒューマン・ファクターズ
８ ユーザー・インターフェース

Ⅹ　職場のストレスとメンタルヘルス
１ 職場のストレス
２ セリエのストレス学説
３ ラザルスのシステム理論
４ ホルムズとラーエのライフ・イベント

型ストレス
５ クーパーとマーシャルの職務ストレス・

モデル
６ タイプＡ行動パターン
７ ワーク・ファミリー・コンフリクト
８ 過労死
９ ストレスへの対処
10 職場のソーシャル・サポート
コラム９ EAP（従業員支援プログラム）

さくいん
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◎ 重要なトピックをそれぞれ見開き２ページ（または４
 　ページ）で解説
◎ 図表を豊富に用いたわかりやすい紙面
◎ 全体を通して産業・組織心理学の主要な知見と考え方
 　が理解できる

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる産業・組織心理学
山口裕幸／金井篤子 編

B5判美装/204頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-04871-7　2007年5月刊行

人々が幸福に働くことや優れた組織経営の実現に必
要な産業・組織心理学の知識や視点を紹介し，わか
りやすく解説する。



B5判美装/240頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08633-7　2023年4月刊行

関係行政論を学ぶ意味を押さえ，各領域で働く心理
職に求められる制度と法の知識を学べるテキスト。
豊富な図表や事例とともに「授業で→試験前に→現
場に出てからも」活用できる，公認心理師カリキュ
ラム対応テキスト。

◎ 関係行政論を学ぶ意味を押さえ，各領域で働く心理職
　 に求められる制度と法の知識や視点をわかりやすく提
　 供する
◎ ブループリント（公認心理師試験出題基準）掲載語句
 　を網羅。さらに関連法規の紹介にくわえ，その他重要
　 語句も厳選して紹介

下山晴彦／佐藤隆夫／本郷一夫 監修

公認心理師スタンダードテキストシリーズ 23　

関係行政論
伊藤直文／岡田裕子／下山晴彦 編著

ここが

ポイント
!!

監修者のことば
編著者まえがき

第１章　公認心理師と法律
　１ はじめに：法や制度を知る必要性
　２ 公認心理師の役割を自覚するために
　３ 連携する他職種，他機関の役割，
　　 権限を理解するために
　４ 心理支援の営みの法的意味を自覚する
　５ 法的な役割を果たすために
　６ 多面的で深くリアルなケース理解を
　　 可能にするために
　コラム01 専門職倫理と法律

第２章　法の世界を理解する：
　　　　公認心理師の法律入門
　１ 現実生活における法：法的関係の多層性
　２ 条文を解読する
　３ 法のさまざまなあり方
　４ 法制度を理解する意義
　コラム02 法律学と実証主義

第３章　教育領域の制度と法
　１ 学校・教育と法
　２ 教育と学校の基本的な制度に関する法規
　３ 学校運営と教育活動に関する法規
　コラム03 いじめ防止対策推進法

第４章　福祉領域の制度と法⑴
　　　　障害者（児）福祉
　１ 障害者（児）とその家族の生活を支援する
　　 ために
　２ 障害者（児）福祉の歴史
　３ 障害者（児）福祉領域で働く心理職に
　　 求められること
　コラム04 発達障害者支援法

第５章　福祉領域の制度と法⑵児童福祉
　１ 児童福祉施策の基盤となる法律
　２ 児童福祉に関連する用語の定義や機関等
　　 の役割
　３ 児童虐待相談の対応の流れ
　４ 児童の保護等に関する司法の関与
　コラム05 児童養護施設の今後

第６章　福祉領域の制度と法⑶高齢者福祉
　１ 超高齢社会における高齢者支援の課題
　２ 介護保険法
　３ 老人福祉法
　４ 高齢者虐待防止法
　５ 高齢者福祉領域における公認心理師の
　　 役割
　コラム06 生活保護法，生活困窮者自立
　　　　　支援法の活用法

第７章　保健・医療領域の制度と法⑴
　　　　医療のしくみ
　１ なぜ，医療に関する法律・制度を学ぶ
　　 必要があるのか
　２ 医療法と医療保険制度
　３ 医療従事者の職種に関する法律
　４ 医療従事者の義務と法的責任
　５ 社会の変化に対応した法規制
　コラム07 診療契約と過失責任

第８章　保健・医療領域の制度と法⑵
　　　　精神科医療
　１ 精神科医療における事例から：
　　 その 1　入院に至るまで
　２ 精神保健福祉に関わる法律や制度の変遷
　３ 精神科医療における事例から：
　　 その 2　入院治療から退院まで
　４ 精神科医療における入院制度と
　　 行動制限，および権利の尊重
　５ 精神科医療におけるチーム医療と
 　　公認心理師
　コラム08 アルコール健康障害対策基本法

第９章　保健・医療領域の制度と法⑶
　　　　地域保健と医療
　１ 地域住民の心の健康を支える保健所の業務
　２ 保健所と保健センター
　３ 地域保健法
　４ 自殺対策基本法と自殺対策
　５ 母子保健法と母子保健事業
　６ 健康づくり施策と健康増進法
　７ 地域包括ケアシステムと訪問看護
　コラム09 自殺対策基本法

第10章　司法・犯罪領域の制度と法⑴刑事
　１ 被害者への制度：犯罪被害者等基本法
　２ 加害者への制度：
　　 刑法と刑事事件手続きの概要
　３ 医療観察制度
　４ 裁判員制度
　５ 司法・犯罪領域の制度と公認心理師
　コラム10 裁判員裁判と心理師

第11章　司法・犯罪領域の制度と法⑵
　　　　少年司法
　１ 少年司法への道筋
　２ 少年法：少年司法の基本的枠組み
　３ 少年司法を支える法制度と機関
　４ 少年非行支援における課題
　コラム11 少年法改正の要点

第12章　司法・犯罪領域の制度と法⑶
　　　　民事・家事
　１ 家事事件に関係する事例から
　２ 家事事件と人事訴訟の手続き
　３ 家事事件に関連する重要な問題と枠組み
　コラム12 面会交流について：
　　　　　社会的支援を考える

第13章　産業・労働領域の制度と法
　１ 労働者を取り巻く法律に関係する事例
　２ 労働条件に関する法律
　３ 労働災害の防止と働きやすい職場づくり
　　 のための法律・指針
　４ 多様な「はたらく」を支援する法律
　コラム13 障害者雇用促進法

終　章　あらためて，なぜ関係行政論を
　　　　学ぶのか
　１ なぜ，関係行政論を学ぶのか
　２ 公認心理師法成立の意味
　３ 公認心理師の活動モデル
　４ 発達障害支援における法律と制度の役割
　５ おわりに

引用文献・参考文献
｢考えてみよう」回答のためのヒント
索　　引
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A5判美装/308頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09056-3　2020年11月刊行

メンタルヘルスが注目されつつある昨今。精神医学
の主要トピックを初学者向けにわかりやすく紹介し
た，読む「京大・教養講義」第２弾。精神病理と社
会の接点を探り，広く精神医学を捉えることができ
る新しい時代のテキスト。

◎ 京都大学の教養科目『行動病理学Ⅱ』の12回にわた
 　る講義がテキストに。読む「京大・教養講義」第 2
 　弾！
◎ 精神医学の主要・重要トピックを初学者向けにわか
 　りやすく紹介
◎ 精神医学を多面的に捉えられる一冊

メンタルヘルス時代の精神医学入門
―― こころの病の理解と支援

松本卓也／野間俊一 編著
ここが

ポイント
!!
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　第Ⅰ部　精神医学とは何か
第１章　精神医学総論
　１ 精神医学とは何か
　２ 精神病理学
　３ 精神分析（力動精神医学）
　４ 精神医学における操作的診断基準
　５ 操作的診断基準の実際
　６ 操作的診断基準の採用とその科学性

第２章　精神医学の歴史
　１ 近代以前
　２ 近代の精神医学
　３ 現代の精神医学

　第Ⅱ部　精神疾患各論
第３章　統合失調症
　１ 統合失調症とは
　２ 疫　学
　３ 概念の歴史
　４ 症候学
　５ 経過の多様性と予後
　６ 生物学的基盤
　７ 治　療

第４章　気分障害
　１ 気分障害とは
　２ 歴　史
　３ 疫　学
　４ 気分障害の診断
　５ 治　療

第５章　神経症・心身症・パーソナリティ障害
　１ 心因とは
　２ 病態水準（神経症／精神病圏）という
　　 考え方

　３ 不安症（不安障害）
　４ 強迫症（強迫性障害）
　５ 摂食障害
　６ パーソナリティ障害

第６章　心的外傷と解離症
　１ トラウマ体験とは
　２ 心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）と
　　 急性ストレス障害（ＡＳＤ）
　３ ヒステリーと解離症
　４ 心的外傷と解離症の治療

第７章　認知症・高次脳機能障害
　１ 認知症とは
　２ 治療により改善する認知機能低下
　３ 主な非可逆性の認知症
　４ 高次脳機能障害

第８章　発達障害
　１ 発達障害とは
　２ 自閉スペクトラム症（ＡＳＤ）
　３ 注意欠如・多動症（ＡＤＨＤ）
　４ 二次障害・併存症
　５ 発達障害と文化

第９章　依存症
　１ 依存症（アディクション）とは
　２ 依存症からの回復
　３ 精神疾患としての依存症の治療
　４ 刑事政策における取り組み
　５ 国内外の新たな動き
　６ 依存者の回復と成長

　第Ⅲ部　創造性と精神病理
第10章　表現と芸術療法Ⅰ
　　　　――芸術療法，病跡学，アール・
　　　　　　ブリュット／アウトサイダー・
　　　　　　アート
　１ 芸術と癒し，芸術と病理
　２ 芸術と癒し
　３ 創造と病理
　４ アール・ブリュット／アウトサイダー・アート
　５ 結び，孤独と共生

第11章　表現と芸術療法Ⅱ
　　　　――作品「ねじ式」とつげ義春の病跡
　１ つげ義春の生活歴，病歴
　２ 診断について
　３ つげ義春の対人恐怖症克服のための方策
　４ 作品「ねじ式」概要
　５ 考察
　　 ――赤面恐怖症克服の方策と「ねじ式」
　６ 「ねじ式」のねじの意味

第12章　芸術創造による回復
　　　　――うつ病の精神分析理論
　１ 精神分析とメランコリー
　２ メランコリーの精神分析的研究
　３ メランコリーと創造性
　　 ――芸術創造による回復
　４ 喪失から創造へ

引用文献
あとがき
索　　引



A5判美装/300頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-08742-6　2020年4月刊行

注目が高まるメンタルヘルスについて，初学者向け
にわかりやすく解説。現代人・大学生のメンタルヘ
ルス，精神医療の歴史，近年臨床領域でホットな「当
事者研究」「オープンダイアローグ」など，古典的内
容から先進的実践までを事例とともに幅広く紹介。

◎ 京都大学の教養科目の講義が一冊に
◎ 現代人・大学生のメンタルヘルスから精神医療の歴
　 史，先進的実践までを初学者向けに平易に紹介
◎ 真のメンタルヘルス理解に向けた充実の構成で，ど
　 こから読んでも面白い書

メンタルヘルスの理解のために
―― こころの健康への多面的アプローチ

松本卓也／武本一美 編著
ここが

ポイント
!!

まえがき

　第Ⅰ部　現代のメンタルヘルス
第１章　現代人のメンタルヘルス――代表的な精神障害とその対策
　１ 現代人に生じやすいメンタルヘルスの問題
　２ うつ病と双極性障害
　３ 不安症（不安障害）
　４ 睡眠障害（不眠症）
　５ メンタルヘルスの維持・増進のための社会資源

第２章　大学生のメンタルヘルス――大学の診療所から
　１ 大学保健診療所でみた診断の変遷
　２ キャンパスで問題となる精神障害
　３ 大学におけるメンタルヘルス

第３章　メンタルヘルスを支えるしくみ
　　　　――精神保健福祉と制度精神療法
　１ 精神保健福祉士と関連職種について
　２ 日仏の精神医学史の比較
　３ わが国における精神科医療改革の取り組み
　４ 資格化をめぐる課題――Y 問題について
　５ 精神科病院批判と病院外の改革の試み
　６ 資格化とその後
　７ 再び疎外に焦点をあてて

　第Ⅱ部　日本のメンタルヘルスのこれまで
第４章　日本の精神医療の歴史――精神障害者の処遇に着目して
　１ 古代から江戸時代までの精神医療と狂気観
　２ 近代以降の精神衛生行政にみる精神障害者の処遇
　３ 精神障害者解放の前に立ちはだかる漆喰壁の正体

第５章　洛北岩倉と精神医療
　　　　――地域で患者を介護していくための手がかりを求めて
　１ 岩倉における精神障害者受け入れのはじまり
　２ 京都癲狂院と岩倉
　３ 岩倉病院と精神障害者家族的看護
　４ 岩倉において精神障害者家族的看護を可能にしたもの
　５ 暮らしの変化と精神障害者家族的看護の伝統の消失
　６ 共生への道

第６章　日本の文化と心の病い――柳田國男の視点より
　１ 心を文化との関係から見つめる視点
　２ 心と文化をめぐる視点の移り変わり
　３ 心を見つめる日本民俗学の視点
　４ 民俗学の視点がもたらすもの 
　５ 視点に自覚的であるために

第７章　精神の病いとその治癒の場をめぐる逆説
　　　　――アジール／アサイラム論の観点から
　１ 「アジール」としての精神科病院
　２ アジール論からみた近代日本の精神医療
　３ 医療観察法をめぐる問題
　４ 社会的入院――障壁としての「世間」
　５ 課題――恐れの克服

　第Ⅲ部　メンタルヘルスをめぐるこれから
第８章　当事者研究の歴史
　　　　――障害者運動と依存症自助グループの出会い
　１ はじめに――本章の目的
　２ 力を取り戻す
　３ 無力を認める
　４ 前向きな無力さ――当事者研究の誕生
　５ おわりに――合流を必要としていたのは誰か

第９章　ミーティング文化の導入
　　　　――制度精神療法，オープンダイアローグ，自助グループ
　１ ミーティング文化とは
　２ 制度精神療法
　３ オープンダイアローグ
　４ 自助ミーティング
　５ ミーティング文化の意義

第10章　認知症の現在――認知症の「社会」化から見えてくるもの
　１ 「地域密着型デイサービス」の実践
　２ 社会のなかの「認知症」
　３ 「認知症」・老いること・生きること

第11章　スピリチュアルペインと現象学的アプローチ
　　　　――実存的苦悩を体験から捉えるために
　１ スピリチュアルペイン
　２ スピリチュアルペインへの存在論的アプローチ
　３ 精神障害者の当事者研究にみるスピリチュアルケアと
　　 現象学の接点
　４ 現象学的アプローチ

引用文献
あとがき
索　　引

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス






	psychology2024_表1
	教科書目録共通_表2
	心理2024
	教科書目録共通_表3
	教科書目録_心理_表4

